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い
の
ち
　く
ら
し

　
　
つ
な
が
る
　み
ら
い

経営方針
良質なサービスを提供し、機構と関わりのある組織や人々との良好な信頼関係の構築を目指します。

公共性の見地から業務遂行の透明性を確保するとともに、組織と業務の効率的運営に努めます。

関係法令、規程等を厳正に遵守するとともに、常に環境に配慮しつつ業務を遂行し、社会の範となるよう努めます。

職員の業績や能力を適正に評価し、環境施策のエキスパートの育成を図り、活気のある職場の構築を目指します。

経営理念
私たちは、環境分野の政策実施機関として良好な環境の創出と保全に努め、地球規模で対策が必要となる

環境問題に対し、機構が有する能力や知見を活用して、国内外からの様々な要請に応えることにより、真に

環境施策の一翼を担う組織となることを目指します。
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理事長
飯塚 智

ご
あ
い
さ
つ

　
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
）は
２
０
２
４
年
４
月
に
創
立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
以
来
、
一
貫
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
を
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
し
た
国
民
、
環
境
省
を
始
め
と
す
る
国
の
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
産
業
界
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
医
療
機
関
、
研
究
機
関
等
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
、「
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
旧
公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
協
会
（
公
健
協
会
）
及
び
旧
環
境
事
業
団
に
つ
い
て
、
事
業
、
組
織

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
新
た
に
「
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
」
と
し
て
２
０
０
４
年
４
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
こ
の
２
つ
の
組
織
の

事
業
を
継
承
し
、
２
０
０
６
年
に
は
石
綿
健
康
被
害
救
済
業
務
も
加
わ
り
、
良
好
な
環
境
の
創
出
と
健
全
で
豊
か
な
環
境
の
保
全
を
図
り
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民

の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
下
、
着
実
に
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
環
境
問
題
は
世
界
規
模
で
越
境
化
、
負
荷
の
増
大
、
深
刻
化
が
進
ん
で
お
り
、
解
決
の
た
め
に
は
環
境
・
経
済
・
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
近
年
の
環
境
問
題
の
状
況
を
反
映
し
て
、
２
０
１
６
年
度
に
環
境
研
究
総
合
推
進
費
の
配
分
業
務
、

２
０
２
３
年
度
に
は
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）の
研
究
推
進
法
人
と
な
り
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
２
０
２
４
年

度
か
ら
気
候
変
動
適
応
策
と
し
て
熱
中
症
対
策
業
務
を
開
始
し
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
活
動
の
促
進
業
務
の
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
人
の
命
と
環
境
を
守
る
基
盤
的
取
組
を
丁
寧
に
実
施
し
て
、
不
変
の
原
点
の
追
求
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
時
代
の
要
請
に
も
応
え
、
国
民
の
皆
様
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
に
向
け
て
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政
機
関
、
研
究
機
関
、
産
業
界
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
、
事
業
の
拡
大
や
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
20
周
年
誌
の
刊
行
に
あ
た
り
、
テ
ー
マ
を
「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
20
年
の
歩
み
と
未
来
へ
の
約
束
」
と
し
て
お
り
ま
す
。
誌
面
に
お
い
て
役
職
員
が
「
語
る
」
こ
と
を

通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
事
業
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て

皆
様
や
環
境
行
政
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
、
次
の
10
年
も
国
内
外
か
ら
の
様
々
な
要
請
に
応
え
、
良
好
な
環
境
の
創
出
と
保
全
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ご
祝
辞

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
設
立
20
周
年
に
寄
せ
て

　
こ
の
度
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
が
設
立
か
ら
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
機
構
は
、
設
立
以
来
、
公
害
に
よ
る
健
康
被
害
の
補
償
や
予
防
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
研
究
及
び
技
術
開
発
、
民
間
団
体

に
よ
る
環
境
保
全
活
動
の
支
援
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
の
円
滑
な
実
施
の
支
援
等
、
人
の
命
と
環
境
を
守
る
た
め
の
多
岐
に
亘
る
業
務
を
的
確
に
実
施
さ
れ
て
来
ら
れ

ま
し
た
。
加
え
て
、
近
年
で
は
、
熱
中
症
対
策
の
推
進
や
地
域
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
増
進
の
た
め
の
活
動
促
進
と
い
っ
た
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
な
ど
、
活

動
の
幅
は
更
に
広
が
っ
て
お
り
、
環
境
分
野
の
政
策
実
施
機
関
と
し
て
社
会
的
課
題
の
解
決
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
の
20
年
の
間
に
、
環
境
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
世
界
は
、
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
の
損
失
及
び
汚
染
と
い
う
３
つ
の
危
機
に
直

面
し
、こ
れ
ら
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
が
必
要
で
す
。
環
境・経
済・社
会
面
を
統
合
的・同
時
解
決
的
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
的
確
か
つ
効
果
的
な
環
境
政
策
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
様
々
な
環
境
分
野
に
お
い
て
、
国
民
、
事
業
者
、
金
融
機
関
、
医
療
機
関
、
大
学
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
い
っ
た
多
様
な
主
体
と
連
携

し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
貴
機
構
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
政
策
実
施
能
力
を
一
層
高
め
つ
つ
、
引
き
続
き
、
環
境
省
と

一
体
と
な
っ
て
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
と
協
働
し
て
、
複
雑
化
す
る
社
会
の
変
化
や
求
め
ら
れ
る
役
割
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て
御
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

環境大臣
伊藤 信太郎
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は
じ
め
に

飯
塚　
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
創
立
20
周
年
の
記
念
座
談
会
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
の
テ
ー
マ
は
、
こ
の
5
月
に
第
六
次
環

境
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
「
循
環
共
生

型
社
会
」
を
ヒ
ン
ト
に
、「
共
に
築
く
循
環
共
生

型
社
会
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
こ

の
20
年
、
環
境
省
の
歩
み
と
軌
を
一に
し
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
創
立
2
年
後
の
２
０
０
６
（
平
成
18
）

年
に
「
石
綿
健
康
被
害
救
済
業
務
」
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
10
年
は
新
た
な
業
務
に
も
取

り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。
16
（
平
成
28
）
年
の
「
環

境
研
究
総
合
推
進
費
業
務
」、
そ
し
て
23
（
令
和

5
）年
度
か
ら
は
内
閣
府
の「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）」
に
お
い
て
研
究
推

進
法
人
と
し
て
の
業
務
を
開
始
。
さ
ら
に
今
年
度

か
ら
「
熱
中
症
対
策
業
務
」
も
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
、
ま
さ
し
く
新
た
な
分
野
に
ウ
イ
ン
グ
を
広

げ
つつ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

も
う
1
点
、
付
け
加
え
る
な
ら
、
こ
の
1
〜
2
年
、

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
将
来
像
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
内
部
で

職
員
が
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。
新
た
な
業
務
が
増

え
て
い
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
内
部
で
の

変
革
に
向
け
た
取
り
組
み
が
あ
り
、
20
周
年
を
迎

え
た
今
、私
た
ち
は「
環
境
行
政
の
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
日
は
、
次
の
10

年
に
向
け
て
の
飛
躍
に
つ
な
が
る
礎
と
す
べ
く
、
皆
さ

ま
か
ら
ご
意
見
を
伺
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て

〜
環
境
危
機
に
対
す
る
認
識
の
変
化

飯
塚　
ま
ず
、
最
初
の
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の
10
年

を
振
り
返
る
と
、
15（
平
成
27
）年
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で

パ
リ
協
定
が
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
途
中
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
が

あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
」
が
出
さ
れ
、こ
の
辺
か
ら
日
本
の
空
気

が
だ
い
ぶ
変
わ
り
、
国
と
し
て
脱
炭
素
を
は
じ
め

と
す
る
動
き
が
加
速
し
た
と
思
い
ま
す
。
昨
今
は
、

自
然
災
害
が
増
え
た
り
、
気
温
が
上
昇
し
て
酷
暑

と
な
って
い
ま
す
。
さ
ら
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

汚
染
や
ク
マ
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
鳥
獣

被
害
の
拡
大
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

皆
さ
ま
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
環
境
危
機

に
対
す
る
ご
認
識
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

上
田　
公
害･

環
境
行
政
を
振
り
返
る
と
、
大
体

15
〜
20
年
ぐ
ら
い
で
流
れ
が
変
わ
っ
て
い
て
、
私
は
、

大
き
く
4
期
に
分
け
て
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す（
図

1
）。
昭
和
30
〜
40
年
代
の
第
1
期
は
「
激
甚
な

公
害
の
発
生
と
対
応
」
で
あ
り
、そ
れ
が
終
わ
る
と

「
第
2
期
：
都
市
・
生
活
型
公
害
へ
の
対
応
」
の

時
代
を
迎
え
ま
す
。
平
成
に
入
る
と
、
地
球
サ
ミ
ッ

ト
が
あ
り
「
第
3
期
：
地
球
環
境
問
題
への
対
応
」

の
時
代
と
な
り
、
直
近
の
十
数
年
、
つ
ま
り
東
日
本

大
震
災
以
降
の
第
4
期
は
「
環
境
行
政
の
主
流
化

と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」
の
時
代
と
な
って
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

第
4
期
で
あ
る
現
在
は
、
環
境
省
だ
け
で
な
く

2004（平成16）年4月、環境事業団と公害健康被害補償予防協会を統合し、独立行政法人環境再生保全機構が創立され
ました。以来、20年にわたり日本の環境施策の実施機関の1つとして、さまざまな業務を推進してきました。創立20周年
記念誌を発行するにあたり、各界から 3 名の方をお招きし、記念座談会でご意見をいただきました。
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独立行政法人環境再生保全機構　創立20周年記念座談会

出席者の皆さん（手前右より時計回り）亀山　秀雄氏、岩村　有広氏、上田　康治氏、飯塚　智

出席者

岩村 有広
一般社団法人日本経済団体連合会 常務理事

上田 康治
環境省 大臣官房長

亀山 秀雄
独立行政法人環境再生保全機構 環境研究総合推進費社会実装
支援コーディネーター
一般社団法人国際P2M学会 会長

（敬称略・50音順）

司会

飯塚 智
独立行政法人環境再生保全機構 理事長

＊本記念座談会は2024年9月6日、環境省官房長室において行われました。
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他
の
省
庁
も
環
境
を
テ
ー
マ
に
施
策
を
展
開
す
る
な

ど
、
環
境
行
政
の
主
流
化
が
始
ま
って
お
り
、
環
境

省
も
環
境
の
目
標
や
ル
ー
ル
の
話
だ
け
を
し
て
い
れ
ば

い
い
時
代
で
は
な
く
、
経
済
や
社
会
の
視
点
も
持
って

「
自
ら
対
策
や
事
業
を
や
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
地
域
循
環
共
生

圏
あ
る
い
は
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
も
言
い
ま
す
が
、

経
済
や
社
会
の
課
題
解
決
と
セ
ッ
ト
で
環
境
政
策
を

打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
環
境
分
野
の
目
標
達
成
は
難

し
く
な
って
き
た
、
と
い
う
の
が
私
の
認
識
で
す
。

　

ま
た
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
や
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
新
規

発
生
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
「
大
阪
ブ
ル
ー・オ
ー

シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
は
、
単
に
大
き
な
排
出

源
だ
け
を
規
制
す
れ
ば
い
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、

社
会
全
体
で
取
り
組
み
、
社
会
自
体
を
大
き
く
変

え
な
い
と
目
標
達
成
が
困
難
に
な
って
お
り
、
全
て

の
活
動
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
…
…
、
そ
の
た
め
に

は
環
境
の
視
点
に
経
済
や
社
会
を
セ
ッ
ト
で
組
み
合

わ
せ
て
解
決
に
向
か
う
必
要
が
出
て
き
た
の
が
、
こ

の
10
年
、
特
に
環
境
省
の
施
策
の
中
で
大
き
く
変

わ
っ
た
点
か
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
環
境
省
は
何
を
す
る
の
か
？　

新
し
い

こ
と
を
す
る
の
な
ら
、
や
は
り
環
境
省
唯
一の
施
策

実
施
機
関
で
あ
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や

り
ま
し
ょ
う
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
の
10
年

と
そ
の
前
と
で
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
先
ほ

ど
理
事
長
が
「
環
境
省
と
共
に
歩
ん
で
き
た
」
と

お
っ
し
ゃっ
た
通
り
、
環
境
省
の
や
り
方
が
変
わ
る

に
つ
れ
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
も
そ
れ
に
応
じ
て
新
し
い
業
務

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
そ
う
い
う
時
代
背
景
、

環
境
行
政
の
変
化
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

飯
塚　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
は
や
環
境

単
独
で
は
な
い
、
経
済
や
社
会
と一
体
だ
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
岩
村
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

岩
村　
ま
ず
、
創
立
20
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
10
年
を
振
り
返
る
と
、
気
候
変
動
分
野
で
は

パ
リ
協
定
の
採
択
、
資
源
循
環
で
は
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
や
サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
への
国
際
的
な
関

心
の
高
ま
り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
自
然
保
護

分
野
で
の
「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性

枠
組
」
の
採
択
な
ど
、
環
境
分
野
で
の
新
た
な
国
際

課
題
が
設
定
さ
れ
た
期
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
界
に
と
って
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
採
択
を
背
景
に
し

た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
拡
大
も
含
め
て
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

へ
の
取
り
組
み
強
化
が
求
め
ら
れ
た
期
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
中
心
的
な
構
成
要
素
と
し
て
環

境
への
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
改
め
て
い

ま
、
事
業
活
動
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
、
す
な

わ
ち
経
済
と
環
境
の
両
立
が
社
会
的
要
請
と
し
て
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
２
０
２
０
（
令
和
2
）
年
の

「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
は
大
き
な
転
換
点

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
経
団
連
と
し
て
は
、
革

新
的
技
術
の
開
発
・
普
及
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ

た
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
産
業
競
争

力
の
強
化
に
つ
な
げ
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本

主
義
」
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
積
極
的
に
挑
戦

し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
8
月
に
第
五
次
循
環
型
社
会
形

成
推
進
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
循
環
経
済

へ
の
移
行
が
国
家
戦
略
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と

も
新
た
な
動
き
で
す
。
昨
年
11
月
に
経
団
連
環

図1：この10年の主な出来事＆公害・環境行政の流れとERCA発展の経緯

パリ協定発効

1956
（昭和31）

水俣病公式発見

1971
（昭和46）

環境庁発足

第１期：激甚な公害の発生と対応（昭和30・40年代）

第2期：都市・生活型公害への対応（昭和50年代以降）

第3期：地球環境問題への対応（平成元年以降）

東日本大震災

第4期：環境行政の主流化。持続可能な成長への貢献（平成20年代以降）

公害健康被害予防事業開始 1988
（昭和63）

地球サミット1992
（平成4）

京都議定書採択(COP3)1997
（平成9）

最終処分場維持管理積立金管理業務開始 地球温暖化対策法成立1998
（平成10）

PCB廃棄物処理助成業務開始 環境省発足2001
（平成13）

2011
（平成23）

パリ協定採択（COP21) 
SDGs採択（国連サミット）

2015
（平成27）

2016
（平成28）

第五次環境基本計画（地域環境共生圏）2018
（平成30）

カーボンニュートラル宣言 
プラ買物袋有料化

2020
（令和2）

昆明・モントリオール生物多様性枠組み採択2022
（令和4）

第六次環境基本計画（ウェルビーイング）環境再生保全機構創立20周年
生物多様性活動促進法成立 NP活動認定業務開始

2024
（令和6）

GX法2023
（令和5）

戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)開始
適応法一部改正法成立 熱中症対策業務開始

地球環境基金30周年

機構法一部改正法成立 環境研究総合推進費業務開始

2014
（平成26）

環境再生保全機構創立10周年

2006
（平成18）

石綿救済法成立 石綿健康被害救済業務開始

2004
（平成16）

環境再生保全機構法成立 環境再生保全機構創立
（環境事業団と公害健康被害補償予防協会を統合）

環境基本法成立1993
（平成5）

事業団法一部改正法 地球環境基金創立

「公害防止事業団」から「環境事業団」に組織名変更

1974
（昭和49）

公健法成立 公害健康被害補償協会設立

1965
（昭和40）

公害防止事業団法成立 公害防止事業団設立

1988 年早稲田大学商学部卒業、2000 年経団連事務局

入局。2005 年 4 月産業本部行革グループ副長、2006 年

内閣府規制改革推進室出向、2009 年経済政策本部主

幹、2014 年経済政策本部統括主幹 兼 内閣府本府政策

参与、2015 年経済政策本部長 兼 内閣府本府政策参与、

2018 年秘書室長。2022 年より現職。

一般社団法人日本経済団体連合会 常務理事

Arihiro Iwamura岩村 有広
境
委
員
会
が
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
欧
州
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
派
遣
し
、
欧
州
委
員
会
を
訪
問
し
て
意

見
交
換
を
し
た
際
、
日
本
の
取
り
組
み
は
先
進
的

で
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
他
方
、
欧
州
の
サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
革
新
的
で
、
国
際
的
な
関
心
を
集
め

て
い
ま
す
。
経
団
連
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
日
本

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
「
サ
ー
キ
ュラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に
向
け
た
提
言
」
と
し
て
取
り
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ま
と
め
て
お
り
、
引
き
続
き
政
府
に
そ
の
実
現
を

働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
保
護
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
「
生
物
多
様

性
国
家
戦
略
２
０
２
３-

２
０
３
０
」
を
閣
議
決

定
し
、「
２
０
２
３
年
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
自

然
再
興
）」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
打
ち
出
し

て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
の
実
現
を
掲
げ

ま
し
た
。
経
団
連
は
、「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

生
物
多
様
性
枠
組
」
の
検
討
過
程
で
、
ド
ラ
フ
ト

段
階
か
ら
関
係
機
関
と
連
携
し
、
経
団
連
自
然

保
護
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
経
済
界
の
考
え
方

を
Ｃ
Ｂ
Ｄ
※
事
務
局
に
申
し
入
れ
て
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
の
実
現

に
向
け
た
対
応
を
早
く
か
ら
検
討
し
て
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
、
経
済
界
と
し
て
環
境

分
野
に
か
な
り
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
き
た
と
い
う
の

が
、
現
時
点
で
の
振
り
返
り
と
な
り
ま
す
。

飯
塚　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
か
つ
て
環
境

と
産
業
は
対
立
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
持
た
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
や
環
境
や
循
環
経
済
への
対
応

こ
そ
が
産
業
競
争
力
に
な
る
と
い
う
、
ポ
リ
シ
ー
の

転
換
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
至
る
に
は
、

団
体
と
し
て
の
ご
努
力
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
察

し
ま
す
。
で
は
、
亀
山
さ
ん
か
ら
も
お
話
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

亀
山　
大
学
で
45
年
間
い
ろ
い
ろ
な
研
究
を
行
う
と

同
時
に
、
環
境
教
育
や
人
材
育
成
を
行
って
き
た
者

と
し
て
お
話
し
し
ま
す
。
45
年
ぐ
ら
い
前
は
、
上
田

さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
公
害
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
く
、「
環
境
問
題
＝
汚
く
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
」
と
認
識
す
る
人
が
多
か
っ
た
。

大
気
汚
染
や
水
俣
病
な
ど
で
す
ね
。
当
初
、
若
い
人

は
「
そ
れ
は
前
の
人
が
や
っ
た
こ
と
だ
か
ら
」
と
い
う

意
識
だ
っ
た
の
で
す
が
、
公
害
か
ら
環
境
保
全
に
軸

足
が
移
る
に
つ
れ
、「
環
境
に
配
慮
し
た
仕
事
が
し
た

い
」
と
思
う
人
が
増
え
ま
し
た
。
新
入
生
対
象
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
「
将
来
、何
が
や
り
た
い
か
」
と
聞
く
と
、

約
8
割
が
「
環
境
分
野
の
仕
事
」
と
答
え
る
。
工

学
部
な
の
で
、
特
に
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
名
称
も
環
境
再
生
保
全
機
構
、
つ
ま
り

汚
れ
た
も
の
を
再
生
し
保
全
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
た
組
織
に
な
って
い
る

と
、
外
部
か
ら
見
て
認
識
し
ま
し
た
ね
。

　

研
究
者
の
立
場
か
ら
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
ー
ジ
ェン

シ
ー
で
あ
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
を
見
る
と
、
一
言
で
言
う
と

非
常
に
あ
り
が
た
い
存
在
で
す
（
図
２-

１
）。
と

い
う
の
も
、
20
年
前
か
ら
国
が
運
営
交
付
金
か
ら

研
究
費
を
毎
年
１
％
ず
つ
減
ら
し
、
こ
れ
ま
で
に

何
と
１
，６
０
０
億
円
も
減
額
し
て
い
る
。
私
た
ち

は
外
部
に
研
究
費
を
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

そ
の
獲
得
に
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
か
れ
て
い

ま
す
。
科
研
費
※
の
場
合
、
環
境
の
分
野
は
ご
く
一

部
で
す
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
環
境
に
特
化
し
た
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
の
で
、
環
境
関
連
の
研
究
を
行
う
者
に

と
って
は
、
非
常
に
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
す
。

　

環
境
研
究
総
合
推
進
費
（
以
下
、
推
進
費
）
へ

の
研
究
応
募
数
を
調
べ
て
み
る
と
、
10
年
ほ
ど
前
は

毎
年
２
２
０
件
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
が
、
10
年
後
に
は
約

３
３
０
件
ま
で
増
加
。
10
年
間
で
50
％
も
増
え
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
予
算
は
増
え
て
い
な
い
た
め
、

採
択
率
が
低
下
し
て
今
は
17
％
ぐ
ら
い
。
科
研
費
と

比
べ
て
も
低
く
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ク
と
な
って
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
環
境
問
題
は

短
期
勝
負
で
は
な
く
、
中
・
長
期
に
わ
た
る
研
究
が

必
要
な
の
で
、
若
手
研
究
者
に
非
常
に
向
い
て
い
る

こ
と
で
す
。
基
礎
研
究
か
ら
始
め
、
最
終
的
に
社

会
実
装
に
い
く
の
に
15
、
6
年
は
か
か
る
の
で
、
助

教
の
段
階
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
者
か
ら
す
れ
ば
「
よ
く
で

き
て
い
る
な
」「
誰
が
作
っ
た
の
か
な
」
と
思
う
ぐ
ら

い
で
す
。
最
近
は
若
手
枠
を
さ
ら
に
2
つ
に
分
け
、

環
境
問
題
対
応
型
も
3
つ
に
分
け
て
い
て
（
図
２-

２
）、
非
常
に
使
い
や
す
い
研
究
費
と
な
って
い
ま
す
。

　

も
う
1
つ
付
け
加
え
る
な
ら
、
日
本
の
ト
ー
タ
ル

の
論
文
数
が
減
る
中
、
環
境
分
野
だ
け
は
伸
び
て
い

ま
す
。
外
国
人
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
論
文
も
同

様
に
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
推
進
費
研
究
で

出
さ
れ
る
特
許
も
当
初
は
年
間
8
件
ぐ
ら
い
だ
っ
た

の
が
、
今
は
30
件
で
す
。
こ
れ
は
、
環
境
省
が
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ａ
に
推
進
費
を
移
管
し
た
結
果
で
あ
り
、
数
字

1989 年東京大学経済学部卒業、同年環境庁入庁。2017

年大臣官房秘書課長、18 年内閣官房内閣審議官、19 年

環境省大臣官房審議官、20 年大臣官房政策立案総括審

議官、21 年大臣官房地域脱炭素推進総括官、22 年総合

環境政策統括官。23 年 7 月より現職。

環境省 大臣官房長

Yasuharu Ueda上田 康治

研究課題の実施の例

契約契約

共同実施機関
（研究分担者）

研究代表機関
（研究代表者）

共同実施機関
（研究分担者）

評価委員会

研究部会

環境再生保全機構
（ERCA）

行政要請研究テーマ
示提）ズーニ政行（ 

公募・採択・審査

運営費交付金

制度の管理・提言

契約・交付

報　告

成果報告

基本方針

研究課題の審査・
成果の評価を行う

研究の進捗状況の
確認、評価結果の
反映状況のフォ
ロー、社会実装の
支援等

環
境
省

プログラムオフィサー
（PO）

社会実装支援
コーディネーター（SC）プログラムディレクター※

（PD）

図 2-1：研究の実施体制

■研究対象領域
①統合領域 ②気候変動領域 ③資源循環領域 ④自然共生領域 ⑤安全確保領域
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が
示
す
通
り
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
って
い
ま
す
。

※
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（Convention on Biological D

iversity

）
：
生
物

多
様
性
条
約
。

※
科
研
費
（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
）
：
人
文
学
、
社
会
科
学

か
ら
自
然
科
学
ま
で
全
て
の
分
野
に
わ
た
り
、
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
学
術
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
競
争
的
研
究
費
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
／
科
学
研

究
費
補
助
金
）。

各
セ
ク
タ
ー
の
環
境
危
機
・
問
題
解
決
に
向

け
た
最
近
の
取
り
組
み

飯
塚　
2
つ
目
の
テ
ー
マ
で
す
。
昨
年
5
月
、
Ｇ

7
の
広
島
首
脳
コ
ミ
ュニ
ケ
で
は
、「
私
た
ち
の
地
球

は
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
の
損
失
、
そ
し
て
汚

染
と
い
う
3
つ
の
世
界
的
危
機
に
直
面
し
て
い
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
年
7
月
、
国
連

の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
「
地
球
温
暖
化
の
時

代
は
終
わ
り
、
地
球
沸
騰
の
時
代
が
到
来
し
た
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
う
いっ
た
現
在
の
危
機
や

課
題
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
る
か
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

上
田　
先
ほ
ど
岩
村
さ
ん
か
ら
少
し
お
話
が
出
ま

し
た
が
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
言
葉

が
科
学
者
や
官
庁
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
発
信
さ
れ
て
く
る
の
で
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
経
済
活
動
の
中
で
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ルへ
の
配
慮
が
必
須
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
最
近
で
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
も
、
サ
ー

キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
動
き
が
国
際
的
に
出
て
き
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
金
融
の
分
野
で
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
※
や
Ｔ

Ｎ
Ｆ
Ｄ
※
の
よ
う
な
形
で
、
投
資
を
す
る
際
の
企
業

リ
ス
ク
の
判
断
材
料
と
し
て
情
報
開
示
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
製
品
の
中
に
再
生
材
を
ど

れ
く
ら
い
使
っ
て
い
る
の
か
、
将
来
ル
ー
ル
化
し
て
い

こ
う
と
い
う
動
き
も
出
て
い
ま
す
。
単
な
る
配
慮

で
は
な
く
、
経
済
活
動
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
こ
う

と
い
う
動
き
が
内
外
で
始
ま
って
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
先
ほ
ど
の
第
1
期
〜
第
3
期
と

今
と
で
は
、
施
策
の
手
法
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ず
、

こ
れ
ま
で
は
ル
ー
ル
作
り
や
規
制
が
メ
イ
ン
で
し
た

が
、こ
れ
か
ら
は
規
制
で
は
な
い
手
法
、つ
ま
り「
も
っ

と
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
促
進
す

る
よ
う
な
手
法
を
取
り
入
れ
な
い
と
い
け
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
先
の
通
常
国
会
で
環
境
省
が
提
出
し

た
法
律
も
そ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
廃
棄
物
対
策
に
お
い
て
、
廃
棄
物
処
理

法
で
規
制
を
ど
ん
ど
ん
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、

高
度
化
法
と
い
う
新
法
が
成
立
し
、
上
流
企
業
が

き
ち
ん
と
再
生
材
が
使
え
る
よ
う
優
良
な
廃
棄
物

処
理
の
取
り
組
み
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
は
あ
る
の
で
す
が
、
規
制
で
は
な
い
新
し

い
プ
ロ
セ
ス
、
こ
れ
も
セ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
考
え

て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
って
い
ま
す
。

飯
塚　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
縛
る
」
か
ら

「
伸
ば
す
」
で
す
ね
。
経
団
連
で
は
「
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」
を
実
践
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
や
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
と
い
う
極
め
て

重
要
な
指
標
も
出
て
い
ま
す
。
経
済
界
か
ら
の
観

点
で
お
願
い
し
ま
す
。

岩
村　
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」
の
実
践

に
お
い
て
、
環
境
分
野
へ
の
取
り
組
み
は
最
重
要
課

題
の
1
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
22
（
令
和

4
）
年
に
は
、Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョン
）
と
Ｃ
Ｅ
（
サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
）、Ｎ
Ｐ

（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）
に
つい
て
三
位
一体
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
打
ち
出
し
ま
し
た
（
図
3
）。

こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
取

り
組
み
を
他
の
分
野
へ
の
貢
献
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

意
識
し
な
が
ら
、
シ
ナ
ジ
ー
や
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
つい

て
も
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
シ
ナ
ジ
ー
は

当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て
も
ト
レ
ー
ド

オ
フ
に
な
る
部
分
が
出
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
資
す
る
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
り
も
考
え
な
が
ら
全
体
最

適
を
ど
の
よ
う
に
図
って
い
く
か
、
こ
う
い
う
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
現
在
地
で
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
分
野
で
は
、
も
と
も
と
は

97
（
平
成
９
）
年
に
温
暖
化
対
策
へ
の
自
主
的
取
組

と
し
て
始
め
た
「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」

と
20
（
令
和
2
）
年
に
始
め
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゼ
ロ
」

と
い
う
１
９
７
社
・
団
体
が
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ア
ク
シ
ョン

を
発
信
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
省
エ

ネ
は
業
界
単
位
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゼ
ロ
は
企
業
単
位
で

経
済
界
の
自
主
的
取
組
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
分
野
で
は
、

２
０
２
１
年
に
環
境
省
、
経
済
産
業
省
と
と
も
に

Ｊ
４
Ｃ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
フ
ォ
ー
ス
：
循
環
経
済
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
経
団
連
の

会
員
企
業
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
現
場
に
近
い
企

業
関
係
者
と
政
府
関
係
者
と
の
官
民
対
話
を
行

う
と
と
も
に
、
循
環
経
済
に
関
す
る
取
り
組
み
事

例
の
収
集
や
国
内
外
へ
の
発
信
、
事
業
者
間
連
携

の
促
進
を
視
野
に
入
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施

公募区分 研究開発費
の支援規模（※） 研究期間 委託費・

補助金の別

環境問題対応型研究　

環境問題対応型研究
（一般課題）

4,000万円以内／年

3年以内 委託費
環境問題対応型研究
（技術実証型）

4,000万円以内／年

環境問題対応型研究
（ミディアムファンディング枠）

2,000万円以内／年

次世代事業（補助率1/2）

」業事化用実・証実発開術技「．ア 1億円以内／年

3年以内 補助金

イ．「次世代循環型社会形成
　　推進技術基盤整備事業」

2億円以内／年

革新型研究開発（若手枠）

革新型研究開発（若手枠A） 600万円以内／年

3年以内 委託費

革新型研究開発（若手枠B） 300万円以内／年

戦略的研究開発

戦略的研究開発（Ⅰ） 3億円以内／年 5年以内

委託費

戦略的研究開発（Ⅱ） 1億円以内／年 3年以内

※間接経費（30％）、消費税を含む 1年間の上限額。

図 2-2：研究開発の対象
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し
て
い
ま
す
。
現
在
２
０
６
社
・
団
体
が
参
加
し

て
お
り
、
最
近
で
は（
公
財
）産
業
廃
棄
物
処
理

事
業
振
興
財
団
の
協
力
も
得
て
、い
わ
ゆ
る
動
静
脈

連
携
を
推
進
す
る
下
地
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
つい
て
は
、
20
（
令
和

2
）
年
か
ら
「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
」
に
賛

同
す
る
経
団
連
会
員
企
業
・
団
体
の
社
名
ロ
ゴ
と
取

り
組
み
方
針
、
事
例
を
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、

各
社
の
活
動
を
宣
伝
す
る
「
経
団
連
生
物
多
様
性

宣
言
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
と
い
う
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
３
４
５
社・団
体
が
参
加
し
て
お
り
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ
っ

て
、
経
団
連
の
関
連
組
織
で
あ
る
経
団
連
自
然
保

護
協
議
会
の
会
員
数
は
こ
の
3
年
間
で
3
割
増
え

ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
23
（
令
和
５
）
年
に

「
２
０
３
０
年
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
26
（
令
和
8
）
年

の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
17
で
行
わ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ

ク
テ
イ
ク
※
を
見
据
え
て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

経
営
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
つい
て
は
、経
団
連
は
19
（
令
和
元
）

年
4
月
に
自
ら
賛
同
し
て
署
名
し
ま
し
た
。
企
業

の
気
候
変
動
に
関
す
る
自
主
的
な
開
示
枠
組
み
で

あ
る
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
宣
言
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
気
候
変
動
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業
が
国
内
外
で
評
価
さ
れ
、
世
界
の
投
資
資

金
を
集
め
て
い
く
上
で
も
重
要
な
ツ
ー
ル
と
期
待
さ

れ
て
い
た
の
で
、
会
員
企
業
に
も
署
名
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
世
界
で
約
４
，
９
０
０

の
企
業
・
機
関
が
賛
同
し
、
う
ち
日
本
の
企
業
・

機
関
は
１
，
４
７
０
に
の
ぼ
り
世
界
1
位
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
開
示
提
言
に
も
と
づ
い
て

自
然
関
連
の
リ
ス
ク
・
機
会
の
早
期
開
示
を
行
う

こ
と
を
表
明
し
た
「
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
」
は
、

世
界
全
体
で
３
２
０
社・団
体
で
す
が
、
日
本
は
80

社
と
国
別
で
世
界
１
位
と
な
り
ま
し
た
。多
く
の

日
本
企
業
が
情
報
開
示
を
行
う
意
思
を
表
明
し

た
こ
と
は
、事
業
活
動
に
お
け
る
環
境
へ
の
取
り
組

み
が一層
浸
透
し
て
き
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

飯
塚　
最
近
の
動
き
に
つい
て
、
亀
山
さ
ん
、
研
究

者
や
大
学
の
観
点
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

亀
山　
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー（
Ｐ
Ｏ
）を
5
年
務

め
た
後
、社
会
実
装
支
援
グ
ル
ー
プ
で
2
年
。
都
合

7
年
間
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
業
務
を
見
て
き
た
立
場
も

踏
ま
え
て
お
話
し
し
ま
す
。ま
ず
、推
進
費
は
政
策

に
資
す
る
研
究
支
援
な
の
で
、フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
ー

ジ
ェン
シ
ー
で
あ
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
の
こ
と
を
研
究

者
に
き
ち
ん
と
伝
え
な
い
と
い
け
な
い
。
さ
ら
に
、

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
今
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
的
役
割
か
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
的
役
割
に
移
行
す
る
段
階
で
あ
り
、
こ
の
方

針
を
よ
り
徹
底
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
次
の
3
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

1
つ
は
研
究
開
発
支
援
。
Ｐ
Ｏ
が
研
究
者
に
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
カ
ム
ま
で
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
研
究
し
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
1
人
の
Ｐ
Ｏ
が
15
テ
ー
マ
ほ

ど
担
当
す
る
の
で
、
そ
の
役
割
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
、
今
は
社
会
実
装
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
Ｓ
Ｃ
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
は
、
Ａ
企
業

の
関
心
事
と
Ｂ
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
を
マッ
チ
ン
グ
さ

せ
、共
同
研
究
に
も
って
い
く
よ
う
な
支
援
を
す
る
。

う
ま
く
い
け
ば
、
Ａ
企
業
と
Ｂ
先
生
が
連
携
し
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ａ
の
推
進
費
に
応
募
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
で
、

か
な
り
社
会
実
装
が
加
速
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
こ

の
よ
う
な
支
援
シ
ス
テ
ム
は
研
究
す
る
側
に
と
っ
て

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

2
点
目
は
、
研
究
者
が
使
い
や
す
く
な
る
よ
う

な
業
務
改
革
。
こ
こ
3
年
ぐ
ら
い
や
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
1
年
の
定
常
業
務
が
終
了
し
た
時
点
で
、

関
係
者
か
ら
問
題
点
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
れ
を
Ｐ
Ｏ
と
職
員
と
で
2
カ
月
ほ
ど
か
け
て
議

論
し
、
で
き
そ
う
な
も
の
は
翌
年
ト
ラ
イ
ア
ル
で

実
施
し
、修
正
し
て
2
年
目
か
ら
定
常
業
務
に
持
っ

て
い
く
。
例
え
ば
、
最
初
若
手
枠
は
1
本
だ
っ
た
の

で
す
が
、新
た
に
年
間
３
０
０
万
円
枠（
若
手
枠
Ｂ
）

を
用
意
（
図
２-

２
、２-

３
）。
採
択
率
を
40
％
に

し
て
応
募
さ
せ
、
そ
の
後
は
従
来
の
６
０
０
万
円
枠

（
若
手
枠
Ａ
）
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。
こ
の
よ

う
に
毎
年
、
業
務
改
革
を
行
って
い
る
の
は
、
す
ご

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
に
お
け
る
若
手

研
究
者
数
と
研
究
費
が
大
学
財
政
の
関
係
で
減
少

す
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
改
革
は
若
手
研
究
者
に

と
って
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
3
点
目
は
や
は
り
人
材
育
成
で
す

ね
。
ま
ず
、
各
職
員
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
ス
を
持

た
な
い
と
い
け
な
い
。
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
の
で
は

な
く
、「
こ
う
し
た
ら
い
い
」
と
自
ら
考
え
て
提
案
し
、

Ｐ
Ｏ
と一
緒
に
議
論
す
る
。
そ
こ
で
提
案
し
た
も
の

n 経団連が推進する「サステイナブルな資本主義」を実践するうえでは、環境分野におけるサス
テナビリティの確保は最重要課題。

n グリーントランスフォーメーション（GX）、サーキュラー・エコノミー（CE）、ネイチャー
ポジティブ（NP︓⽣物多様性・⾃然保護）の３分野を⼀体的に取組んでいるところ。

GX
（グリーントランスフォーメーション）

CE
（サーキュラー・エコノミー）

NP
（ネイチャーポジティブ）

・経団連は、2022年５⽉に提⾔をとりまとめ。
・政府は2023年7⽉に 「GX推進戦略」を閣
議決定。本年5⽉にはGX推進機構が設⽴。

・経団連は、2023年２⽉に提⾔をとりまとめ。
・政府は、循環経済への移⾏を国家戦略と位置
付ける「第５次循環型社会形成推進基本計
画」を24年８⽉に閣議決定。

・「昆明・モントリオール⽣物多様性枠組」の
採択を受け、⽇本政府は国家戦略を閣議決定。

・経団連⾃然保護協議会は、2030年ネイチャー
ポジティブに向けたアクションプランを策定。

「サステイナブルな資本主義」実践に向けた環境分野における動向図 3：「サステイナブルな資本主義」実践に向けた環境分野における動向

新規性・
独創性・革新性

革新型研究開発
（若手枠 A）

革新型研究開発
（若手枠B）

環境問題対応型研究
（一般課題）

環境問題対応型研究
（技術実証型）

次世代事業
環境問題対応型研究

（ミディアムファンディング枠）

基礎・応用 技術開発
（実用可能性検討） 実証・実用化

図 2-3：技術開発課題の社会実装推進のイメージ
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が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
職
員
に
は
や
り
が
い
が
生
ま
れ

ま
す
よ
ね
。「
私
も
」「
僕
も
」
と
、
後
に
続
く
人

が
ど
ん
ど
ん
現
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
も
あ
って
、
環
境
大
臣
か
ら

22
（
令
和
4
）
年
と
23
（
令
和
5
）
年
に
業
務
評

価
Ｓ
を
い
た
だ
き
、
し
か
も
19
（
令
和
元
）
年
か
ら

23（
令
和
5
）年
ま
で
5
年
連
続
で
総
合
評
価
も
Ｓ
。

こ
れ
は
も
う
皆
さ
ん
の
努
力
の
結
果
で
す
ね
。
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ａ
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
と
て
も
高
い
組
織
だ
と
、
Ｐ

Ｏ
と
Ｓ
Ｃ
を
経
験
し
て
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

飯
塚　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｐ
Ｏ
や
Ｓ
Ｃ

の
方
々
が
し
っ
か
り
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
研
究
を
い
い
方

向
に
持
っ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

※
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ（Taskforce on Clim

ate-related Financial Disclosures

）：

気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
。
企
業
の
気
候
変
動
へ
の

取
り
組
み
や
影
響
に
関
す
る
財
務
情
報
を
開
示
す
る
た
め
の
枠
組
み
。

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
を
目
指
す
国
際
的
組
織「
金
融
安
定
理
事
会

（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）」
に
よって
２
０
１
５
年
に
設
立
さ
れ
た
。

※
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ（Taskforce on Nature-related Financial Disclosures

）：

自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
。企
業
の
財
務
情
報
を
開

示
す
る
際
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
1
つ
で
、企
業
の
経
済
活
動
に
よ
る
自

然
環
境
や
生
物
多
様
性
への
影
響
を
評
価・報
告
す
る
こ
と
を
推
奨
。

※
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク（Global Stocktake

）：
パ
リ
協
定
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
各
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標

を
立
て
て
い
る
が
、
そ
の
各
国
の
取
り
組
み
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て

評
価
す
る
仕
組
み
の
こ
と
。

将
来
の「
循
環
共
生
型
社
会
」構
築
に
向
け
た

方
向
性
、
ポ
イ
ン
ト
は
？

飯
塚　
3
番
目
の
テ
ー
マ
は
少
し
将
来
の
話
で
す
。

第
六
次
環
境
基
本
計
画
を
見
る
と
、
循
環
共
生

型
社
会
と
は
「
環
境
収
容
力
を
守
り
環
境
の
質

を
上
げ
る
こ
と
に
よ
って
成
長・発
展
で
き
る
文
明
」

1979 年東京大学工学博士取得。82 年東京農工大学工学

部化学工学科助教授、92 年東京農工大学工学研究科化学

工学専攻教授、2005 年東京農工大学大学院技術経営研究

科（MOT）教授（兼務）、10 年東京農工大学大学院産業

技術（MOT）専攻長（兼務）。15 年同名誉教授。

独立行政法人環境再生保全機構 環境研究総合推進費
社会実装支援コーディネーター

一般社団法人国際P2M学会 会長

Hideo Kameyama亀山 秀雄

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
循
環
共
生
型
社
会
の
構
築
を

目
指
す
時
、
特
に
必
要
と
な
る
も
の
、
大
切
に
し

た
方
が
い
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
話
し
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
で
す
。

上
田　
基
本
計
画
に
絡
め
て
で
す
が
、
最
近
、
省

内
外
で
話
す
時
、「
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
っ
て
何
で
す

か
」と
改
め
て
聞
か
れ
ま
す（
図
4
）。
そ
の
時
に
言
っ

て
い
る
の
が
、
2
つ
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョン
、
つ
ま
り

統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
意
識
し
て
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
1
つ
は
、
こ
ち
ら
で
す
（
図
3
）。
何
年

か
前
、経
団
連
の
幹
部
の
方
と
の
意
見
交
換
の
場
で
、

三
位
一
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
絵
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

時
代
を
先
取
り
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
先
ほ
ど
岩
村
さ
ん
が
お
っ
し
ゃっ

た
よ
う
に
、
相
乗
効
果
が
あ
れ
ば
、
相
反
す
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
本
当
に
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

を
や
る
な
ら
、
ど
こ
ま
で
お
金
を
か
け
、
ど
こ
ま
で

社
会
を
変
え
る
の
か
。
サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
も

そ
う
で
す
ね
。
相
反
す
る
と
こ
ろ
を
バ
ラ
バ
ラ
で
や

る
と
、
非
常
に
社
会
的
コ
ス
ト
が
か
か
って
し
ま
う
の

で
、セ
ッ
ト
で
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
、Ｇ
Ｘ
、

Ｃ
Ｅ
、
Ｎ
Ｐ
が
三
位
一
体
だ
と
い
う
視
点
は
国
際
的

に
は
重
き
を
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
Ｇ
７
広
島

首
脳
コ
ミ
ュニ
ケ
で
は
「
統
合
的
に
連
携
し
て
」
と

書
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
先
進
国
は
「
こ
れ
は
こ
れ
、

あ
れ
は
あ
れ
」
と
個
別
に
対
応
が
で
き
て
も
、
途

上
国
は
統
合
し
な
い
と
多
分
つい
て
こ
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
も
基
本
計
画
の
中
で
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
っ
か
り
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
の
が
1
つ
目
の
統
合
で
す
。

　

も
う
1
つ
の
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
環
境
＋
経

済
＋
社
会
」
で
す
。
今
ま
で
「
環
境
＋
経
済
」
と

い
う
視
点
は
強
く
あ
っ
た
け
れ
ど
、「
＋
社
会
」
は

乏
し
か
っ
た
。
環
境
基
本
計
画
の
中
で
も
議
論
し

ま
し
た
が
、「
国
民
の
生
活
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た

か
」「
将
来
に
向
け
て
若
い
人
た
ち
が
希
望
を
持
っ

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
国
民
目
線
で
す
。

経
済
的
な
問
題
も
あ
り
、
環
境
だ
け
で
何
と
か
で

き
る
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
や
は

り
働
い
て
い
る
人
が
夢
を
持
つ
に
は
社
会
的
な
要
素

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
所
得
だ
け
で
幸
せ
を
測
る

の
で
は
な
く
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
日
本
の
国
と

い
う
ソ
フ
ト
な
シ
ス
テ
ム
を
含
め
て
幸
福
度
を
上
げ

て
い
く
と
い
う
視
点
で
す
。
単
な
る
個
人
の
効
用

だ
け
で
は
な
く
、
も
う
少
し
広
い
意
味
で
の
ウ
ェル

ビ
ー
イ
ン
グ
が
あ
り
、
そ
こ
を
豊
か
に
す
る
よ
う
な

環
境
政
策
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
、
自
然
資
本
と
い
う
か
、
環
境
の

イ
ン
フ
ラ
―
―
省
エ
ネ
の
設
備
も
、
豊
か
な
森
林
や

き
れ
い
な
空
気
・
水
も
そ
う
で
す
が
―
―
が
充
実

す
れ
ば
経
済
活
動
に
役
に
立
つ
し
、
人
々
も
幸
せ

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
う
社
会
を
作
って
い
く
の
が「
環
境
と
社
会

の
統
合
」で
あ
り
、
そ
こ
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
時

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が「
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
だ
と
考
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
統
合
の
中
で
、

日
本
が
少
し
弱
か
っ
た「
社
会
」と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー

に
も
気
を
つ
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
個
人
的
に
は
、
こ
の
2
つ
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョン

の
旗
を
し
っ
か
り
振
って
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

飯
塚　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

亀
山　
今
お
っ
し
ゃっ
た
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
日
本

型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
と
同
じ
で
す
。
い
わ
ゆ
る

ア
メ
リ
カ
型
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
発
注
が
あ
り
プ

ロ
ジ
ェク
ト
を
受
注
し
、
作
っ
て
納
め
た
ら
終
わ
り
。

一方
、
日
本
的
発
想
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
課
題
を
切

り
離
す
の
で
は
な
く
、
全
部
関
連
付
け
て
複
数
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
成
し
て
、
そ
れ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
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し
て
長
期
的
な
視
点
で
全
体
で
考
え
る
。
こ
れ
が

日
本
で
生
ま
れ
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＆
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｐ
２
Ｍ
）※
」の
手
法
で
、
そ
の
ベ
ー
ス

に
あ
る
の
が
共
存
共
栄
協
創
、
ま
さ
に
ウ
ェル
ビ
ー

イ
ン
グ
で
す
。
産
業
界
に
も
Ｐ
２
Ｍ
の
考
え
方
を
持

つ
人
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
三
位
一体
と
い
う
発
想

は
自
然
に
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

循
環
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
取
り
組
む
に
は
、
Ｐ
２
Ｍ
の
考

え
方
が
重
要
で
す
。
今
、
Ｐ
２
Ｍ
を
教
え
て
い
た
先

生
に
来
て
い
た
だ
き
、
地
球
環
境
基
金
担
当
の
職

員
を
教
育
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
環
境
研

究
総
合
推
進
部
で
も
課
長
が
国
際
Ｐ
２
Ｍ
学
会
で

2
回
ほ
ど
発
表
し
て
お
り
、
今
後
は
論
文
を
書
い
て

博
士
号
の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ

の
課
長
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
業
務
の
中
で
論
文
を

書
い
て
博
士
号
を
取
り
た
い
と
い
う
希
望
者
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
そ
う
いっ
た
意
味
で
、
Ｐ
２
Ｍ
の
考

え
方
は
ぴ
っ
た
り
で
す
し
、
ぜ
ひ
日
本
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

岩
村　
「
循
環
共
生
型
社
会
」
の
観
点
で
申
し
上

げ
る
と
、
企
業
単
位
で
は
な
く
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
、
サ
ー
キ
ュラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
け
て
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

す
。
加
え
て
、「
環
境
価
値
」
の
高
い
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
が
市
場
で
適
切
に
評
価
さ
れ
、
消
費
者
に
選
択

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
、
官
民
連
携
や

国
民
参
加
型
の
取
り
組
み
の
重
要
性
が
一
層
増
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
で
い
え
ば
、

削
減
実
績
量
や
削
減
貢
献
量
と
い
う
指
標
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
考
え
方
や
ル
ー
ル
を
あ
る
程
度
統
一し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
国
際
標
準
に
も
配
慮
す
る

必
要
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
全
体
感
を
持
って
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
話
も
あ
り

ま
し
た
が
、
科
学
的
知
見
を
用
い
て
施
策
間
の
シ

ナ
ジ
ー
や
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
勘
案
し
な
が
ら
、
地
域

振
興
も
視
野
に
入
れ
た
国
民
参
加
型
の
取
り
組
み

が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
は
、
産
学
官
連
携
を
一
層
深
化

さ
せ
、
国
民
の
行
動
変
容
や
環
境
教
育
の
充
実
が

必
要
で
す
し
、
将
来
世
代
を
担
う
人
材
育
成
も

不
可
欠
に
な
る
で
し
ょ
う
。

飯
塚　
た
く
さ
ん
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
も
産

学
官
連
携
の
中
に
、
も
っ
と
深
く
入
っ
て
い
け
た
ら

と
思
って
い
ま
す
。

※
Ｐ
２
Ｍ
（Project &

 Program
 M

anagem
ent

）：
プ
ロ
ジェ

ク
ト
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
の
Ｐ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
も
の
。
プ
ロ

ジェク
ト
単
体
の
管
理
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
プ
ロ
ジェク
ト
を
統

合
管
理
す
る
仕
組
み
ま
で
対
象
を
広
げ
た
日
本
発
の
管
理
標

準
。
財
団
法
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
振
興
協
会
が
経
済
産
業
省
の

委
託
事
業
と
し
て
3
年
間
の
リ
サ
ー
チ
の
末
に
発
表
。
２
０
０
１

年
に
「
プ
ロ
ジ
ェク
ト
＆
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
標
準
ガ
イ
ド
」

を
発
表
し
、
02
年
か
ら
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
プ
ロ
ジェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
（
Ｐ
Ｍ
Ａ
Ｊ
）
が
そ
の
普
及
を
担
当
。

今
後
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
役
割
と
期
待
し
た
い
こ
と

飯
塚　
最
後
の
テ
ー
マ
で
す
。
今
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
環

境
省
の
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
冒
頭
で
少
し
触
れ
た
「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の

将
来
像
（
図
5
）」
の
中
で
は
、
環
境
シ
ン
ク
タ
ン

ク
機
能
、
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
機
能
、
環
境
情
報
デ
ジ
タ

ル（
Ｄ
Ｘ
）
機
能
、そ
し
て
地
域
主
体
支
援
機
能
を
、

将
来
に
向
け
て
充
実
さ
せ
る
と
い
う
ビ
ジ
ョン
を
描

い
て
い
ま
す
。
正
直
ま
だ
ま
だ
で
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

機
能
を
1
つ
取
って
も
、
こ
れ
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

と
い
う
段
階
で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
対
す
る
期
待

や
叱
咤
激
励
が
あ
れ
ば
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

亀
山　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
社
会
実
装
」
で
す
ね
。

第
六
次
環
境
基
本
計
画
と
、
そ
の
1
つ
前
の
第
五

次
環
境
基
本
計
画
を
「
社
会
実
装
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
、
第
五
次
で
は
12
カ
所
出
て

き
ま
す
。
第
六
次
は
28
カ
所
な
の
で
、
倍
以
上
そ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
の
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
統
合
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
戦
略
２
０
２
４
の
文
書
の
中
で
社
会
実
装
の

1991 年早稲田大学政治経済学部卒業、同年日本電信電

話株式会社入社。2008 年東日本電信電話株式会社経営

企画部担当部長、18 年同理事新潟支店長、21 年同相互

接続推進部部長、23 年同経営企画部地域循環型ミライ研

究所所長。24 年 4 月より現職。

独立行政法人環境再生保全機構 理事長

Satoshi Iizuka飯塚 智

 

⚫ 科学に基づく取組のスピードとスケールの確保（「勝負の2030年」へも対応）
⚫ ネット・ゼロ、循環経済、ネイチャーポジティブ等の施策の統合・シナジー
⚫ 政府、市場、国民（市民社会・地域コミュニティ）の共進化
⚫ 「地域循環共生圏」の構築による「新たな成長」の実践・実装

図図44：：第六次環境基本計画の基本的考え方・構成 

政
策
展
開

「現在及び将来の国民一人ひとりのWell-being、生活の質、経済厚生の
向上」、「人類の福祉への貢献」

ビ
ジ
ョ
ン

「循環共生型社会」（環境収容力を守り環境の質を上げることによって成長・発展できる文明）
【循環】（≒科学）

◼ 炭素等の元素レベルを含む自然界の健全
な物質循環の確保

◼ 地下資源依存から「地上資源基調」へ
◼ 環境負荷の総量を削減し、更に良好な環

境を創出

【共生】（≒哲学）
◼ 我が国の伝統的自然観に基づき、人類が生態系
の健全な一員に

◼ 人と地球の健康の一体化(プラネタリー・ヘルス)
■一人一人の意識・取組と、地域・企業等の取組、
国全体の経済社会の在り方、地球全体の未来が、
同心円

【同心円のイメージ】

【環境基本法第1条】
環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的
に推進し、もって現在及び将来の国民の健康
で文化的な生活の確保に寄与するとともに人
類の福祉に貢献することを目的とする。

【政府・市場・国民の共進化】方
針

将来にわたって「ウェルビーイング/高い生活の質」（市場的価値＋非市場的価値）を
もたらす「新たな成長」 ：「変え方を変える」6つの視点（①ストック、②長期的視点、③本質的
ニーズ、④無形資産・心の豊かさ、⑤コミュニティ・包摂性、⑥自立・分散の重視）の提示
◼ストックである自然資本（環境）を維持・回復・充実させることが「新たな成長」の基盤
◼無形資産である「環境価値」の活用による経済全体の高付加価値化等 国民

政府 市場

共進化

環境危機（「地球沸騰化」等）、様々な経済・社会的課題への対処の必要性

目
的

「環境保全」を通じた、「現在及び将来の国民一人一人の生活の質、幸福度、
ウェルビーイング、経済厚生の向上」、「人類の福祉への貢献」

ビ
ジ
ョ
ン

※こうした基本的な方向性を踏まえ、 6分野（経済システム、国土、地域、暮らし、科学技術・イノベーション、国際） にわたる重点戦略、個別環境政策の重点、環境保全施策の体系等を記述。

個人地域・企業等
国

地球

※地域・企業等には、地方公共団体、地域コミュニティ、企業、NPO・NGO等の団体を含む。

図 4：第六次環境基本計画の基本的考え方・構成
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言
葉
が
１
１
２
か
所
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

研
究
成
果
と
し
て
論
文
や
特
許
だ
け
で
は
な
く
、

「
社
会
実
装
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
注
目
し
た
い
の
が
、
上
田
官
房
長
の
と

こ
ろ
で
出
さ
れ
た
環
境
産
業
※
の
経
済
効
果
に
関
す

る
報
告
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
こ
10
年
ぐ
ら
い
で
環

境
産
業
は
躍
進
し
、
22
（
令
和
4
）
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
環
境
産
業
の
付
加
価
値
の
割
合
は
9
％

で
あ
り
、環
境
産
業
の
輸
出
も
ぐ
っ
と
伸
び
て
い
る
。

　

社
会
実
装
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
、
環
境
産
業
が
非

常
に
大
き
な
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、
し
か
も
環
境
産

業
技
術
の
輸
出
額
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

国
際
的
な
視
野
で
の
研
究
が
重
要
に
な
り
ま
す
。た
だ
、

国
内
の
課
題
を
解
決
し
た
技
術
を
、
そ
の
ま
ま
他
国
に

持
って
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
国
際
共
同
研

究
枠
を
設
け
、
他
の
国
が
抱
え
る
課
題
と
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
で

解
決
し
た
研
究
シ
ー
ズ
を
絡
め
国
際
共
同
研
究
を
す

る
。
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
と
し
て
国
際
共
同

研
究
枠
を
設
け
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
育
て
た
社
会

実
装
の
海
外
展
開
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。

飯
塚　
な
る
ほ
ど
、社
会
実
装
と
海
外
輸
出
で
す
ね
。

い
い
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岩
村　
大
き
く
3
点
だ
と
思
い
ま
す
。
1
つ
は
原

点
の
重
要
性
で
す
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
設
立
以
来
取
り
組

ま
れ
て
き
た
公
害
健
康
被
害
の
補
償
や
予
防
、
そ

れ
か
ら
私
も
中
環
審
の
小
委
員
会
に
委
員
と
し
て

議
論
に
参
加
し
ま
し
た
が
石
綿
（
ア
ス
ベス
ト
）
健

康
被
害
の
救
済
制
度
への
対
応
、
そ
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
処
理
へ
の
助
成
と
いっ
た
事
業
の
重
要
性
は
、

引
き
続
き
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
通
り
、
経
済
界
を
は
じ
め
と
す
る
協
力
者
や
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
着
実
に
実

施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

2
つ
め
は
国
民
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
活
動
現
場
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
と
近
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご

関
係
者
と
の
接
点
と
な
る
機
会
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
政
府
の
施
策

や
制
度
の
趣
旨
等
に
つい
て
国
民
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
く
、
か
つ
し
っ
か
り
と
説
明
を
尽
く
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
重
要
な
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
3
つ
め
は
人
材
育
成
で
す
。
環
境
への

取
り
組
み
が
社
会
経
済
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
な
か
で
、
循
環
共
生
型
社

会
が
重
視
し
て
い
る
国
民
の
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実

現
や
将
来
世
代
の
人
材
育
成
に
も
大
い
に
貢
献
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
ま
た

10
年
後
の
座
談
会
が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

一同　
（
笑
）

飯
塚　
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
人
材
育
成
に
つい
て
は
、

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
各
業
務
を
通
じ
て
接
す
る
自
治
体
・
企

業
・
研
究
者
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
に

対
し
て
、
環
境
分
野
の
様
々
な
動
向
・
事
例
・
政
策
・

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
伝
え
、
環
境
意
識
を
高
め
る
働
き
か

け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
は
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
5
期
中
期
目
標
の
中

で
改
め
て
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
職
員
の
人
材
育
成
の
基
本
方
針

を
作
り
、
し
っ
か
り
や
って
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
、

そ
こ
で
も
意
識
し
て
ま
い
り
ま
す
。
10
年
後
と
い

わ
ず
、
ま
た
成
果
を
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、上
田
さ
ん
、お
願
い
し
ま
す
。

上
田　
言
葉
は
違
い
ま
す
が
、
私
の
思
い
も
同
じ
で

す
。
ま
ず
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
従
来
か
ら
行
って
い
る
公
害

健
康
被
害
補
償
業
務
や
石
綿
健
康
被
害
救
済
業
務

に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
業
務
の
向
こ
う
側
に
は
必
ず

個
人
の
方
が
、
1
人
1
人
違
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
常
に
相
手
が
い
る
こ
と
を
心
掛
け
て
血
の
通
っ
た

業
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
す
。

極
論
す
る
と
、
ミ
ス
を
ゼ
ロ
に
は
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
時
ど
う
リ
カ
バ
リ
ー

す
る
か
。
ス
ピ
ー
ド
感
や
リ
カ
バ
リ
ー
の
仕
方
が
、
血

の
通
っ
た
業
務
を
や
って
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
あ
る
の

と
な
い
の
で
は
全
然
違
う
の
で
、
そ
う
いっ
た
と
こ
ろ

は
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
の
が
1
点
目
で
す
。

　

も
う
1
つ
、
新
し
く
追
加
さ
れ
た
業
務
に
つ
い
て

い
え
ば
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
す
ね
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
と

い
う
組
織
と
し
て
の
、
そ
し
て
そ
こ
で
働
く
職
員
と

し
て
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。環
境
分
野
に
お
い
て
現
場
で
何
に
困
っ

て
い
て
、
何
が
あ
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
、
環
境
省

の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
提
案
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
ま
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
職

員
の
方
が
「
私
た
ち
の
方
が
現
場
の
プ
ロ
だ
」
と
自

信
を
持
ち
、
環
境
省
が
「
ち
ょっ
と
待
っ
て
、
整
理

す
る
時
間
を
く
だ
さ
い
」
と
言
う
ぐ
ら
い
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ

Ａ
か
ら
ど
ん
ど
ん
提
案
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職

員
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
そ
れ
に
伴
う
実
力
、
そ
し

て
自
負
が
高
ま
って
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

飯
塚　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
プ
ロ
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
実
力
も
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
歴
史
あ
る
業
務
を
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、

し
っ
か
り
血
の
通
っ
た
業
務
と
し
て
遂
行
す
る
点
も

肝
に
銘
じ
ま
す
。
次
の
10
年
に
向
け
て
、
既
存
を

守
り
つつ
、
新
し
い
業
務
で
も
よ
り
高
い
専
門
性
を

発
揮
し
、
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
って

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
環
境
省 

大
臣
官
房 

総
合
政
策
課
「
環
境
産
業
の
市
場
規
模
・

雇
用
規
模
等
の
推
計
結
果
の
概
要
に
つい
て（
２
０
２
２
年
版
）」。

資料⑥ ERCAの将来図（亀山先生作成の資料から）

ERCA ２０３０成長戦略（案）

図図55：：ERCAの将来のありたい姿
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社会の変化に対応し、新しい価値を創出する
（能動的）

社会課題の解決

持続可能な社会の実現

公害・環境問題への対応

脱炭素、生物多様性、サーキュラーエコノミー

新しい時代の要請

公害健康被害補償・予防、石綿救済等

与えられたミッションを正確かつ確実に実施する
（受動的）
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＋
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パーパス
目的

バリュー
価値

ビジョン
理想
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使命

持続可能な社会の実現に向けて、社会の変化に対応し、 機構が有する総合知を活用し、あらゆる主体と協働して新しい価値を創出することにより、 環境・経済・社会の
統合的課題の解決に貢献する組織となることを目指す

不変の原点の追求

環境情報デジタ
ル（DX）業務 地域主体支援業務ファンディング

業務
環境シンクタンク

業務
政策・戦略策定のための
調査・分析データの提供

多様な主体への資金・リ
ソースの配分

環境デジタル情報サービス
の提供

地域パートナーシップ支援
地域コンサルテーション

新たな事業領域への挑戦
公健法・石綿救済法
の法定事務

自治体・民間団体
への助成金事務

競争的資金研究費の
審査・配分事務

各種基金の造成、
運用事務
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• 気候変動の影響や生物多様性の損失はしばらく続き、今後も多くの施策が次々と講じられることが予想される中、施策
を推進するには環境省だけでは施策実施が困難となり、環境省外の組織の活用も見込まれる。

• 今後増加が予想される施策や環境省内の定型的業務の外部化候補＝パートナーとして、ERCAは最初に想起され
る組織でなければならない。

ERCAは将来に向かって、環境政策の重点分野である「脱炭素」、「循環経済」、「自然共生」分野の
野心的目標に対し中心的に活躍する組織への転換を目指す。

• 2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、社会全体のライフスタイルの転換、
デジタル化を含むイノベーションの促進、再生可能エネルギー等地域資源の活用の
必要性が高まっている。

• 環境省では、温室効果ガス46％削減、サーキュラーエコノミー市場規模80兆
円以上、陸・海保護区域等30％確保（30by30）といった野心的目標を掲げ、
集中的な施策を打ち出している。

• 環境省の組織定員も地域脱炭素の推進を中心とした体制強化を行い、2022年
度に137人の定員増がなされ、2023年度も72人の定員増となっている。

エージェントからパートナーに

環境政策の野心的な目標

ERCAのパーパス（存在意義）

地域循環共生圏
炭素中立、循環経済、自然再興の同時達成

(環境省HPより）
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図5：ERCAの将来のありたい姿

独立行政法人環境再生保全機構　創立20周年記念座談会12



ぜん息・COPD電話相談室

0120-598014
ぜん息・COPDの悩み、ご相談ください

（日・祝・年末年始を除く月～土の10：00～17：00）

こきゅうは  い ーよ

※相談無料（相談室では診療は行っていません）

地球環境を守るために基金が役立てられています。
ご寄付のお申し込みは、地球環境基金部まで

Tel.044-520-9606
●地球環境基金部

維持管理積立金管理業務
PCB廃棄物処理助成業務

毒性の高いPCBという化学物質を処理するお金の
支援やゴミの最終処分場を管理していくためのお金を
積み立てて管理する仕事をしています。

化学物質やゴミの処理を確実に
してもらうために取り組んでいます！

石綿（アスベスト）が原因で病気にかかった人
たちのために医療費などを給付しています。

アスベストで病気になった人に、一人でも多く
制度を知ってもらえるように呼びかけています！

石綿健康被害救済業務

環境研究総合推進費業務

地球温暖化の防止や自然環境との共生
など、環境への大切な取組について科
学的な知見を集めたり、技術開発を促
進することを目的に様々な研究を進め
ています。

課題やそのテーマから、広く研究者からの
提案を募って支援しています！

戦略的イノベーション創造
プログラム（2023年～2027年）

2023年4月から開始した、プラスチックのサーキュラー
エコノミーの実現に向けた国家プロジェクトです。使用済
プラスチックから自動車部品を開発したり、プラスチックの
情報を共有するためのシステム構築を行うなど、たくさん
の企業や大学、国が協力するプロジェクトを進めています。

プラスチックのサーキュラーエコノミーの
実現に向けた研究開発を推進しています

熱中症対策業務

2024年４月から本格的にスタートした業務です。気候
変動による過酷な暑さから健康を守るための、熱中症
対策業務を行っています。
●熱中症警戒アラート等の発表の前提となる情報の
整理・分析等

●地域モデル事業
●地域における熱中症対策に関する研修

熱中症による被害を減らすための
業務をしています！

ネイチャーポジティブ推進業務

自然が豊かな里地里山、都市の緑地を自然共生サイト
として認定することや自然を豊かにするネイチャー
ポジティブ活動を支援します。
●自然共生サイトの認定
●生物多様性のモニタリング研修など

陸と海の30％以上を守る世界の目標達成に
向けて取り組みます！（2025年度から）

地球環境基金事業

政府からのお金やみなさんからの寄付を元に、国内
や開発途上地域で環境を守る活動をしている民間の
団体（NGO・NPO）を支援しています。
●森や林を守り、増やす活動などの支援
●環境NGO・NPOの活動に役立つシンポジウム、
研修、情報提供など

地球の環境を守る活動を支援しています！

環境NGO・NPOの活動
に役立つ研修・講座や情
報の提供も行っています！

所在地 神奈川県川崎市幸区大宮町1310番
 ミューザ川崎セントラルタワー8F、9F

私たちは、環境分野の政策実施機関として良好な環境の創出
と保全に努め、地球規模で対策が必要となる環境問題に
対し、機構が有する能力や知見を活用して、国内外からの
さまざまな要請にこたえることにより、真に環境施策の一翼
を担う組織となることを目指します。

ホームページ
https://www.erca.go.jp

青々とした空に「自然の風」が運んでくる「きれいな空
気」、「流れる雲」をモチーフにデザインしています。私た
ちが、今、ごくあたりまえのように感じている空気は、地
球の誕生の後、何億年もの長い年月を経て現在の組成
となりました。そうした「空気」を基盤として良好な
環境の創出や保全を図り、健康で文化的な生活の確
保や人類の福祉に貢献していく姿勢をマークに込めて
います。

シンボルマーク

ERCA
（エルカ）

Environmental  Restoration  and  Conservation  Agency
（環境） （再生） （保全） （機構）

ERCAのおしごとを
ボクたちと
いっしょに
見てみよう!

●ERCAのこと

│ぜん太とソック│
　予防事業部の
　キャラクターだよ！

公害健康被害予防事業

ぜん息などの病気を予防して健康を守るための仕事
や、大気環境の改善のための仕事をしています。
●ぜん息予防等講演会、ぜん息・COPD電話相談室
●呼吸リハビリテーションの普及など
●大気環境改善に関する知識の普及、大気浄化植樹など

みんなの健康を考え守るための
活動をしています！

公害健康被害補償業務

ぜん息などの病気で苦しむ公害病患者さんたちの
ために、ばい煙発生者等からお金を集めて医療補償
に役立てています。

公害で病気になった人たちへの補償や、
健康を回復するための業務をしています！

ぜん息を良くするには、ぜん息の
ことをよく知って、自分の体を
管理していくことがポイントだよ！

きれいな空気を守るためには、環境に
やさしい「エコドライブ」や「エコライフ」
を意識することが大切なんだね！

アスベストはとても
便利で、いろんなと
ころで使われてい
たんだ！

石綿健康被害救済電話相談

0120-389-931
さあはやくきゅうさい

ERCAの
主なおしごと
ERCAの
主なおしごと

(日・祝・年末年始を除く月～金の10:00～17: 00）
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やさしい「エコドライブ」や「エコライフ」
を意識することが大切なんだね！

アスベストはとても
便利で、いろんなと
ころで使われてい
たんだ！

石綿健康被害救済電話相談

0120-389-931
さあはやくきゅうさい

ERCAの
主なおしごと
ERCAの
主なおしごと

(日・祝・年末年始を除く月～金の10:00～17: 00）
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ー
ー 

環
境
に
関
す
る
国
内
外
の
動
き 

ー
ー 

ー
ー 

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
歩
み 

ー
ー　

●｢
ば
い
煙
の
排
出
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律｣

の
施
行

１
９
６
２

昭
和
37
年

１
９
６
５

昭
和
40
年

公
害
防
止
事
業
団
の
設
立

●｢

公
害
対
策
基
本
法
」の
施
行

１
９
６
７

昭
和
42
年

●｢

大
気
汚
染
防
止
法
」の
施
行

１
９
６
８

昭
和
43
年

●｢

公
害
に
係
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
い
わ
ゆ
る
旧
救
済
法
）」の
施
行

１
９
６
９

昭
和
44
年

●
環
境
庁
発
足

１
９
７
１

昭
和
46
年

●｢

水
質
汚
濁
防
止
法
」の
施
行

●｢

大
気
汚
染
防
止
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の
施
行

　

 （
公
害
に
係
る
無
過
失
責
任
制
度
の
確
立
）

１
９
７
２

昭
和
47
年

●
四
日
市
公
害
訴
訟
判
決（
原
告
被
害
者
側
勝
訴
）

●｢

公
害
健
康
被
害
補
償
法
」の
施
行

１
９
７
４

昭
和
49
年

公
害
健
康
被
害
補
償
協
会
の
設
立

●
中
央
公
害
対
策
審
議
会
か
ら
環
境
庁
長
官
への
答
申

　
「
公
害
健
康
被
害
補
償
法
第
一
種
地
域
の
あ
り
方
等
に
つい
て
」

１
９
８
６

昭
和
61
年

●｢

公
害
健
康
被
害
補
償
法
」の
改
正（
公
害
健
康
被
害
補
償
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
）

　

 （
第
一
種
指
定
地
域
の
指
定
解
除
）

１
９
８
８

昭
和
63
年

「
公
害
健
康
被
害
補
償
協
会
」
か
ら

「
公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
協
会
」
に
組
織
名
変
更

予

「
公
害
健
康
被
害
予
防
事
業
」
の
開
始

予

「
低
公
害
車
フ
ェ
ア
」
実
施
（
～
平
成
22
年
度
）

予

「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
（
～
平
成
21
年
度
）

●
地
球
サ
ミ
ッ
ト
開
催

１
９
９
２

平
成
4
年

●｢

公
害
防
止
事
業
団
法
」の
改
正

「
公
害
防
止
事
業
団
」
か
ら
「
環
境
事
業
団
」
に
組
織
名
変
更

●｢

環
境
基
本
法
」の
施
行（「
公
害
対
策
基
本
法
」の
全
面
改
正
）

１
９
９
３

平
成
5
年
地

地
球
環
境
基
金
創
設

●
環
境
基
本
計
画
の
策
定

１
９
９
４

平
成
6
年
予

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金
の
造
成
完
了

１
９
９
５

平
成
7
年
地

「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
総
覧
」（
初
版
）
発
行

●｢

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」の
改
正

１
９
９
７

平
成
９
年

●｢

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」の
施
行

１
９
９
８

平
成
10
年
他

「
最
終
処
分
場
維
持
管
理
積
立
金
管
理
業
務
」
の
開
始

●｢

独
立
行
政
法
人
通
則
法
」の
施
行

１
９
９
９

平
成
11
年

●
第
二
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

２
０
０
０

平
成
12
年

●｢

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」の
施
行

地
球
環
境
基
金
・
特
別
助
成
枠

（
循
環
型
社
会
形
成
、
環
境
保
全
活
動
情
報
基
盤
整
備
、
日
中
韓
三
カ
国
環
境
協
力
）
の
設
置

地

●
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画（
閣
議
決
定
）

２
０
０
１

平
成
13
年

●｢

自
動
車
Ｎ
Ｏｘ
法
」の
改
正（
自
動
車
Ｎ
Ｏｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
）

●｢

ポ
リ
塩
化
ビ
フェニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」の
施
行

他

「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
廃
棄
物
処
理
助
成
業
務
」
の
開
始

●
環
境
省
発
足

●
ヨハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

２
０
０
２

平
成
14
年
地

地
球
環
境
基
金
・
特
別
助
成
枠
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
）
の
設
置

２
０
０
３

平
成
15
年
予

ぜ
ん
息
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
電
話
相
談
事
業
の
開
始

２
０
０
４

平
成
16
年

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
の
設
立

● 

大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
ク
ボ
タ
に
よ
る
尼
崎
市
の
旧
神
崎
工
場
周
辺
住
民
が
中
皮
腫

に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
の
公
表

●
愛
・
地
球
博
開
催

２
０
０
５

平
成
17
年

地

愛
・
地
球
博
に
関
連
す
る
場
外
活
動
へ
の
助
成

環境再生保全機構の歩み

写真提供：共同通信社

写真提供：共同通信社

15年表　環境再生保全機構の歩み
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無
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年
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四
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健
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庁
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健
康
被
害
補
償
法
第
一
種
地
域
の
あ
り
方
等
に
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て
」
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８
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昭
和
61
年

●｢
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健
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被
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補
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法
」の
改
正（
公
害
健
康
被
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補
償
等
に
関
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る
法
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の
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行
）

　

 （
第
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種
指
定
地
域
の
指
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解
除
）
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８
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和
63
年

「
公
害
健
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被
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補
償
協
会
」
か
ら

「
公
害
健
康
被
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補
償
予
防
協
会
」
に
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織
名
変
更

予

「
公
害
健
康
被
害
予
防
事
業
」
の
開
始

予

「
低
公
害
車
フ
ェ
ア
」
実
施
（
～
平
成
22
年
度
）

予

「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
キ
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ペ
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ン
」
実
施
（
～
平
成
21
年
度
）

●
地
球
サ
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ト
開
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９
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平
成
4
年
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公
害
防
止
事
業
団
法
」の
改
正

「
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害
防
止
事
業
団
」
か
ら
「
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境
事
業
団
」
に
組
織
名
変
更

●｢

環
境
基
本
法
」の
施
行（「
公
害
対
策
基
本
法
」の
全
面
改
正
）

１
９
９
３

平
成
5
年
地

地
球
環
境
基
金
創
設

●
環
境
基
本
計
画
の
策
定

１
９
９
４

平
成
6
年
予

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金
の
造
成
完
了

１
９
９
５

平
成
7
年
地

「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
総
覧
」（
初
版
）
発
行

●｢

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」の
改
正

１
９
９
７

平
成
９
年

●｢

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」の
施
行

１
９
９
８

平
成
10
年
他

「
最
終
処
分
場
維
持
管
理
積
立
金
管
理
業
務
」
の
開
始

●｢

独
立
行
政
法
人
通
則
法
」の
施
行

１
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９
９

平
成
11
年

●
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二
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定
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０
０

平
成
12
年

●｢

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」の
施
行

地
球
環
境
基
金
・
特
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助
成
枠

（
循
環
型
社
会
形
成
、
環
境
保
全
活
動
情
報
基
盤
整
備
、
日
中
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環
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協
力
）
の
設
置
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特
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理
化
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０
０
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成
13
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動
車
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改
正（
自
動
車
Ｎ
Ｏｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
）

●｢

ポ
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ル
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の
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理
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」の
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行

他

「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
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足
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グ
サ
ミ
ッ
ト
開
催
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０
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２
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成
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年
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・
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成
枠
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ヨ
ハ
ネ
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ル
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サ
ミ
ッ
ト
）
の
設
置

２
０
０
３
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成
15
年
予

ぜ
ん
息
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
電
話
相
談
事
業
の
開
始

２
０
０
４

平
成
16
年

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
の
設
立
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大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
ク
ボ
タ
に
よ
る
尼
崎
市
の
旧
神
崎
工
場
周
辺
住
民
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中
皮
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に
罹
患
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る
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●
愛
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成
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年
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連
す
る
場
外
活
動
へ
の
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成

凡 例
補 公害健康被害補償業務
予 公害健康被害予防事業
地 地球環境基金事業
石 石綿健康被害救済業務
緑 緑地整備事業
熱 熱中症対策業務
研 環境研究総合推進費業務
他 その他業務

16 年表　環境再生保全機構の歩み
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動
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ー
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Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
歩
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ー
ー　

● ｢
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」の
施
行

２
０
０
６

平
成
18
年
石

「
石
綿
健
康
被
害
救
済
業
務
」
の
開
始

緑

「
緑
地
整
備
事
業
」
の
終
了

●
独
立
行
政
法
人
整
理
合
理
化
計
画（
閣
議
決
定
）

２
０
０
７

平
成
19
年

●
第
三
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

● ｢

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」の
改
正

●
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

２
０
０
８

平
成
20
年
予

公
害
健
康
被
害
予
防
事
業
に
自
立
支
援
型
公
害
健
康
被
害
予
防
事
業
の
新
設

地

地
球
環
境
基
金
・
特
別
助
成
枠
（
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
）
の
設
置

石

特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料
の
請
求
対
象
の
拡
大
（
未
申
請
死
亡
者
区
分
の
追
加
）

●
独
立
行
政
法
人
事
務
事
業
の
見
直
し
基
本
方
針（
閣
議
決
定
）

２
０
１
０

平
成
22
年

● ｢

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
」の
施
行

石

指
定
疾
病
の
追
加
（
著
し
い
呼
吸
機
能
障
害
を
伴
う
石
綿
肺
及
び
同
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
）

●
東
日
本
大
震
災

２
０
１
１

平
成
23
年
地

地
球
環
境
基
金
・
特
別
助
成
枠
（
リ
オ
+20
、
東
日
本
大
震
災
）
の
設
置

● ｢

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の

施
行

石

特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料
の
請
求
期
限
を
10
年
延
長

●
リ
オ
+20
開
催

２
０
１
２

平
成
24
年

●
第
四
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

２
０
１
３

平
成
25
年
地

地
球
環
境
基
金
創
設
20
周
年

２
０
１
４

平
成
26
年
補

公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
制
度
発
足
40
周
年

環
境
再
生
保
全
機
構
設
立
10
周
年

●｢

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の一部
を
改
正
す
る
法
律｣

施
行

●
国
連「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」採
択

●
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１「
パ
リ
協
定
」採
択

２
０
１
５

平
成
27
年

中
期
目
標
管
理
法
人
に
位
置
付
け

●
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の
改
正

２
０
１
６

平
成
28
年
研

「
環
境
研
究
総
合
推
進
費
」
の
移
管

東
京
事
務
所
の
開
所

２
０
１
７

平
成
29
年

●
第
五
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

２
０
１
８

平
成
30
年

●
平
成
か
ら
令
和
に
改
元

２
０
１
９

令
和
元
年

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行

●
２
０
５
０
年「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」

２
０
２
０

令
和
2
年

●
東
京
２
０
２
０
大
会
開
催　

●
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
全
国
運
用
開
始

２
０
２
１

令
和
3
年

東
京
事
務
所
を
移
転
し
川
崎
本
部
に
統
合

●「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
の一部
を
改
正
す
る
法
律
」施
行

●
生
物
多
様
性
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５「
昆
明・モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
」採
択

２
０
２
２

令
和
4
年
石

特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料
請
求
期
限
を
10
年
延
長

●
自
然
共
生
サ
イ
ト
認
定
開
始

２
０
２
３

令
和
5
年
地

地
球
環
境
基
金
創
設
30
周
年

研

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）研
究
推
進
法
人
指
定

● 「
気
候
変
動
適
応
法
及
び
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の一部
を
改
正
す
る

法
律
」施
行

● 

地
域
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
増
進
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」成
立

●
第
六
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

２
０
２
４

令
和
6
年

熱

「
熱
中
症
対
策
業
務
」
の
開
始

環
境
再
生
保
全
機
構
設
立
20
周
年

補

公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
制
度
発
足
50
周
年

環境再生保全機構の歩み

写真提供：共同通信社

写真提供：共同通信社
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ー
ー 

環
境
に
関
す
る
国
内
外
の
動
き 

ー
ー 

ー
ー 

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
歩
み 

ー
ー　

● ｢

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」の
施
行

２
０
０
６

平
成
18
年
石

「
石
綿
健
康
被
害
救
済
業
務
」
の
開
始

緑

「
緑
地
整
備
事
業
」
の
終
了

●
独
立
行
政
法
人
整
理
合
理
化
計
画（
閣
議
決
定
）

２
０
０
７

平
成
19
年

●
第
三
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

● ｢

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」の
改
正

●
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

２
０
０
８

平
成
20
年
予

公
害
健
康
被
害
予
防
事
業
に
自
立
支
援
型
公
害
健
康
被
害
予
防
事
業
の
新
設

地

地
球
環
境
基
金
・
特
別
助
成
枠
（
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
）
の
設
置

石

特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料
の
請
求
対
象
の
拡
大
（
未
申
請
死
亡
者
区
分
の
追
加
）

●
独
立
行
政
法
人
事
務
事
業
の
見
直
し
基
本
方
針（
閣
議
決
定
）

２
０
１
０

平
成
22
年

● ｢

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
」の
施
行

石

指
定
疾
病
の
追
加
（
著
し
い
呼
吸
機
能
障
害
を
伴
う
石
綿
肺
及
び
同
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
）

●
東
日
本
大
震
災

２
０
１
１

平
成
23
年
地

地
球
環
境
基
金
・
特
別
助
成
枠
（
リ
オ
+20
、
東
日
本
大
震
災
）
の
設
置

● ｢

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の

施
行

石

特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料
の
請
求
期
限
を
10
年
延
長

●
リ
オ
+20
開
催

２
０
１
２

平
成
24
年

●
第
四
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

２
０
１
３

平
成
25
年
地

地
球
環
境
基
金
創
設
20
周
年

２
０
１
４

平
成
26
年
補

公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
制
度
発
足
40
周
年

環
境
再
生
保
全
機
構
設
立
10
周
年

●｢
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の一部
を
改
正
す
る
法
律｣

施
行

●
国
連「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」採
択

●
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１「
パ
リ
協
定
」採
択

２
０
１
５

平
成
27
年

中
期
目
標
管
理
法
人
に
位
置
付
け

●
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の
改
正

２
０
１
６

平
成
28
年
研

「
環
境
研
究
総
合
推
進
費
」
の
移
管

東
京
事
務
所
の
開
所

２
０
１
７

平
成
29
年

●
第
五
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

２
０
１
８

平
成
30
年

●
平
成
か
ら
令
和
に
改
元

２
０
１
９

令
和
元
年

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行

●
２
０
５
０
年「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」

２
０
２
０

令
和
2
年

●
東
京
２
０
２
０
大
会
開
催　

●
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
全
国
運
用
開
始

２
０
２
１

令
和
3
年

東
京
事
務
所
を
移
転
し
川
崎
本
部
に
統
合

●「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
の一部
を
改
正
す
る
法
律
」施
行

●
生
物
多
様
性
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５「
昆
明・モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
」採
択

２
０
２
２

令
和
4
年
石

特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料
請
求
期
限
を
10
年
延
長

●
自
然
共
生
サ
イ
ト
認
定
開
始

２
０
２
３

令
和
5
年
地

地
球
環
境
基
金
創
設
30
周
年

研

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）研
究
推
進
法
人
指
定

● 「
気
候
変
動
適
応
法
及
び
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の一部
を
改
正
す
る

法
律
」施
行

● 

地
域
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
増
進
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」成
立

●
第
六
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定

２
０
２
４

令
和
6
年

熱

「
熱
中
症
対
策
業
務
」
の
開
始

環
境
再
生
保
全
機
構
設
立
20
周
年

補

公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
制
度
発
足
50
周
年

凡 例
補 公害健康被害補償業務
予 公害健康被害予防事業
地 地球環境基金事業
石 石綿健康被害救済業務
緑 緑地整備事業
熱 熱中症対策業務
研 環境研究総合推進費業務
他 その他業務

写真提供：共同通信社
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今
だ
か
ら
語
る
こ
と
が
で
き
る
舞
台
裏

松
木　
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
6
月
の
い
わ
ゆ
る
ク
ボ
タ
シ
ョッ
ク
、

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
者
が
発
生
し
た
こ
と
が
新
聞
報
道
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
を
ど
う
す
る
の
か
？

い
ち
早
く
国
会
議
員
が
「
救
済
制
度
を
作
る
」
と
看
板
を
あ
げ
、

当
初
、
議
員
立
法
※
で
制
度
化
を
図
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

す
ね
。

　

補
償
で
は
な
く
救
済
な
の
で
、
ど
の
省
庁
が
運
営
す
る
の
か
政

府
内
で
議
論
と
な
り
、
環
境
上
の
石
綿
が
健
康
被
害
を
引
き
起
こ

す
と
い
う
こ
と
で
環
境
省
が
主
管
し
、
制
度
化
の
準
備
を
進
め
た

の
が
7
～
9
月
。
制
度
の
運
営
主
体
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
名
前
が
上
が
る

中
、
当
時
の
田
中
健
次
理
事
長
が
決
断
し
、
直
ち
に
準
備
室
を
設

置
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
法
律
が
作
ら
れ
る
の
か
中
身
が
ま
っ
た
く

見
え
な
い
中
、
そ
の
予
算
を
ど
う
組
み
立
て
る
の
か
、
制
度
運
営

を
ど
う
す
る
の
か
、
一
か
ら
検
討
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
実
態
で

す
ね
。

本
城　
亡
く
な
っ
た
方
の
ご
遺
族
へ
の
給
付
金
は
２
８
０
万
円
プ
ラ
ス

19
万
９
，０
０
０
円
で
、
約
３
０
０
万
円
※
。

松
木　
環
境
省
か
ら
約
３
８
０
億
円
の
基
金
が
必
要
だ
と
い
う
話
に

な
り
、
本
城
さ
ん
と
2
人
で
補
正
予
算
を
組
み
立
て
、
財
務
省
で
審

議
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
補
正
予
算
は
緊
急
性
か
ら
早
期
に
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
予
算
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
11
月
中

旬
頃
。
日
曜
日
に
も
頻
繁
に
出
勤
し
、
2
人
で
予
算
書
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
運
営
す
る
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
組
織
も
作
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
環
境
省
か

ら
「
組
織
は
ど
う
す
る
？
」
と
問
わ
れ
、「
2
部
4
課
44
名
ぐ
ら
い

は
必
要
で
し
ょ
う
」
と
、
数
字
だ
け
の
話
を
し
ま
し
た
。
財
務
省
と

の
議
論
で
は
い
ろ
い
ろ
と
押
し
問
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は

42
名
の
組
織
を
作
る
こ
と
で
決
着
。

　

年
明
け
に
国
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
衆
参
環
境
委
員
会
に
お
い
て
も
、

「
1
日
も
早
い
救
済
」
と
い
う
の
が
議
員
さ
ん
た
ち
の
反
応
で
し
た
。

法
律
を
作
っ
て
施
行
す
る
ま
で
に
普
通
6
カ
月
は
か
か
り
ま
す
。
最

初
、
3
カ
月
で
準
備
と
い
う
話
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す

る
と
「
年
度
内
に
施
行
」
と
な
っ
た
。
2
月
に
法
律
が
通
り
年
度
内

施
行
と
な
る
と
、
準
備
期
間
は
1
カ
月
半
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

本
城　
施
行
日
が
3
月
27
日
。

松
木　
し
か
も
、
20
日
か
ら
受
け
付
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

本
城　
1
週
間
も
前
倒
し
に
な
り
、
休
む
間
も
な
く
作
業
し
て
い
ま

し
た
よ
ね
。

松
木　
石
綿
健
康
被
害
者
は
全
国
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ

Ａ
だ
け
で
受
け
付
け
る
の
は
不
可
能
。
関
係
省
庁
と
の
協
議
の
結
果
、

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
と
保
健
所
、
地
方
環
境
事
務
所
の
3
組
織
が
申
請
の
受
付

機
関
に
な
り
ま
し
た
。
手
引
書
と
申
請
書
類
を
作
っ
た
の
が
、
2
月

末
ぐ
ら
い
で
す
。
地
方
環
境
事
務
所
が
あ
る
地
域
の
保
健
所
の
人
た

ち
を
集
め
、
環
境
省
と
準
備
室
の
職
員
で
説
明
会
を
開
催
し
、「
こ

う
い
う
制
度
な
の
で
、
保
健
所
に
も
申
請
を
受
け
付
け
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
。
最
初
は
戸
惑
わ
れ
て
い
る
様
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何

と
か
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

や
っ
と
そ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
時
、
今
度
は
環
境
省
に
呼
ば
れ
ま

し
た
。
当
時
の
大
臣
は
、
今
の
東
京
都
知
事
・
小
池
百
合
子
氏
。

環
境
省
か
ら
「
情
報
発
信
が
大
事
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

申
請
書
類
や
手
引
き
を
見
た
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
」

と
の
指
示
を
受
け
、
突
貫
工
事
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
何
と
か

3
月
20
日
の
受
付
開
始
に
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
目

の
前
の
課
題
を
1
つ
1
つ
つ
ぶ
し
な
が
ら
、
先
々
の
こ
と
も
考
え
つ
つ
、

や
っ
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
9
月
か
ら
翌
年
3
月
ぐ
ら
い
ま
で
の
こ
と

で
し
た
。

　2005（平成17）年6月、報道記事がきっかけとなり、1つの社会問題が浮上しました。兵庫県尼崎市にある旧石綿製品製造工場周辺
において、一般住民に中皮種が多発しているという報道です。この問題を受けて国は、石綿による健康被害に遭いながら、労災補償の
対象とならない一般住民やその家族などを救済する新たな法律を制定。それが、06（平成18）年2月3日の「石綿による健康被害の救
済に関する法律（救済法）」です。
　そして、同年3月27日の救済法施行とともに、労災補償などの対象とならない方の救済業務を担当することになったのが
ERCAです。どのように始まり、どう対処してきたのか、また今後の期待について、実際に業務に携わった皆さんにお話しいただ
きました。

一刻も早く救済制度を立ち上げる、その強い思いが業務を推し進めた

マイルストーン座談会1　石綿健康被害救済業務
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本
城　
私
は
元
々
経
理
課
に
い
た
の
で
、
準
備
チ
ー
ム
で
も
そ
の
ま
ま

予
算
担
当
に
。
チ
ー
ム
で一
番
若
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
算
以
外
に

受
付
機
関
と
な
る
保
健
所
と
の
契
約
や
広
報
も
担
当
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
制
作
し
た
り
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
設
置
を
準
備
し
た
り
。
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
を
準
備
し
た
理
由
は
2
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
単
な
る

申
請
の
受
け
付
け
で
は
な
く
、
世
の
中
の
不
安
を
抑
え
る
た
め
に
相

談
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

全
国
の
ど
こ
に
被
害
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
ど
こ
か
ら
で
も
電

話
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
受
付
開
始
前
の
3
月
6
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

当
初
は
準
備
チ
ー
ム
が
担
当
し
た
の
で
す
が
、
電
話
が
次
々
と
鳴
る

状
況
。
お
電
話
を
い
た
だ
き
、
長
い
方
だ
と
2
時
間
ぐ
ら
い
話
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
電
話
を
切
る
前
に
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
。
電
話
を
受
け
る
私
た
ち
に
は
制
度

の
ご
案
内
以
外
に
ま
だ
十
分
な
知
識
が
な
く
、
心
配
さ
れ
て
い
る
方

に
は
「
お
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
、
気

持
ち
を
受
け
止
め
る
の
に
必
死
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

※
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
法
律
案
は
内
閣
提
出
法
案
と
な
っ
た
。

※
特
別
遺
族
弔
慰
金
（2,800,000

円
）
お
よ
び
特
別
葬
祭
料
（199,000

円
）。

社
会
が
注
目
す
る
中
、
本
格
的
な
業
務
が
つ
い
に
ス
タ
ー
ト

本
城　
そ
ん
な
中
、
4
月
1
日
付
け
で
入
職
し
た
の
が
宮
西
さ
ん
と
、

冨
永
さ
ん
。

宮
西　
入
っ
た
当
初
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
の
で
、
給
付
課
が
ご
遺
族
の
、
申
請
課
が
病
気
療
養
中
の
方

の
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
書
類
を
受
け
付
け
て
、
そ
の
書

類
を
ど
う
す
る
の
か
、
病
院
か
ら
ど
う
いっ
た
資
料
を
も
ら
え
ば
い
い

の
か
、
そ
う
いっ
た
ル
ー
ル
が
ま
だ
き
ち
ん
と
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
を
環
境
省
の
担
当
者
と
毎
日
の
よ
う
に
連
絡
を
取
り
、
ル
ー
ル
を

決
め
て
いっ
た
感
じ
で
す
。
申
請
書
類
以
外
に
も
、
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け

の
肺
組
織
や
組
織
切
片
、
病
理
検
査
を
し
た
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
、
大
き

な
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
が
続
々
と
届
き
ま
し
た
。

鈴
木　
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
事
務
処
理
を
中
心
と
し
た
業
務
だ
っ
た
の
で
、
そ

こ
ま
で
生
々
し
い
医
療
マ
テ
リ
ア
ル
を
受
け
取
る
の
は
初
め
て
。
最
初

は
衝
撃
的
で
し
た
よ
ね
。

宮
西　
送
っ
て
い
た
だ
い
た
分
厚
い
カ
ル
テ
に
中
皮
腫
と
書
か
れ
た
箇

所
が
な
い
か
、
毎
日
夜
中
ま
で
探
し
て
付
箋
を
貼
る
。
カ
ル
テ
に
は

看
護
師
さ
ん
や
ご
家
族
と
の
生
々
し
い
や
り
取
り
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
つ
ら
い
お
気
持
ち
に
胸
が
つ
ぶ
れ

る
思
い
で
し
た
。

本
城　
電
話
も
た
く
さ
ん
受
け
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

宮
西　
本
当
に
た
く
さ
ん
の
電
話
対
応
を
し
ま
し
た
。
制
度
の
詳
細

が
ま
だ
ま
だ
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
時
期
だ
っ
た
の
で
、
対
象
と
な

ら
な
い
疾
病
で
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
な
か
な
か
ご
納
得
い
た
だ
け
な

い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
誤
っ
た
内
容
を
お
伝
え
し
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
、
法
律
や
手
引
き
を
読
み
込
む
毎
日
で
し
た
。

　

そ
れ
と
、
環
境
再
生
保
全
機
構
と
い
う
名
前
も
ま
っ
た
く
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
病
院
や
自
治
体
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
も
、

怪
し
い
団
体
だ
と
思
わ
れ
る
の
か
、
いっ
た
ん
切
ら
れ
て
し
ま
い
、
少

し
し
て
か
ら
折
り
返
し
か
か
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
の
は
日
常
茶
飯
事

で
し
た
。

松
木　
大
変
で
し
た
が
、
み
ん
な
が
同
じ
方
向
を
向
い
て一
生
懸
命
に

や
っ
て
い
た
か
ら
、
頑
張
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

本
城　
中
皮
腫
は
予
後
が
短
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
何
と
か

生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
間
に
と
。
ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
認
定
で

あ
っ
て
も
、
ご
遺
族
が
悲
し
ん
で
い
る
の
が
分
か
る
か
ら
、
少
し
で
も

力
に
な
れ
た
ら
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

写真左より、本城氏、鈴木氏、松木氏、宮西氏、冨永氏

本座談会は 2024 年 7 月 24 日、ERCA 会議室において行われました。

出席者

松木 正幸 （元 独立行政法人環境再生保全機構 補償業務部 部長）
※06（平成18）年当時：独立行政法人環境再生保全機構 石綿健康被害救済部申請課 課長

鈴木 誠 （独立行政法人環境再生保全機構 予防事業部 部長）

冨永 貴寿 （独立行政法人環境再生保全機構 環境研究総合推進部研究推進課 課長）

宮西 めぐ実 （独立行政法人環境再生保全機構 財務部会計課 課長）

本城 宏行 （独立行政法人環境再生保全機構 総務部企画課 課長）
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申請・請求から認定までの流れ

宮
西　
ご
遺
族
も
ご
高
齢
の
方
が
多
い
し
、
カ
ル
テ
や
フ
ィ
ル

ム
を
病
院
が
い
つ
ま
で
保
管
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

本
当
に
早
く
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
。
丁
寧
に
、
し
か
も

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
ご
く
意

識
し
て
い
ま
し
た
。

冨
永　
私
は
新
卒
で
申
請
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
に

入
っ
て
ま
ず
驚
い
た
の
が
、
机
の
上
に
電
話
し
か
な
か
っ
た
こ

と
。
納
品
さ
れ
た
ば
か
り
の
複
数
の
手
引
き
が
床
に
置
か
れ

て
い
て
、
職
場
環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
中
、
申
請
・
受

け
付
け
な
ど
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
バ
タ
バ
タ
し
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
対
応
窓
口
と
な
り
、
入
職
翌
日
に

は
電
話
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
電
話
に
出
て
も
勉
強

不
足
で
的
確
に
答
え
ら
れ
ず
、
相
談
者
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
制
度
発
足
当
初
は
多
く
の
電
話

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
早
急
に
救
済
制
度
を
理
解
し
な
い
と

本
当
に
ま
ず
い
ぞ
と
思
い
ま
し
た
。
4
月
1
日
の
入
職
者
は

20
名
ほ
ど
い
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
同
じ
立
場
だ
っ
た
の
で
、

問
い
合
わ
せ
内
容
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
共
有
し
な
が
ら
対

応
。
緊
迫
し
た
時
間
の
中
、
同
僚
と
の
支
え
合
い
や
先
輩
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
か
ら
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

　
一
方
、
中
皮
腫
や
石
綿
に
よ
る
肺
が
ん
は
予
後
が
悪
い
ケ
ー

ス
が
多
く
、
電
話
口
で
涙
さ
れ
る
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
法
施
行
当
初
は
、
申
請
が
集
中
し
た
た
め
、
な
か
な

か
医
学
的
判
定
に
ま
で
進
ま
ず
、
私
の
記
憶
だ
と
、
初
回
は

一
番
早
く
て
、
申
請
か
ら
認
定
な
ど
の
決
定
が
出
る
ま
で
に
3

カ
月
く
ら
い
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
早
期
に
認
定
で
き
な
い

現
状
と
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
と
の
板
挟
み
に

な
り
、非
常
に
歯
が
ゆ
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、「
迅

速
な
救
済
」
と
い
う
目
標
は
職
員
に
浸
透
し
て
い
ま
し
た
。

事
務
処
理
の
具
体
的
な
手
順
が
定
ま
っ
て
い
な
い
中
、
申
請

書
類
の
チ
ェッ
ク
方
法
や
医
学
的
判
定
ま
で
の
準
備
な
ど
、
迅

速
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
方
法
を
職
員
が
一
致
団
結
し
て
検

討
。
大
変
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
自
主
的
に
取
り
組

め
た
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
制
度
設
計
、
周
知
活
動

松
木　
今
、
冨
永
さ
ん
が
お
っ
し
ゃっ
た
「
い
か
に
迅
速
に
認

定
を
進
め
る
か
」
で
す
が
、
申
請
者
が
証
明
で
き
る
証
拠
が

足
ら
な
い
か
ら
と
いっ
て
不
認
定
に
で
き
る
の
か
、
別
の
情
報

が
あ
れ
ば
認
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
を
ど
う
判
断

す
る
か
が
、
制
度
上
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
か
ら
直
接
、
診
断
書
を
作
成
し
た
医
療
機
関
の
医

療
連
携
室
や
相
談
室
に
電
話
を
し
、
患
者
さ
ん
に
関
す
る
必

要
な
情
報
の
提
供
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
医
療
機
関
も
ど
ん
な
資
料
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
判
定
件
数
が
加
速
度
的

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

本
城　
鈴
木
さ
ん
は
他
部
署
か
ら
の
異
動
で
し
た
が
…
…
。

鈴
木　
私
は
、
石
綿
健
康
被
害
救
済
部
の
4
課
の
中
で
、
全

体
の
取
り
ま
と
め
を
す
る
企
画
調
整
課
（
以
下
、
企
調
課
）

に
配
属
さ
れ
た
の
で
す
が
、
最
初
に
言
わ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョン
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
不
服
審
査
。
認
定
を
行
わ
な
い
と

い
う
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
に
係
る
業
務
で
す
。
2
つ
目

が
、
制
度
や
対
象
疾
病
の
周
知
。
先
ほ
ど
の
話
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、
当
時
、「
中
皮
腫
」
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
誰
も
聞
い
た

フリーダイヤルを受ける小池元環境相（06（平成18）年）

写真提供：共同通信社
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こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。

　

そ
し
て
3
つ
目
が
、
対
象
疾
病
な
ど
の
医
学
的
な
知
見
を

深
め
る
た
め
、
学
会
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
収
集
す
る
こ
と
。
こ
の
救
済
制
度
は
、
02
（
平
成
14
）

年
に
フ
ラ
ン
ス
で
で
き
た
石
綿
救
済
制
度
な
ど
を
参
考
に
し
ま

し
た
が
、
以
前
、
予
防
事
業
で
お
世
話
に
な
っ
た
森
永
謙
二

先
生
※
か
ら
「
今
後
の
制
度
運
営
の
参
考
に
す
る
た
め
、
海

外
の
制
度
も
調
査
し
た
方
が
い
い
」
と
助
言
さ
れ
、
先
生
を

中
心
と
し
て
海
外
の
類
似
制
度
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
制
度
を
運
用
す
る
海
外
の
機
関
と
交

流
で
き
た
こ
と
は
、
そ
の
後
、
私
た
ち
が
制
度
を
運
営
す
る

上
で
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
城　
制
度
の
周
知
と
い
え
ば
、
説
明
会
も
ず
い
ぶ
ん
開
催

し
ま
し
た
ね
。

鈴
木　
対
象
疾
病
も
そ
う
で
す
が
、
制
度
自
体
が
ま
だ
よ

く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
受
付
機
関
と
な
っ
た
全
国
の
保

健
所
で
対
応
す
る
職
員
も
、
で
き
た
ば
か
り
の
制
度
の
受
付

業
務
と
な
る
と
、
や
は
り
不
安
で
す
。
と
い
う
の
も
、
保
健

所
窓
口
は
申
請
受
付
時
に
、
相
談
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
企
調

課
が
中
心
と
な
っ
て
、
全
国
７
ブ
ロッ
ク
で
保
健
所
説
明
会
を

行
う
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
は
住
民
相
談
会
も
開
催
。
ま
た
、

制
度
や
石
綿
関
連
疾
病
を
解
説
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
、

医
療
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
機
関
に
広
く
配
布
し
ま

し
た
。

本
城　
住
民
相
談
会
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
か
？

鈴
木　
自
治
体
か
ら
の
開
催
要
請
に
応
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
自
ら
も
積
極
的
に
声
を
掛
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
関
西
方
面
が
多
く
、
自
治
体
の
協
力
も
あ
り
、
不
安

を
抱
え
る
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

「
過
去
に
石
綿
関
連
施
設
の
近
隣
に
住
ん
で
い
て
、
心
配
な
の

で
医
療
機
関
に
も
相
談
し
た
け
れ
ど
、
診
断
結
果
に
よ
っ
て

は
申
請
し
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
。
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
う
し
た
方
が
後
に
制

度
で
認
定
さ
れ
た
時
は
、
少
し
は
お
役
に
立
て
た
の
か
な
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

松
木　
救
済
制
度
を
長
く
周
知
・
運
営
し
て
き
た
意
味
と

し
て
、
医
療
機
関
が
こ
の
病
気
を
認
知
し
て
く
れ
た
こ
と
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
皮
腫
と
い
う
病
気
、
あ
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る
い
は
肺
が
ん
で
も
石
綿
由
来
の
肺
が
ん
※
が
あ
る
こ
と
が
、

大
き
な
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

な
れ
ば
、
制
度
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
人
が
少
な
く
な
り
ま
す

か
ら
ね
。

鈴
木　
制
度
発
足
か
ら
10
年
と
な
る
15
（
平
成
27
）
年
に
、

救
済
制
度
の
周
知
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

各
種
広
報
媒
体
に
加
え
、
初
め
て
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
活
用
し
た

広
報
を
行
い
ま
し
た
。
病
気
が
疑
わ
れ
る
方
や
医
療
機
関

な
ど
に
も
っ
と
広
く
制
度
を
知
っ
て
も
ら
い
、
必
要
な
申
請

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
に
訴
求
力
の
高
い
広
報
媒
体
で
あ
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を

使
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
相
談
件
数
や
申
請
件
数
が

伸
び
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、
松
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
医
師
が

制
度
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
患
者
に
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

で
す
か
ら
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も
「
医
師
・
医
療
機
関
の
皆
さ

ま
も
患
者
さ
ま
へ
の
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
必
ず
挿
入
し
て
流
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

※�

現
在
は
石
綿
健
康
被
害
救

済
部�

顧
問
医
師
。

※�

現
在
、
救
済
制
度
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
疾
病
：
中

皮
腫
、
肺
が
ん
（
原
発
性

肺
が
ん
）、
石
綿
肺
、
び

ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
。

石
綿
健
康
被
害
救
済

業
務
の
こ
れ
か
ら

本
城　
現
在
、
多
い
時
で
年
間
１
，５
０
０
件
を
超
え
る
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
最
初
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
言

え
る
の
は
、
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
を
1
日
で
も
早
く
救
済

し
た
い
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
。
今
、
担
当

し
て
い
る
職
員
も
同
じ
思
い
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
は
今
後
も
変

わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
一
方
で
、
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
制
度
の
仕
組
み
的
に
人
手
の
か

か
る
部
分
が
あ
る
し
、
精
神
的
な
負
担
が
重
い
部
分
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
、
改
善
さ
れ
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　
先
ほ
ど
話
し
た
住
民
相
談
会
も
そ
う
で
す
が
、
親
身

に
な
っ
て
当
事
者
の
皆
さ
ん
に
制
度
や
病
気
の
こ
と
を
伝
え
、

で
き
る
だ
け
認
定
し
て
差
し
上
げ
る
こ
と
。
そ
う
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

人
手
が
足
り
ず
、
目
の
前
の
業
務
に
追
わ
れ
、
そ
ん
な
余
裕

が
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
仕
事

を
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
西　
立
ち
上
げ
当
時
は
も
ち
ろ
ん
、
今
で
も
問
題
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
日
々
改
善
し
な
が
ら
業
務

を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
5
、
6
年
前
、
私
が
企
調
課

に
所
属
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
部
の
各
課
で
連
携
し
よ

う
と
業
務
効
率
化
チ
ー
ム
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
各
課

か
ら
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
、
課
の
課
題
の
中
か
ら
効
率
化
で

き
る
こ
と
を
吸
い
上
げ
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
将
来
を
見
据
え

た
大
き
な
話
ま
で
、
部
全
体
で
検
討
し
効
率
化
を
進
め
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
石
綿
部
が
一
体
と
な
る
非
常
に

有
意
義
な
取
り
組
み
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
、
今
お
配
り
し
て
い
る
石
綿
健
康
被
害
医
療
手

帳
を
保
険
証
の
中
に
組
み
込
め
な
い
か
と
い
う
案
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
は
「
理
想
的
だ
け
れ
ど
、
な
か
な
か
難
し
い
ね
」

と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、
今
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険

証
と
一
体
化
し
、
近
い
将
来
そ
こ
に
医
療
情
報
が
入
っ
て
く
る

こ
と
が
現
実
的
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
医
療
手
帳
の
情
報
を

組
み
込
む
に
は
難
題
も
多
い
と
聞
き
ま
す
が
、
準
備
を
進
め

て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
と
と
も
に
業
務
改
善
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

冨
永　
今
思
え
ば
、
法
律
の
趣
旨
の
中
に
「
迅
速
な
救
済
」

と
い
う
言
葉
が
入
っ
た
こ
と
で
、
組
織
と
し
て
の
業
務
目
標
が

明
確
と
な
り
、
非
常
に
い
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
け
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
認
定
や
給
付
の
仕
組
み
、
制
度
周
知
な
ど
、
す

べ
て
が
「
迅
速
な
救
済
」
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で

あ
り
、
各
業
務
に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
業
務
改
善
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
西
さ
ん
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
申
請・

給
付
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
簡
略
化
な
ど
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
検
討
が
必
要
な
事
項
と
思
わ
れ
ま
す
。「
迅
速
な
救

済
」
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
社
会
的
な
要
請
に
も
対
応

し
つつ
、
適
正
に
業
務
が
遂
行
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
城　
石
綿
に
関
す
る
情
報
が
最
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
が

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
今
後
と
も
果
た
し
て
い
く
役

割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

松
木　

こ
の
救
済
業
務
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
に
お
い
て
そ

う
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
独
立
行
政
法
人
で

あ
り
、
政
策
実
務
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
費
用
は
、
税
金
や
企

業
か
ら
の
お
金
、
あ
る
い
は
個
人
・
組
織
か
ら
の
寄
付
で
賄

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
適
正
に
使
う
こ
と
が

給付申請開始時の様子　06（平成18）年
写真提供：共同通信社
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●現在、ERCAでは迅速な救済に資するため、医療関係者向けの研修も実施しています。

基
本
で
す
。
ま
た
、
ど
の
部
署
で
あ
っ
て
も
、
自
分
た
ち
の

仕
事
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
人
や
組
織
が
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
制
度
化
し
、

実
務
の
中
で
お
返
し
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
は
そ
う
い
っ
た
使
命
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
ほ
し
い
。
少
数
の
意
見
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
集
め
、

そ
れ
を
ど
う
仕
事
に
生
か
し
て
い
く
か
。
職
員
の
皆
さ
ん

は
常
に
そ
れ
を
考
え
、
日
々
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

で
す
ね
。

本
城　
皆
さ
ん
、
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

● 

ミ
ニ
ヒ
ス
ト
リ
ー

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年	

6
月	

新
聞
報
道
で
被
害
発
覚

	
	

立
法
の
機
運
高
ま
る

	

7
月	
	

第
1
回
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
関
す

る
関
係
閣
僚
に
よ
る
会
合
開
催

	

9
月	

	

関
係
閣
僚
会
合
に
て
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の

活
用
が
公
表

	

10
月	

	

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
、ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害

救
済
業
務
準
備
チ
ー
ム
立
ち
上
げ

	
	

予
算
・
組
織
要
求

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年	

2
月
3
日	

救
済
法
成
立

	

2
月
10
日	

救
済
法
公
布

	
	

	

手
引
き
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
申
請

書
類
準
備

	

3
月
上
旬	

	

広
報
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
開
始
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

	
	

	

保
健
所
説
明
会
実
施（
全
国
7
カ
所
）

	

3
月
7
日　

	

施
行
日
政
令
閣
議
決
定
（
3
月

27
日
施
行
に
）

	

3
月
10
日　

政
省
令
公
布

	

3
月
15
日　

石
綿
健
康
被
害
救
済
部
創
設

	

3
月
20
日　

申
請
受
付
開
始

	
	

環
境
大
臣
、Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
を
訪
問

	
	

	

泉
佐
野
保
健
所
、
尼
崎
保
健
所
の

申
請
受
付
に
職
員
を
応
援
派
遣

	

3
月
27
日　

救
済
法
施
行

	

4
月
1
日　

新
規
採
用
職
員
入
職

【
参
考
】

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談
件
数	

―	

２
，５
２
３
件

・
申
請
・
請
求
受
付
件
数	

―
―
―	

６
０
４
件

※
い
ず
れ
も
06
（
平
成
18
）
年
3
月
20
〜
31
日

石綿小体計測
精度管理事業

中皮腫細胞診
実習研修会

集合写真
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業
務
移
管
の
背
景

森
田　
ま
ず
、
推
進
費
が
環
境
省
か
ら
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
業
務
移
管
さ
れ

た
背
景
に
つい
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

宇
仁
菅　
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
「
研
究
開
発
力
強
化
法
※
」

の
制
定
が
1
つ
の
理
由
で
す
。
国
の
競
争
的
研
究
費
を
国
が
直
接
配

分
す
る
の
で
は
な
く
、
独
立
行
政
法
人
に
執
行
さ
せ
た
方
が
効
率
的

に
使
え
る
し
、
研
究
成
果
も
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
法
律
が
で
き
ま
し
た
。
競
争
的
研
究
費
を
含
む
公
募
型
の
研
究
開

発
業
務
を
独
立
行
政
法
人
に
移
管
す
る
こ
と
で
、「
研
究
成
果
の
最
大

化
や
効
率
的
な
運
営
体
制
の
構
築
」「
弾
力
的
で
効
率
的
な
運
用
」、

そ
し
て
「
複
数
年
度
に
わ
た
る
契
約
の
締
結
」
を
可
能
に
す
る
こ
と

を
求
め
た
の
で
す
。

森
田　
そ
れ
で
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
移
管
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

宇
仁
菅　
そ
う
。
環
境
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
は
、
国
立
環
境
研

究
所
（
以
下
、
国
環
研
）
と
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
2
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
国

環
研
は
も
ら
う
方
の
機
関
だ
か
ら
、
そ
こ
が
配
る
の
は
お
か
し
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。
機
構
法
も
改

正
さ
れ
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
技
術
開
発
を
行
う
こ

と
な
ど
が
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
業
務
に
追
加
さ
れ
、
業
務
移
管
さ
れ
た
と
い
う

の
が
正
式
な
経
緯
で
す
。

黒
川　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
国
環
研
は
研
究
の
場
で
あ
り
、
推
進
費
な

ど
研
究
費
の
交
付
を
受
け
る
側
。
一方
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
、
地
球
環
境
基

金
や
公
害
被
害
者
へ
の
補
償
業
務
な
ど
交
付
金
を
配
る
事
業
を
既
に

行
って
お
り
、
組
織
的
な
下
地
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に

移
管
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

多
賀　
そ
こ
は
得
意
な
と
こ
ろ
で
、
地
球
環
境
基
金
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
、
予
防
事
業
部
で
は
自
治
体
に
助
成
金
を
配
って
い
ま
し
た
か
ら
。

黒
川　
多
少
ル
ー
ル
は
違
って
も
、
交
付
事
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
基
礎
知
識

を
持
っ
た
人
材
が
い
て
、
業
務
の
受
け
皿
と
し
て
の
基
盤
が
し
っ
か
り
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
で
す
ね
。

宇
仁
菅　
そ
れ
と
、
環
境
省
は
、
今
は
ま
す
ま
す
そ
う
な
の
で
す
が
、

仕
事
量
に
比
べ
て
人
員
が
圧
倒
的
に
少
な
い
し
、
異
動
も
頻
繁
。
他
の

省
庁
以
上
に
自
分
た
ち
で
全
部
や
る
の
は
厳
し
い
の
で
す
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ

で
あ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
異
動
は
あ
り
ま
す
が
、
組
織
と
し
て
引
き
継

ぐ
こ
と
で
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
か
ら
ね
。

※�

研
究
開
発
力
強
化
法
：
現
在
は
「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る

法
律
」。

業
務
受
け
入
れ
の
体
制
づ
く
り

森
田　
正
式
な
業
務
移
管
は
16
（
平
成
28
）
年
10
月
で
す
が
、
準
備

の
た
め
4
月
に
「
環
境
研
究
総
合
推
進
準
備
チ
ー
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
配
属
さ
れ
た
の
は
私
と
多
賀
さ
ん
と
、
も
う
1
人
の
3
名

で
す
。
そ
し
て
、
7
月
に
環
境
省
か
ら
宇
仁
菅
さ
ん
と
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
か
ら

環
境
省
に
出
向
し
て
い
た
職
員
が
加
わ
り
5
名
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

宇
仁
菅
さ
ん
が
着
任
さ
れ
た
経
緯
は
？

宇
仁
菅　
推
進
費
が
始
ま
る
時
期
で
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
来
た
と
い

う
よ
り
も
、
環
境
省
出
向
者
の
人
事
異
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
当
時
の

福
井
光
彦
理
事
長
が
環
境
省
に
「
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
な
た

か
出
向
者
を
。
推
進
費
の
業
務
を
開
始
す
る
の
で
、
で
き
れ
ば
経
験

者
が
望
ま
し
い
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
私
が
年
次
的
に
ち
ょ
う
ど
合
って

い
た
の
で
選
ば
れ
た
。
私
は
省
内
で
推
進
費
を
担
当
す
る
環
境
研
究

技
術
室
に
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
前
に
は
地
球
環
境
局
の
、
今
は
名

前
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
研
究
調
査
室
で
推
進
費
に
関
わ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
国
環
研
の
先
生
方
と
の
お
付

き
合
い
も
あ
っ
た
の
で
、
理
事
長
か
ら
「
推
進
費
を
や
っ
て
く
れ
」
と

言
わ
れ
た
次
第
で
す
。

マイルストーン座談会2　環境研究総合推進費業務

　環境政策を的確に進めていく上で科学的知見の蓄積や技術開発は不可欠であり、さまざまな領域にわたる研究開発が必須となって
います。この環境研究総合推進費（以下、推進費）は、環境省が政策に必要な研究テーマを提示し、広く産官学の研究機関・研究者から
提案を求めるための競争的研究費です。
　2016（平成28）年10月、推進費の配分業務がERCAに移管され、以来8年にわたり研究費の配分・契約、新規課題の公募および
審査、中間・事後評価などの業務を担当してきました。業務移管当時、環境省からERCAに出向されて推進費業務を立ち上げ、その
業務が軌道に乗るまでご尽力いただいたお2人をお招きし、当時の担当職員とともに移管の経緯とその後の成果、そして今後の役割
などについてお話しいただきました。

ERCAに新たな可能性をもたらした　競争的研究費の配分業務

マイルストーン座談会２　環境研究総合推進費
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森
田　
黒
川
さ
ん
が
来
ら
れ
た
の
は
、
業
務
移
管
さ
れ
た
10
月
で
は
な

く
11
月
で
し
た
よ
ね
。

多
賀　
来
ら
れ
た
当
時
、
会
計
処
理
に
つい
て
は
何
で
も
詳
し
く
、
補

助
金
の
処
理
な
ど
で
大
変
助
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
り
、
お
声
が
掛
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
の
で
す
が
。

黒
川　
業
務
移
管
し
た
10
月
か
ら
1
カ
月
遅
れ
で
着
任
し
ま
し
た
。

私
は
、
会
計
課
で
の
勤
務
が
長
か
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
総
合
環
境

政
策
局
の
環
境
研
究
技
術
室
に
在
籍
。
国
環
研
が
国
立
研
究
開
発
法

人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
時
期
で
、
審
議
会
の
新
設
・
運
営
、
第
4
期

中
長
期
目
標
・
計
画
の
策
定
、
琵
琶
湖
分
室
の
開
設
準
備
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。

　
一区
切
り
つ
い
た
頃
、「
今
度
、
推
進
費
の
業
務
が
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
移
管

さ
れ
る
の
で
、立
ち
上
げ
に
携
わ
って
み
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

以
前
、
厚
生
労
働
省
で
働
い
て
い
た
時
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金
の
執
行
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
推
進
費
は

当
時
、
委
託
費
中
心
だ
っ
た
の
で
、「
私
、
研
究
委
託
費
の
経
験
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と
断
り
か
け
た
の
で
す
が
、「
こ
う
い
う
機
会

は
絶
対
に
勉
強
に
な
る
し
、
い
い
経
験
だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
行
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
川
崎
勤
務
に
な
る
の
で
す
ね
」

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
実
は
、
推
進
費
の
た
め
に
、
東
京
に
事
務
所
を

置
い
た
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
、
通
勤
が
少
し
近
く
な
る
の
な
ら
そ
れ
も

い
い
か
な
と
。
今
思
え
ば
、
移
管
の
大
変
さ
を
知
ら
ず
に
、
軽
い
気
持

ち
で
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

宇
仁
菅　
東
京
事
務
所
は
最
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
の
で
す
か
？

森
田　
本
来
は
こ
こ
川
崎
の
同
じ
ビ
ル
が
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
こ
も

空
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
推
進
費
は
研
究
課
題
の
採
択
や
評
価
時
に

研
究
者
や
委
員
が
頻
繁
に
集
ま
って
会
議
を
さ
れ
る
た
め
、
川
崎
駅
か

ら
離
れ
た
他
の
ビ
ル
で
は
不
便
な
の
で
、
東
京
都
内
で
探
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
環
境
省
が
あ
る
霞
が
関
か
ら
20
分
以
内
で
交
通
の
便
が

よ
く
、
家
賃
も
川
崎
と
同
じ
予
算
の
範
囲
内
で
探
す
よ
う
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
望
む
よ
う
な
と
こ
ろ
が
な
く
大
変
で
し
た
。

宇
仁
菅　
森
田
さ
ん
た
ち
が
探
し
た
の
で
す
か
？

森
田　
い
い
え
、
不
動
産
会
社
に
依
頼
し
た
の
で
す
が
、
物
件
を
見

に
行
く
と
「
Ｏ
Ｋ
な
ら
、
明
日
中
に
返
事
を
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
よ
う
な
組
織
で
、
翌
日
に
返
事
を
す
る
な
ん
て

無
理
で
す
。
何
軒
か
候
補
を
見
て
、
す
ぐ
に
理
事
長
ま
で
話
を
上

げ
て
、
何
と
か
麹
町
の
事
務
所
に
決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
川
崎
の
こ
ち
ら
の
ビ
ル
が
空
い
た
の
で

戻
り
ま
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

宇
仁
菅　
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
業
務
方
法
書
や

中
期
計
画
・
年
度
計
画
の
変
更
、
諸
規
程
の
制
定
・
改
定
な
ど
、
と

に
か
く
た
く
さ
ん
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
作
業
や
手
続
き
の
漏
れ
や

抜
け
が
許
さ
れ
ず
、
大
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
の
業
務
と
な
り
ま

し
た
が
、
幸
い
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
精
力
的
で
、
と
て
も
頑
張
っ
て

く
れ
た
と
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
ね
。福
井
理
事
長
や
役
員
を
含
め
、

「
新
し
い
こ
と
を
み
ん
な
で
や
ろ
う
」
と
い
う
気
概
が
あ
り
ま
し
た
。

本座談会は 2024 年 7 月 17 日、ERCA 会議室において行われました。

出席者

宇仁菅 伸介 （公益財団法人廃棄物・3R研究財団 専務理事）
※16（平成28）年当時：独立行政法人環境再生保全機構 総務部環境研究総合推進室 室長

黒川 ひとみ （環境省 自然環境局 皇居外苑管理事務所長）
※16（平成28）年当時：独立行政法人環境再生保全機構 総務部環境研究総合推進室 上席調査役

森田 将義 （独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金部 部長）

多賀 洋輔 （独立行政法人環境再生保全機構 総務部 主幹）

写真左より、黒川氏、森田氏、多賀氏、宇仁菅氏

東京事務所開所式の様子（16（平成28）年）
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森
田　
そ
う
で
し
た
ね
。

宇
仁
菅　
推
進
費
の
業
務
を
始
め
た
の
は
16
（
平
成
28
）
年

10
月
か
ら
で
す
が
、
規
程
類
の
整
備
と
と
も
に
体
制
も
整
え
、

翌
17
（
平
成
29
）
年
4
月
に
環
境
研
究
総
合
推
進
部
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。

多
賀　
黒
川
さ
ん
た
ち
は
、
10
月
か
ら
翌
年
4
月
ま
で
の
間
、

会
計
関
係
の
事
務
処
理
の
ル
ー
ル
作
り
や
事
務
処
理
説
明
書
の

作
成
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

黒
川　
そ
う
で
す
ね
、
移
管
に
伴
い
「
生
ま
れ
変
わ
る
」
の

が
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
で
、
推
進
費
の
何
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る

の
か
と
い
う
課
題
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

公
募
要
項
の
構
成
や
契
約
書
の
ひ
な
型
・
様
式
を
一か
ら
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
よ
う
か
と
い
う

感
じ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
研
究
委
託
費
に
つい
て
は
、
会
計
担
当

の
方
が
他
機
関
で
の
経
験
が
あ
っ
て
ル
ー
ル
に
も
非
常
に
詳
し

く
、
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
仁
菅　
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
※
で
す
か
。

森
田　
複
数
の
競
争
的
資
金
配
分
機
関
の
経
験
が
あ
り
、
詳

し
か
っ
た
で
す
ね
。

黒
川　
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
は
、
業
務
移
管
の
前
年
、
15
（
平
成
27
）

年
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
内
閣
府
や
厚
労
省
な
ど
4
府

省
所
管
の
国
立
研
究
開
発
法
人
で
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
で
働
い
て

い
た
担
当
厚
労
省
の
昔
の
同
僚
に
「
厚
生
労
働
科
学
研
究
費

も
厚
労
本
省
か
ら
移
管
さ
れ
て
な
く
な
っ
た
の
で
す
か
」
と
聞

く
と
、「
い
や
、
今
は
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
で
執
行
し
て
い
ま
す
よ
」
と
、

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
移
管
後
は
委
託
費
と
補
助
金
の
二
本
立
て
で
交
付
し

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
は
も
う
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｄ
を
そ
っ
く
り
ま
ね
て
…
…
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
け

れ
ど
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
を
は
じ
め
、
日
本
学
術
振
興
会
で
運
用
し
て

不
正
を
働
く
者
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
新
ル
ー
ル
も
す
っ
か
り
定
着
し
、

結
果
的
に
よ
か
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。

森
田　
当
時
、
宇
仁
菅
さ
ん
が
「
4
月
1
日
か
ら
研
究
費
を

使
え
る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
す

ご
い
英
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
後
発
法
人
で
す
が
、

「
そ
こ
は
も
う
や
る
ん
だ
」と
い
う
こ
と
で
ル
ー
ル
化
し
、他
の
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
先
駆
け
て
実
現
し
ま
し
た
。
移
管
前
は
手
続
き

に
時
間
が
か
か
り
、
初
年
度
の
場
合
、
契
約
が
8
月
末
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
研
究
で
き
る
期
間
を
何
と
か
長
く
し
よ

う
と
、4
月
1
日
か
ら
使
え
る
よ
う
に
し
た
の
は
す
ご
く
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

多
賀　
そ
う
で
す
ね
、
最
後
も
3
月
31
日
ま
で
き
ち
ん
と
研

究
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
報
告
書
を
作
れ
ば
Ｏ
Ｋ
に
。

移
管
前
は
3
月
31
日
ま
で
に
精
算
報
告
書
も
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
と
な
る
と
、
初
年
度
の
場
合
、
実
質
的
に
研

究
で
き
る
の
は
8
月
か
ら
翌
年
の
1
、
2
月
ま
で
。
そ
れ
を
、

初
年
度
か
ら
1
年
間
フ
ル
に
研
究
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
は
、

す
ご
く
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

宇
仁
菅　
記
憶
で
は
、
大
し
た
問
題
も
な
く
移
管
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
私
は
何
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
け
れ
ど
、
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
順
調
に
進
ん
だ
。

多
賀　
大
変
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
順
調
に
。
も
ち
ろ
ん
、
細
か

い
と
こ
ろ
で
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

※�

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
（Japan�A

gency�for�M
edical�Research�and�D

evelopm
ent

）
：

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
。
医
療
分
野
の
研
究
開
発
お
よ

び
環
境
整
備
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
機
関
と
し
て
２
０
１
５
年
4
月
に
設
立
。

※�

Ｊ
Ｓ
Ｔ
（Japan�Science�and�T

echnology�A
gency

）
：
国
立
研
究
開
発

い
る
文
科
省
の
科
研
費
※
や
Ｊ
Ｓ
Ｔ
※
と
いっ
た
主
な
競
争
的
研

究
費
制
度
を
調
べ
、
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
に
。
会
計
担
当

の
方
と
「
他
制
度
の
い
い
と
こ
取
り
を
し
た
い
で
す
ね
」
な
ど

と
話
し
合
い
な
が
ら
推
進
費
の
ル
ー
ル
作
り
を
し
ま
し
た
。

森
田　
確
か
に
そ
う
で
し
た
ね
。
私
た
ち
は
後
発
法
人
で
し

た
が
、
先
行
法
人
の
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
お
っ
し
ゃっ
た
よ
う
に
「
い
い
と
こ
取

り
が
で
き
た
」
の
で
、
逆
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

多
賀　
確
か
、
他
法
人
の
事
務
処
理
説
明
書
や
マ
ニュ
ア
ル
な

ど
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
み
ん
な
で
手
を
入
れ
て
いっ
た
よ
う
な
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

森
田　
比
較
表
も
作
っ
た
ね
。
た
だ
、
委
託
費
と
補
助
金
、

両
方
の
ス
キ
ー
ム
が
あ
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
。

黒
川　
会
計
担
当
の
方
は
委
託
費
が
、
私
は
補
助
金
が
わ
り

と
得
意
だ
っ
た
の
で
、
ど
ち
ら
の
形
式
で
資
金
交
付
を
受
け
て

も
、
事
務
手
続
面
な
ど
で
研
究
者
の
負
担
が
あ
ま
り
重
く
な

ら
な
い
よ
う
、
差
が
つ
か
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
先
行

法
人
の
運
用
例
が
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
り
、
勉
強
に
な
っ
た
の

で
、
あ
る
意
味
、
作
り
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

森
田　
そ
れ
と
、
単
に
委
託
費
や
補
助
金
の
ル
ー
ル
を
作
る
だ

け
で
は
な
く
、使
い
勝
手
を
よ
く
す
る
の
が
移
管
の
大
き
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
1
つ
で
し
た
。
既
存
の
ル
ー
ル
が
あ
る
中
で
、
い
か
に

弾
力
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
、
そ
れ
が
結
構
大
変
で

し
た
ね
。

黒
川　
当
時
、
環
境
省
の
方
が
「
そ
ん
な
に
運
用
ル
ー
ル
を
緩

め
て
大
丈
夫
な
の
？
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、「
い
い
え
。

使
い
や
す
く
す
る
た
め
の
移
管
で
も
あ
る
し
、
他
の
競
争
的
研

究
費
の
執
行
法
人
さ
ん
と
の
横
並
び
も
見
な
が
ら
決
め
て
い
る

の
で
、問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
説
明
し
ま
し
た
。「
緩
め
た
ら
、
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法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
。
１
９
９
６
年
、
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
新

技
術
事
業
団
が
統
合
し
設
立
さ
れ
た
。
２
０
０
３
年
に
独
立
行
政
法
人
、
15
年
に

現
在
の
国
立
研
究
開
発
法
人
と
な
る
。

※�

科
研
費
（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
）
：
人
文
学
、
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま

で
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
り
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
学
術
研
究
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
競
争
的
研
究
費
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
／
科

学
研
究
費
補
助
金
）。

ル
ー
ル
の
見
直
し
が
も
た
ら
し
た
成
果

宇
仁
菅　
業
務
移
管
し
た
初
年
度
の
16
（
平
成
28
）
年
、
研

究
費
の
使
用
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
ね
。
先
ほ
ど
の
4

月
1
日
か
ら
研
究
費
が
使
え
る
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
が

推
進
費
の
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

黒
川　
当
時
、
生
ま
れ
変
わ
る
推
進
費
を
積
極
的
に
紹
介
し

て
い
こ
う
と
、
早
稲
田
大
学
で
開
か
れ
た
制
度
説
明
会
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
会
場
が
若
い
学
生
さ
ん
で
埋

め
つ
く
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
皆
さ
ん
が
こ
の
推
進
費
に
高
い

関
心
を
持
って
く
だ
さ
って
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
数
年
で
、
推
進
費
制
度
は
環
境
分
野
で
研
究
活
動
を

さ
れ
る
方
々
に
浸
透
し
て
い
る
と
思
う
し
、
そ
の
成
果
が
環
境

政
策
に
確
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
、素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

「
推
進
費
が
使
い
や
す
く
な
り
、
研
究
者
か
ら
の
評
判
も
い
い

よ
」
と
風
の
う
わ
さ
で
聞
く
と
、
心
の
中
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

し
ま
す
。

森
田　
推
進
費
は
研
究
者
に
使
い
づ
ら
い
競
争
的
研
究
費
と
い

わ
れ
て
い
た
の
で
、
や
は
り
そ
こ
が一番
大
き
い
で
す
よ
ね
。

多
賀　
複
数
年
の
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
繰
り
越

し
の
ハ
ー
ド
ル
も
下
が
り
ま
し
た
。

黒
川　
も
と
も
と
精
算
払
い
だ
っ
た
の
が
、
概
算
払
い
に
な
っ
た

こ
と
で
研
究
資
金
を
早
期
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
者

に
と
って
利
点
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
田　
精
算
業
務
の
省
力
化
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
も
大

き
い
で
す
。
そ
れ
と
、
最
初
の
頃
は
研
究
計
画
通
り
に
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

多
賀　
そ
う
、
わ
ず
か
な
計
画
変
更
もN

G

だ
と
。

森
田　
そ
れ
が
研
究
成
果
の
最
大
化
、
い
わ
ゆ
る
成
果
志
向

に
な
っ
て
、
当
初
の
計
画
通
り
に
研
究
を
執
行
す
る
よ
り
、
い

か
に
成
果
を
出
す
か
と
い
う
方
向
に
変
わ
って
き
た
。
推
進
費

は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
致
し
た
と
い
う
か
、
う
ま
く
波
に
乗

る
形
で
い
ろ
い
ろ
な
変
更
が
で
き
ま
し
た
。

多
賀　
流
用
も
総
額
の
50
％
を
超
え
な
け
れ
ば
承
認
不
要
に

な
り
ま
し
た
ね
。

森
田　
対
応
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
な
っ
た
。
指
摘
さ
れ
た
問
題
を

比
較
的
速
や
か
に
改
善
し
た
こ
と
が
、
研
究
者
に
評
判
が
よ

か
っ
た
理
由
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
示
す
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
あ
り
ま
す
。

宇
仁
菅　
18
（
平
成
30
）
年
8
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
※
で
す
ね
。

森
田　
は
い
。
17
（
平
成
29
）
年
度
の
継
続
課
題
と
18
（
平

成
30
）
年
度
の
新
規
課
題
の
研
究
者
を
対
象
に
、
研
究
費
の

新
た
な
使
用
ル
ー
ル
導
入
に
つ
い
て
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

「
移
管
前
と
比
べ
、
研
究
費
の
利
便
性
が
よ
く
な
っ
た
」
と
回

答
し
た
の
が
85
％
。「
移
管
前
と
比
べ
、
研
究
に
効
果
的
に
寄

与
し
た
」
が
77
％
。
85
％
と
77
％
の
方
々
が
、
非
常
に
好
意
的

に
回
答
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

宇
仁
菅　
そ
う
で
す
ね
。
物
品
購
入
が
し
や
す
く
な
っ
た
な
ど

の
評
価
も
あ
り
、
私
た
ち
の
ル
ー
ル
の
見
直
し
が
的
確
だ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

※�

平
成
30
年
度
環
境
研
究
総
合
推
進
費�

研
究
費
の
執
行
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
。
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推
進
費
業
務
で
変
わ
っ
た
こ
と
、
期
待
し
た
い
こ
と

森
田　
競
争
的
研
究
費
の
配
分
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
新
し

い
業
務
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
環
境
省
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

し
て
お
付
き
合
い
す
る
部
署
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

推
進
費
な
ら
全
部
局
と
の
パ
イ
プ
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
と
て

も
大
き
く
、
今
ま
で
に
な
い
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

実
績
が
あ
っ
て
Ｓ
Ｉ
Ｐ
※
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
※
な
ど
、
内
閣
府
の

競
争
的
研
究
費
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
推
進
費
が
風
穴
を
開
け
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

多
賀　
そ
う
で
す
ね
、
推
進
費
以
降
、
新
た
な
業
務
が
追
加

さ
れ
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ
や
熱
中
症
、
そ
し
て

来
年
4
月
か
ら
は
環
境
省
の
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
審
査
業
務
を

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
推
進
費
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
業
務
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
意

識
が
、
環
境
省
に
も
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
も
芽
生
え
た
気
が
し
ま
す
。

森
田　
今
ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
守
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
攻
め
る
仕
事
も
入
っ
て
き
て
、
職
員
の
意
識
も

変
わ
って
き
た
と
思
い
ま
す
ね
。

宇
仁
菅　
職
員
数
は
増
え
て
い
る
の
で
す
か
。

森
田　
増
え
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
毎
年
4
～
5
名
程

度
を
新
規
採
用
し
て
い
て
、
中
途
採
用
も
結
構
な
人
数
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

黒
川　
環
境
研
究
技
術
室
時
代
か
ら
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
職
員
の

皆
さ
ん
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
、
一
緒
に
規
程
類
を
作
っ
た
り
、
推
進
費
の

監
査
出
張
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
際
に
、
ま
さ
に
イ
メ
ー

ジ
通
り
で
あ
る
と
い
う
感
想
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。
業
務

が
多
様
化
し
組
織
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
皆
さ

ん
で
あ
れ
ば
、
柔
軟
な
対
応
力
で
着
実
に
成
果
を
上
げ
ら
れ

る
だ
ろ
う
と
、
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
も
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

森
田　
外
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
、
最
近
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

宇
仁
菅　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
研
究
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

多
賀　
サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
の
構
築
が
テ
ー
マ
で
す
よ
ね
。

宇
仁
菅　
そ
う
。
推
進
費
の
経
験
と
い
う
か
、
そ
れ
が
評
価

さ
れ
て
Ｓ
Ｉ
Ｐ
も
や
ら
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
非
常
に
い
い
こ
と
だ
し
、
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
と
、

推
進
費
や
Ｓ
Ｉ
Ｐ
を
実
施
す
る
以
上
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
研

究
内
容
を
で
き
る
だ
け
理
解
し
て
ほ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
全
部
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
が
、
半
分
で
も
3
分
の
1
で

も
理
解
し
、「
何
の
た
め
に
や
って
い
る
の
か
」「
何
の
役
に
立
つ

の
か
」
を
勉
強
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
上
で
研
究
者
に
「
も
っ
と

こ
う
し
た
方
が
い
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。
研
究
者
は
自
分
の
研
究
で
成
果
を
出
す
こ
と
が

第
一
優
先
な
の
で
、
環
境
政
策
に
貢
献
・
反
映
と
い
う
推
進
費

の
目
標
か
ら
そ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
職
員

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｐ
Ｏ
）
と一緒
に
な
って
研
究
者
を

引
っ
張
って
い
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

黒
川　
17
（
平
成
29
）
年
の
推
進
費
監
査
の
際
、
交
付
先
の

機
関
で
博
士
課
程
を
修
了
し
た
若
い
方
々
が
不
安
定
な
雇
用

下
で
研
究
活
動
を
続
け
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
大
学
な
ど
の
運
営
費
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
力
で
研
究
資

金
を
取
り
に
い
く
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、ベ
テ
ラ
ン
だ
け
で
な
く
、

若
手
や
女
性
の
研
究
者
に
も
使
い
勝
手
の
い
い
配
分
プ
ラ
ン
や

運
用
ル
ー
ル
を
工
夫
す
る
推
進
費
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

重点課題
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す
。
既
に
設
定
さ
れ
て
い
る
若
手
研
究
者
向
け
プ
ラ
ン
の
継

続
・
拡
充
は
も
ち
ろ
ん
、
結
婚
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
で
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
り
研
究
活
動
を
一
時
的
に
中
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
研
究
者
が
、
い
つ
で
も
研
究
を
再
開
で
き
る
よ
う
な

制
度
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
意
欲
あ
る
志
の
高
い
研
究
者
を
育
成

し
支
援
す
る
こ
と
で
今
後
も
実
績
を
伸
ば
し
、
政
策
に
つ
な

が
る
成
果
を
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

多
賀　
成
果
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
特
許
の
出
願
件
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
17
（
平
成
29
）
年
は
3
件
、
翌
年
は
1
件
で

し
た
が
、
22
（
令
和
4
）
年
は
18
件
、
23
（
令
和
5
）
年
は

20
件
に
。
ま
だ
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
結
果
と
し
て
如

実
に
表
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
増
え
れ
ば
、
推
進
費
が
社
会
の

役
に
立
って
い
る
こ
と
を
明
確
に
示
せ
る
で
し
ょ
う
。

宇
仁
菅　
も
う
1
つ
、
当
時
か
ら
思
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
、
私
は
資
源
循
環
や
循
環
経
済
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
国
内
で
も
国
際
的
に
も
、
も
の
す
ご
く
い
ろ
い
ろ
な

動
き
が
あ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
Ｅ
Ｕ
で
は
、
環
境
配
慮
設
計

を
義
務
化
し
た
り
、
自
動
車
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
再
生
材
を
使

う
と
いっ
た
規
制
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
内
で
も
経
産

省
が
い
ろ
い
ろ
な
戦
略
を
出
し
、
法
制
化
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
資
源
循
環
を
促
進
す
る
た
め
の
新
し
い
法
律
「
資
源
循

環
の
促
進
の
た
め
の
再
資
源
化
事
業
等
の
高
度
化
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
環
境
省
で
は
「
第
五
次
循
環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
計
画
※
」
を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
循
環
の
分
野
で
も
脱
炭
素
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
いっ
た
動
き
を
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
勉
強
し
て
ほ
し

い
。
国
内
外
の
動
向
を
い
ち
早
く
キ
ャッ
チ
し
、
公
募
要
領
の

作
成
を
は
じ
め
研
究
費
の
業
務
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

森
田　
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
今
、
推
進
戦
略
は

環
境
省
が
作
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
も
関
わ

れ
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
ね
。
他
の
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
は
、
例
え
ば
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
Ｃ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
※
の
よ
う
な
研
究
開
発
戦
略

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
と
し

て
、
そ
う
いっ
た
戦
略
策
定
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
部
分
か
ら
関
わ
れ

る
よ
う
に
な
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｏ
に
つい
て
も
、
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
職
員
に
よ
る
内
部
Ｐ
Ｏ
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

で
す
ね
。
今
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
は
博
士
号
を
持
って
い
る
人
も
い
ま

す
。
職
員
の
専
門
性
も
だ
い
ぶ
変
わ
って
き
て
お
り
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
れ
ば
そ
う
い
う
仕
事
も
で
き
る
よ
う
な
環
境
な
の
で
、
既

存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
い
う

の
が
推
進
部
Ｏ
Ｂ
の
願
い
で
す
。
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、

熱
く
な
り
ま
す
ね
。
宇
仁
菅
さ
ん
、
黒
川
さ
ん
、
今
日
は
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※�

Ｓ
Ｉ
Ｐ
（Cross-m

inisterial�Strategic�Innovation�Prom
otion�Program

）
：

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
府
省
や
分
野
の
枠
を
超
え
た
連
携
に
よ

り
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
す
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
、

そ
の
課
題
の
1
つ
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
の
実
用
化
・
事
業

化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
研
究
推
進
法
人
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

※�

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
：
研
究
開
発
とSociety�5.0

と
の
橋
渡
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
重
点
課

題
を
設
定
し
、
研
究
開
発
だ
け
で
な
く
社
会
的
課
題
解
決
な
ど
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ
と
の一
体
的
な
運
用
を
推
進
し
、
研
究
開
発
とSociety�5.0

を
橋
渡
し
し
て
い
く
。

※�

Ｃ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
（Center�for�Research�and�D

evelopm
ent�Strategy

）
：
国
立

研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構�

研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー
。

※�

第
五
次
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
：
２
０
２
４
（
令
和
6
）
年
8
月
2

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
正
式
な
も
の
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

研究対象領域

マイルストーン座談会２　環境研究総合推進費
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Ｓ
Ｉ
Ｐ
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
？

岡
部　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
今
、
第
3
期
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
目
的
は

日
本
の
産
業
競
争
力
や
国
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の

た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
府
省
の
横
断
的
連
携
で
す
。
そ
こ
で
、

3
期
目
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
に
、
環
境
省
と
経
済
産
業
省
、
文
部

科
学
省
の
3
省
合
同
で
提
案
し
た
の
が
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。
国
と
し
て
魅
力
の
あ
る
テ
ー
マ
と
い

う
こ
と
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
（
令
和
4
）
年
度
に

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ
（
Ｆ
Ｓ
）※
に
着
手
す
る
前
も
、
そ

れ
以
降
も
、
内
閣
府
か
ら
「
具
体
性
に
欠
け
る
」
な
ど
か
な
り
厳

し
い
注
文
が
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
末
、
よ
う
や
く
23
（
令
和
5
）

年
度
か
ら
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
状
況
で
し

た
。

　

こ
こ
に
示
す
の
が
Ｓ
Ｉ
Ｐ-

Ｃ
Ｅ
の
全
体
像
で
す
（
図
1
）。
私

た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実

現
に
向
け
て
は
、
①
デ
ジ
タ
ル
面
で
動
脈
企
業
（
製
造
メ
ー
カ
ー
）

と
静
脈
企
業
（
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
）
が
連
携
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関

す
る
情
報
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
、
②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
資
源
と
し
て

循
環
さ
せ
る
た
め
に
日
本
に
適
し
た
仕
組
み
・
制
度
設
計
を
行
う

こ
と
、
③
今
ま
で
科
学
の
メ
ス
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

再
生
材
に
つ
い
て
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
・
企
業
の
知
識
を
結
集
し
、

徹
底
的
な
デ
ー
タ
分
析
・
品
質
向
上
を
図
る
こ
と
、
の
3
つ
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
専
門
性
を
持
っ
た
Ｐ
Ｄ

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、
サ
ブ
Ｐ
Ｄ
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を

作
り
、
ア
カ
デ
ミ
ア
だ
け
で
は
な
く
企
業
の
参
加
も
積
極
的
に
募
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
ま
し
た
（
図
2
）。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
一
番

大
変
だ
っ
た
の
は
、
自
ら
が
研
究
推
進
法
人
と
し
て
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

な
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
従
来
の
研
究
管
理
業
務
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
意
味
し
、
そ
こ
が
Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
取
り
組
む
上
で
最
も
苦
し
ん
だ

部
分
で
す
。

　

テ
ー
マ
の
背
景
を
説
明
す
る
と
、
日
本
の
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
処
理
状
況
は
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
比
率
が
60
％
も
あ
り
、
非

常
に
多
く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
燃
や
し
、Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
る

（
図
3
）。
つ
ま
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
し
て
大
き
な
矛

盾
が
あ
る
わ
け
で
す
。
欧
州
は
い
ち
早
く
こ
の
矛
盾
の
解
決
に
乗

り
出
し
ま
し
た
が
、
日
本
は
そ
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
状
況
。
そ

こ
で
、
私
た
ち
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
燃
や
さ
な
い
、

埋
め
な
い
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
」
を
訴
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
は
、
産
業
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
ロ
ジ
ッ

ク
を
持
た
な
い
と
闘
え
ま
せ
ん
。
特
に
従
来
の
リ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
と

い
う
話
に
な
る
と
、（
静
脈
で
あ
る
）
回
収
・
再
生
業
の
市
場
規
模

は
た
か
だ
か
4
～
5
兆
円
な
の
に
対
し
、（
動
脈
で
あ
る
）
製
造
・

販
売
業
は
１
，０
０
０
兆
円
ぐ
ら
い
あ
り
、
２
０
０
倍
も
規
模
が
違

う
（
図
4
）。「
そ
れ
は
国
力
に
な
る
の
で
す
か
」「
国
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
な
の
？
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、「
動

脈
企
業
（
製
造
メ
ー
カ
ー
）
と
静
脈
企
業
（
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
）
が
ワ

ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
点
で
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
む
上
で
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、23（
令
和

5
）年
7
月
に
欧
州
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
Ｅ
Ｌ
Ｖ
規
則
案
※
。

２
０
３
０
年
に
欧
州
で
は
自
動
車
の
新
車
製
造
時
に
使
う
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
25
％
は
再
生
材
由
来
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
か
な
り
焦
っ
て
い

て
、
ま
さ
に
国
力
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
と
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
ま
ま
で
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
欧
州
で
商
売
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
Ｓ

　2014（平成26）年度にスタートした、内閣府が主導する「戦略的イノベーション創造プログラム（Cross-ministerial Strategic 
Innovation Promotion Program）：略称SIP」は、府省や分野の枠を超えた連携により、科学技術イノベーションの実現を目指す国家
プロジェクトです。23（令和5）年度から開始された第3期SIP※では、Society 5.0※からのバックキャストで、日本の社会的課題の解決お
よび経済・産業競争力の強化にとって重要な14課題が選出されています。
　ERCAは、第3期SIPの課題の1つであり、国内外で社会的要請が高まっている「サーキュラーエコノミーシステムの構築（SIP-CE）」の
研究推進法人を担当することとなりました。国家プロジェクトの最前線で闘う担当の皆さんにお話しいただきました。 

※第1期SIPは14（平成26）年度、第2期SIPは 18（平成30）年度に開始。
※ Society 5.0：狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く新たな社会として、第5期科学技術基本計

画において、「サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会」と定義されている。

プラスチックの資源循環に対する科学的アプローチにより、
世界一のサーキュラーエコノミーの実現を目指す国家プロジェクト

マイルストーン座談会3　戦略的イノベーション創造プログラム（SIP) サーキュラーエコノミーシステムの構築 研究推進法人業務

マイルストーン座談会３　戦略的イノベーション創造プログラム（SIP) サーキュラーエコノミーシステムの構築 研究推進法人業務
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Ｉ
Ｐ
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
心
テ
ー
マ
の
1
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
全
体
の
流
れ
と

な
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｌ
Ｖ
規
則
案
に
つ
い
て
は
、Ｓ
Ｉ
Ｐ-

Ｃ
Ｅ
も
き
っ
か
け
と
な
り
、

環
境
省
が
既
に
産
官
学
連
携
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
て
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ-

Ｃ
Ｅ
と
し
て
は
、
再
生
材
の
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
「
再
生
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」、

そ
れ
と
ガ
イ
ア-

エッ
ク
ス（
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ-
Ｘ
）、カ
テ
ナ-

エッ
ク
ス（
Ｃ

ａ
ｔｅｎａ-

Ｘ
）※
と
い
う
欧
州
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
対
応
し
た
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｐ
Ｌ
Ａ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｊ
）※
」

の
構
築
の
2
つ
を
き
ち
ん
と
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
を
Ｓ
Ｉ
Ｐ
と
し
て
十
分
競
争
力
の
あ
る
テ
ー
マ
に
す
る
こ

と
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
の
現
在
の
取
り
組
み
で
す
。

※�

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ
（F

easibility�Study

）
：
新
規
事
業
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
業
化
の
可
能
性
を
事
前
に
調
査
し
、
検
証
す
る
こ
と
。

※�

Ｅ
Ｌ
Ｖ
規
則
案
：
自
動
車
設
計
・
廃
車
（E

nd-of-Life�V
ehicles

：E
LV

）
管
理
で
の

持
続
可
能
性
要
件
に
関
す
る
規
則
案
。E

LV

指
令
と
型
式
認
証
の
再
使
用
、
再
利
用
、
再

生
の
可
能
性
に
関
す
る
指
令
（
３
Ｒ
指
令
）
を
1
つ
に
ま
と
め
規
則
化
す
る
も
の
。

※�

ガ
イ
ア-

エ
ッ
ク
ス
（
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ-

Ｘ
）、
カ
テ
ナ-

エ
ッ
ク
ス
（
Ｃａ
ｔｅｎａ-

Ｘ
）
：
欧
州
デ
ー

タ
ス
ペ
ー
ス�(E

uropean�C
om
m
on�D

ata�Spaces

）
の
う
ち
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ-

Ｘ
は
各
産
業

分
野
を
横
断
的
に
連
結
す
る
最
も
包
括
的
な
デ
ー
タ
ス
ペ
ー
ス
、
Ｃａ
ｔｅｎａ-

Ｘ
は
Ｇ
Ａ
Ｉ

Ａ-

Ｘ
の
中
で
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
分
野
の
自
動
車
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

も
の
。

※�

Ｐ
Ｌ
Ａ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｊ
（Plastic�N

etw
orking�for�E

nvironm
ental�T

ransform
ation�

Japan

）
：
資
源
回
収
か
ら
再
生
材
製
品
ま
で
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
確
保
の
た
め
に
Ｓ
Ｉ

Ｐ-

Ｃ
Ｅ
で
構
築
を
進
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。

意
識
改
革
を
進
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
Ｆ
Ｓ

福
山　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
22
年
（
令
和
4
年
）
の
3
月
末
に
Ｅ

Ｒ
Ｃ
Ａ
の
役
員
が
環
境
省
か
ら
呼
ば
れ
、「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
が
、
協
力
し
て
く
れ
な
い
か
」
と

い
う
話
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
私
は
熱
中
症

の
担
当
で
、
ま
さ
か
年
が
明
け
て
自
分
が
担
当
す
る
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
Ｓ
Ｉ
Ｐ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
立
ち
上
げ
の
時
、
当
時
の
内
閣
府
の
参
事
官

の
方
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
取
り
組
む
の
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
も
ち
ろ
ん
環
境
省
も
初

め
て
。
当
時
、
環
境
省
は
研
究
開
発
に
参
画
す
る
企
業
を
紹
介
す

れ
ば
い
い
と
い
う
感
覚
で
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
中

期
目
標
管
理
法
人
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
研
究
開
発
法
人
を
対
象

と
す
る
Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
は
参
画
で
き
な
い
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
受
け

る
、
環
境
省
が
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
内
閣
府
に
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の

受
け
皿
と
な
る
法
人
の
要
件
を
拡
大
し
て
い
た
だ
き
取
り
組
め
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
実
務
は
私
と
後
か
ら
入
っ
て
き
た
米
原

さ
ん
、
橋
本
さ
ん
の
3
人
。
そ
こ
に
田
中
理
事
に
も
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
7
月
頃
か
ら
本
格
的
に
1
年
間
の
Ｆ
Ｓ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

米
原　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
専
任
に
な
る
少
し
前
、
初
め
て
Ｐ
Ｄ
の
伊
藤
耕
三
先

生
と
Ｐ
Ｍ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
岡
部
先
生
に
お
会
い

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
研
究
開
発
計
画
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委

託
し
た
ら
手
が
離
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

立
案
は
研
究
推
進
法
人
の
役
割
で
あ
り
、
自
ら
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

な
ら
な
い
と
」
と
、
岡
部
先
生
か
ら
厳
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
外
部
に
調
査
研
究
を
委
託
す
る
こ
と
に
は
慣

れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
初
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
身
や
将
来
の

姿
ま
で
描
く
と
い
う
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
研
究
推

進
法
人
だ
か
ら
こ
そ
で
す
が
、
そ
れ
が
一
番
の
驚
き
と
い
う
か
、
変

革
と
い
う
か
、
意
識
改
革
で
し
た
。

橋
本　
新
卒
で
入
職
し
、
最
初
の
3
年
間
は
石
綿
健
康
被
害
の
申

請
を
受
け
付
け
る
仕
事
、
そ
の
後
は
補
償
業
務
部
。
ど
ち
ら
も
救

写真左より、福山氏、米原氏、岡部氏、橋本氏、田中氏

本座談会は 2024 年 7 月 26 日、ERCA 会議室において行われました。

出席者

岡部 朋永 （東北大学大学院 工学研究科 教授 /SIP-CEプロジェクトマネージャー）

田中 良典 （独立行政法人環境再生保全機構 理事）
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済
や
補
償
に
関
す
る
仕
事
で
、
既
に
制
度
化
さ
れ
て
か
ら

長
い
年
月
が
た
っ
て
い
る
業
務
で
す
。
そ
ん
な
私
に
、
い
き
な

り
Ｓ
Ｉ
Ｐ
を
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
辞
令
が
出
ま
し
た
。
今

ま
で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
業
務
で
、
正
直
、
最
初
は

戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。「
Ｆ
Ｓ
っ
て
何
？
」「
Ｒ
Ｆ
Ｉ
※
っ

て
何
？
」
と
い
う
中
、
部
長
も
含
め
3
人
で
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
て
ん
て
こ
舞
い
に
な
り
な
が
ら
、
目
の
前
の
業

務
に
追
わ
れ
る
日
々
で
し
た
。
た
だ
、
こ
う
し
た
未
来
志
向

で
誰
も
取
り
組
ん
で
い
な
い
、
国
の
行
政
に
関
わ
る
中
で
も

特
に
将
来
を
見
据
え
た
仕
事
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
業
務
に
対
す
る
考
え
方
の
幅
が
す
ご
く
広
が
っ
た
感
じ
が

し
ま
す
。

福
山　
Ｆ
Ｓ
で
は
、
と
に
か
く
よ
く
動
い
た
よ
ね
。

米
原　
え
え
。
例
え
ば
、
Ｐ
Ｄ
の
伊
藤
先
生
は
高
分
子
科

学
の
専
門
家
で
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
、
つ
ま
り
産
業
廃
棄

物
処
理
業
者
の
方
々
と
は
ご
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
う
に

あ
た
っ
て
は
、
今
ま
で
お
付
き
合
い
の
あ
っ
た
化
学
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
動
脈
企
業
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
に
つ
い
て
も

よ
く
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
Ｆ
Ｓ
開

始
以
降
、
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
と
い
う
形
で
全
国
の
リ
サ
イ
ク

ル
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
伊
藤
先
生
は
、
現
地
で
応
対

い
た
だ
い
た
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
の
方
た
ち
に
が
ん
が
ん
質
問
し
、

実
際
に
現
場
が
ど
う
や
っ
て
回
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
で
の
問

題
点
は
何
か
な
ど
意
見
交
換
を
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
積
極

的
に
情
報
を
収
集
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
く
の
か

と
、
そ
の
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
部
先
生
か
ら
は
事
務
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
日
本

と
し
て
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
お
話
が

あ
り
、
田
中
理
事
か
ら
も
環
境
行
政

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
中
、
研
究

計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。

目
線
が
上
が
っ
た
と
い
う
か
、
将
来
Ｅ

Ｒ
Ｃ
Ａ
に
は
こ
う
い
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
と
、
あ
る
べ
き
姿
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

橋
本　
伊
藤
先
生
も
専
門
外
の
分
野

の
Ｐ
Ｄ
を
務
め
る
に
あ
た
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
私
た

ち
は
と
い
え
ば
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ

い
て
も
素
人
同
然
だ
っ
た
の
で
、
日
々

勉
強
の
連
続
で
し
た
。
研
究
計
画
の

取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
自
身

が
課
題
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
な
い
と
い

け
な
い
。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

対
外
的
な
発
信
も
必
要
で
し
た
か
ら
、

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
を
開
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

米
原　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

消
費
者
の
行
動
変
容
が
重
要
で
す
が
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
場
合
は
特

に
動
脈
・
静
脈
も
含
め
て
企
業
側
の

行
動
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
を

狙
っ
て
い
る
」「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

図１　SIP-CEの全体像
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ミ
ー
の
こ
こ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
Ｆ
Ｓ
に
参

画
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
含
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

あ
と
は
、
後
楽
園
で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
一
般
市
民

の
方
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
現
在
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
八
木
亜
希
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
Ｐ
Ｄ
、
サ
ブ
Ｐ
Ｄ
、
環
境

省
の
方
に
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
一
般
の
参
加
者
の
方
々
と

対
話
。
そ
れ
が
10
月
前
半
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

外
部
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
早
々
に
開
催
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ
た
と
い
う
形
で
す
。
あ
の
時
は
屋
外

だ
っ
た
の
で
、
雨
が
降
ら
な
い
か
運
営
側
と
し
て
は
肝
を
冷

や
し
ま
し
た
。

岡
部　
コ
ロ
ナ
環
境
下
だ
っ
た
の
で
、
屋
外
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
壇
上
の
人
た
ち
の
間
に
は
ア
ク
リ
ル
板
が
あ
っ
た
ね
。

米
原　
Ｆ
Ｓ
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
や
る
・
や
ら
な
い
と
い
う
選
択
肢

は
な
く
、
と
に
か
く
や
る
の
だ
と
、
そ
ん
な
状
況
で
進
め
て

いっ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

そ
れ
と
、
当
初
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
具
体
性
を

出
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
12
月
末
の
研
究

計
画
提
出
前
に
内
容
が
二
転
三
転
。
最
初
は
動
脈
企
業
中

心
の
、
日
本
が
強
み
を
持
つ
素
材
産
業
の
産
業
競
争
力
を

前
面
に
出
し
た
研
究
色
の
強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に
向
け
て
静
脈

企
業
と
ど
う
連
携
し
て
い
く
か
、
静
脈
企
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
ど
う
協
力
し
て
も
ら
う
か
も
含
め
、
静
脈
企
業
を

前
面
に
打
ち
出
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
努
力
や
伊
藤
先
生
の
プ
レ
ゼ
ン
力
も
あ
り
、
何

と
か
Ｆ
Ｓ
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。
Ｆ
Ｓ
が
完
了
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ

Ａ
が
研
究
推
進
法
人
に
な
る
と
と
も
に
、
12
億
円
と
い
う

予
算
で
、
こ
れ
は
要
望
額
20
億
円
の
6
掛
け
程
度
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
23
（
令
和
5
）
年
度
か
ら
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
す
。

※�

Ｒ
Ｆ
Ｉ
（R

equest�for�Inform
ation

）
：
情
報
提
供
依
頼
書
。
企
業
や
官
公

庁
な
ど
が
業
務
の
発
注
や
委
託
な
ど
を
計
画
す
る
際
、
発
注
先
候
補
の
業
者
に
情

報
提
供
を
依
頼
す
る
文
書
。
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ン
デ
ィ
ン
グ
機
能
」
を
強
化
し
た
か
ら

で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
Ｐ
Ｌ
Ａ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｊ
や

再
生
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
構
築
な
ど
の

「
環
境
情
報
デ
ー
タ
集
積
機
能
」
の
強

化
で
す
が
、Society 5.0

の
実
現
を

目
指
す
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
中
で
、
こ
う
い
う
分

野
で
も
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
活
躍
で
き
る
。
か

つ
て
の
環
境
省
と
経
産
省
だ
け
で
は
で

き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
文
科
省
や
ア
カ

デ
ミ
ア
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本

全
体
の
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
の
質
の
向
上
を

図
る
「
地
域
主
体
支
援
機
能
」
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
部

長
ク
ラ
ス
が
こ
の
将
来
像
を
作
っ
て
い

る
時
、
ま
さ
に
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
新
た
な
事
業

領
域
に
挑
戦
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
を
頑

張
る
こ
と
こ
そ
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
自
ら

の
作
っ
た
成
長
戦
略
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
近
道
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｓ
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
23
（
令
和
5
）
年
度
か
ら
の
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
ぎ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
で
追
加
予
算
の
提
案
で
Ｓ
評
価

を
取
っ
た
こ
と
。
Ｅ
Ｕ
の
Ｅ
Ｌ
Ｖ
規
則

案
に
対
応
す
る
自
動
車
産
業
の
期
待

に
応
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
。
こ

れ
ら
の
評
判
が
環
境
省
内
の
い
ろ
い
ろ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
描
く
未
来
と
Ｓ
Ｉ
Ｐ

田
中　
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
Ｆ
Ｓ
を
始
め
た
22
（
令
和
4
）
年
4

月
に
、
総
務
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
制
度
委
員
会
か
ら

87
あ
る
独
法
に
対
し
、
各
独
法
が
自
ら
の
あ
る
べ
き
姿
を

考
え
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
進
む
の
で
あ
れ
ば
、
5
年
ご
と
に

作
る
中
期
目
標
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
る
の
で
は
な
く
柔
軟

で
あ
っ
て
い
い
、
と
い
う
「
基
本
的
考
え
方
」
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
7
月
、
ち
ょ
う
ど
Ｆ
Ｓ
が
動
き
出

す
時
に
、
小
辻
智
之
前
理
事
長
か
ら
部
長
た
ち
に
「
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ａ
の
将
来
像
」
を
考
え
る
よ
う
指
示
が
出
ま
し
た
。
ま

さ
に
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
Ｆ
Ｓ
と
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
将
来
像
を

描
く
作
業
が
一
緒
に
進
ん
で
い
ま
し
た
（
Ｐ
12 
図
５
参
照
）。

福
山　
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
が
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
も
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
遠
い
将
来
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ

Ａ
の
未
来
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
想
定
す
る
わ
け
で
す
。

今
、
第
六
次
環
境
基
本
計
画
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
つ
ま
り
、
図
中
の
ブ
ル
ー
で
示
し
た
部
分
、

過
去
の
健
康
被
害
者
に
対
す
る
業
務
以
外
の
政
策
領
域
に

も
乗
り
出
し
て
い
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

田
中　
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
シ
ス
テ
ム
の
あ

る
べ
き
姿
を
描
き
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ａ
の
将
来
像
の
「
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
」
を
果
た
す

実
践
の
場
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
機
能
を
強
化
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の

は
、
当
時
の
和
田
篤
也
環
境
事
務
次
官
か
ら
よ
く
言
わ
れ

た
こ
と
で
す
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
実
績
が
買
わ
れ
、
内
閣
府
・
環
境

省
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
※
の
依
頼
が
来
た
の
も
、
こ
の
「
フ
ァ

図2　プログラム推進体制
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な
部
局
に
伝
わ
り
、「
う
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
や
っ
て
み
た

ら
？
」「
い
い
企
画
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
っ
た
ら
、ど
ん
ど
ん
持
っ

て
き
て
よ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
も
Ｓ
Ｉ
Ｐ
が
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
岡
部
先
生
か
ら
「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
※
の
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
地
球
や
日
本
の
環
境
を
守

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
勇
気
づ
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
う
いっ
た
姿
に
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
近
づ
い

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岡
部　

環
境
省
と
し
て
も
、
第
3
期

で
初
め
て
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
取

れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
第
4
期
に

つ
な
げ
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
こ
が
最

も
重
要
な
点
で
す
。
今
回
は
、
大
変

失
礼
な
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
棚
ぼ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
な
く
も

な
い
。し
か
し
第
4
期
は
自
ら
の
手
で
、

環
境
省
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
自
ら
の
手
で
第

4
期
を
取
り
に
い
く
こ
と
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
も
、先
ほ
ど
の「
Ｅ

Ｒ
Ｃ
Ａ
の
将
来
像
」
の
絵
（
Ｐ
12 

図
５

参
照
）
は
非
常
に
い
い
で
す
ね
。
た
だ

し
、「
描
い
た
以
上
は
本
当
に
や
る
ん

だ
よ
ね
。
機
構
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
政
策
実
行

機
関
に
な
る
ん
だ
よ
ね
」
と
い
う
の
が

私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
Ｅ
Ｌ
Ｖ
に
関

連
す
る
動
き
を
見
て
も
、
欧
州
で
は

当
地
の
環
境
省
が
経
産
省
を
上
回
る

勢
い
で
立
案
能
力
を
発
揮
し
、
世
界

中
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
本
で
も
そ
ん
な
姿
を
見
せ
て
ほ
し

い
。

　

自
ら
意
見
を
述
べ
、
自
ら
立
案
す

る
環
境
政
策
伴
走
型
パ
ー
ト
ナ
ー
、
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
政
策
実
行
機
関
に
な
る
た
め
の

投
資
と
し
て
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
3
期
、
第
4

座談会の様子

図３　 使用済みプラスチックの処理状況
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期
が
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
4
期
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が

ぶ
ら
下
が
る
の
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
持
つ
大
き
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
に
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
3
期
、
第
4
期
が
な
い
と

い
け
な
い
。
来
た
書
類
を
右
か
ら
左
に
流
す
だ
け
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
丸
投
げ
す
る
の
は
環
境
政
策
伴
走
型
パ
ー
ト

ナ
ー
で
は
な
い
し
、
提
案
内
容
を
精
査
で
き
な
い
組
織
は
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
政
策
実
行
機
関
と
は
い
え
な
い
。「
目
指
す
べ
き
姿

を
言
っ
た
以
上
は
有
言
実
行
」
と
い
う
の
が
私
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
そ
の
た
め
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
4
期
で
あ
る
べ
き
だ
と
。

米
原　
ま
さ
か
座
談
会
で
宿
題
が
増
え
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
（
笑
）。

岡
部　
今
日
は
い
い
も
の
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ

そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
そ
う
な
っ
た
時
に
日
本
は
環
境
立

国
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
ド
ラ

イ
ブ
し
て
、
本
当
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
政
策
実
行
機
関
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
私
は
思
い
ま
す
。

※�

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
：
研
究
開
発
とSociety�5.0

と
の
橋
渡
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
重
点
課

題
を
設
定
し
、
研
究
開
発
だ
け
で
な
く
社
会
的
課
題
解
決
な
ど
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ
と
の一
体
的
な
運
用
を
推
進
し
、
研
究
開
発
とSociety�5.0

を
橋
渡
し
し
て
い
く
。

※�

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（N

ew
�E
nergy�and�Industrial�T

echnology�D
evelopm

ent�

O
rganization

）
：
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
と
産
業
技
術
の一
端
を
担
う
国
立
研
究
開

発
法
人
。

追
風
が
吹
き
始
め
た
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

福
山　
伊
藤
先
生
も
岡
部
先
生
も
口
癖
の
よ
う
に
「
足
で

稼
い
だ
人
に
は
勝
て
な
い
よ
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

現
場
に
行
き
、
よ
く
見
て
、
自
分
た
ち
で
考
え
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
今
、
先
生

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
デ
ー
タ
を

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
最
後
に
勝
ち
残

る
と
い
う
話
。
つ
ま
り
、
長
い
間
き
ち

ん
と
目
的
意
識
を
持
っ
て
や
っ
て
い
れ

ば
、
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
て
き
て
、
そ
れ

を
元
に
意
見
が
言
え
る
。
や
は
り
こ

の
2
つ
は
大
事
で
、
こ
の
2
、
3
年
の

間
に
私
も
含
め
職
員
に
伝
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

未
知
の
領
域
に
踏
み
込
む
の
は
不

安
な
部
分
も
あ
る
の
で
す
が
、
今
、

1
つ
、
2
つ
、
3
つ
と
課
題
を
解
決
し

て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
継
続
し
て

い
け
ば
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
3
期
、
第
4
期
、

ま
た
そ
の
次
と
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
を
通

じ
て
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
出
会
い
、
新

た
な
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
ら
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
点
で
も
、
先

生
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

岡
部　

そ
れ
に
付
け
加
え
る
な
ら
、

今
ま
で
は
政
策
を
立
案
す
る
の
は
環

境
省
で
、
研
究
す
る
の
は
国
立
環
境

研
究
所
（
国
環
研
）
と
い
う
ふ
う
に

投
げ
て
い
た
と
思
う
。
そ
う
で
は
な

く
て
、
自
分
た
ち
が
メ
イ
ン
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
あ
り
、
予
算
を
取
っ
て
く
る
の

は
環
境
省
、
裏
付
け
を
取
る
の
は
国

 図４　サーキュラーエコノミーにおけるビジネスモデルの変化と課題
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環
研
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
主
体
性
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
官
僚
は
法
律
を
作
り
、
研
究
者
は

研
究
を
す
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
社
会
実
装
す
る
の
は

や
は
り
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
仕
事
な
の
で
責
任
も
大
き
い
。
し
か
し
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
若
い
人
に
は
面
白
い
仕
事
か
も
し
れ

な
い
よ
ね
。

橋
本　
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
に
は
調
査
な
ど
が
好
き
な
人
が
結
構
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
人
を
掘
り
起
こ
し
、

環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
よ
う
な
組
織
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

田
中　
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
、
直
接
許
認
可
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、異
動
も
2
年
で
は
な
く
、人
に
よ
っ
て
は
3
年
、

4
年
。
ま
た
、
環
境
省
が
２
，１
０
０
人
強
な
の
に
対
し
、

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
人
弱
の
組
織
な
の
で
、
他
の
部
に
行
っ
て

ま
た
戻
っ
て
く
る
確
率
は
高
い
と
思
い
ま
す
。専
門
性
を
持
っ

た
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
い
う
の
か
な
、
そ
う
い
う
専
門
集
団

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
で
は
、
例
え
ば
公
害
健
康
被
害
補
償
・
予
防
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
石
綿
健
康
被
害
救
済
業
務
に
つ

な
が
っ
た
よ
う
に
、
既
存
の
事
業
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
リ
ソ
ー
ス
を
次
の
領
域
に
展
開
し
て
い
く
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
新
規
業
務
の
拡
大
に

5
年
を
要
す
る
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
球
規
模
で
環

境
危
機
が
進
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
領
域
の
２
０
３
０

年
目
標
の
達
成
に
向
け
た
“
勝
負
の
10
年
”
に
突
入
す
る

中
、
環
境
省
唯
一の
政
策
実
施
型
の
独
立
行
政
法
人
で
あ
る

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
、
23
（
令
和
5
）
年
度
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
、
24
（
令
和

6
）
年
度
の
熱
中
症
対
策
、
25
（
令
和
7
）
年
度
か
ら
の

生
物
多
様
性
増
進
活
動
の
促
進
と
、
毎
年
の
よ
う
に
新
規

業
務
へ
の
挑
戦
を
重
ね
て
い
ま
す
（
図

5
）。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
将
来
像
は
全
部
長

が
参
加
し
て
作
っ
た
も
の
な
の
で
、
他

の
部
署
も
自
分
た
ち
が
主
役
で
あ
る

と
い
う
自
負
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が

あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。

米
原　
Ｆ
Ｓ
の
時
は
向
か
い
風
が
強

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
に
は
強
い
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が

吹
き
始
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
正
式
に

は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
再
生
材
の

使
用
計
画
の
策
定
を
義
務
付
け
る
こ

と
、
再
生
材
の
認
証
制
度
の
検
討
と

い
っ
た
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｉ
Ｐ
に
お
い
て
も
国
全
体
の
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
動
き
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
、
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図５　ＥＲＣＡの政策実施領域の拡大
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大学卒業後、マスコミ業界に就職。

結婚・出産を経て職場に復帰しました

が、長女が２歳を過ぎたころ、子育てと

仕事を両立できる職場で働き続けたい

と考えるようになり、ERCAに転職しま

した。これまでに５つの部署を経験し、

さまざまな業務を通してスキルを身に

付けることができました。特に、石綿

健康被害救済部では、健康被害に遭

われた方々に寄り添い、その方の立場

に立って考えられるようになりました。

今日まで仕事を続けられているのは、

上司 や 同僚の理 解があったからこそ

です。長 女が成人した時のひと言、

「ここまで育ててくれてありがとう」。

この言葉は今でも忘れられません。

❶ピアノ演奏　❷アボカド　❸ラフマニノフ「パガニーニの主題による狂詩曲 
第 18 変奏」❹田村で金、谷で金、ママになっても金（谷 亮子）

公
害
健
康
被
害
補
償
制
度
50
周
年
、

気
付
け
ば
私
も
50
周
年
。 

川
口 

佳
連
（
補
償
業
務
部
）

「担当が大島さんで本当によかった！」。

地 球環境基金部で、 民間団体への

資金助成や人材育成、組織強化など

を目的とした研修の企画立案と運営に

携わっていますが、 助成先の団体や

研修生からそう言ってもらえたことは

やはりうれしい思い出で、 仕事のやり

がいにつながっています。 また、 こう

した業 務 の中でさまざまなステーク

ホルダーの方と接してきたので、多角

的な視点から環境保全活動を捉えられ

るようになりました。 子どもの頃 「人

の役に立ちたい、社会に貢献したい」

という夢を持っていましたが、今、

環境 分 野 の 政 策 実 施 機 関 ERCA で

働くことで、その夢は実現したと思って

います。

❶地域防災・消防団活動　❷かぼちゃの種　❸島崎藤村作詞「椰子の実」
❹雨ニモマケズ（宮澤賢治）

仕
事
は
楽
し
く
♪ 

大
島 

圭
子
（
地
球
環
境
基
金
部
）

20代後半に中途採用で入職。志望動

機は、第 1 子が生まれ、この子の育つ

環 境に豊かな自然 を 残 したい ーー、

そんな思いから環境行政に携わること

を決意しました。なので、採用された

時は本当にうれしかったです。 経験し

た業務はこれまでに 9 部門。 組織内

外、国内外で多様な価値観を持つ多く

の方と触れ合うことができ、自分の考え

方もその中で成熟していったと思いま

す。ERCA 内部のことを言えば、とに

かく「人」。人柄 が良くどんなときも

前向きに頑張る姿勢を見ていつも元気

をもらっています。 ERCA30 周 年の

10 年後は私も 50 代後半になります

が、経験のないこと、前例のないこと

にもチャレンジしていきたいです。

❶横浜 Fマリノス　❷麺類　❸ bird「空の瞳」 ❹日々是好日（祖母）

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
、
全
力
前
進
。 

合
谷 

真
弓
（
熱
中
症
対
策
部
）

就職活動では、さまざまな会社説明会

に足を運びました。「人のためになる

仕事」をしたいと考えていたところ、

大学の就職支援センターから ERCA を

紹介されました。 利益を求めるのでは

なく、 人や環境のために仕事をする。

まさに希望通りでした。入職後、3 つ

の部署を経験。その後、約 2 年半の

育児休暇を取得しこの 4月に復帰した

ばかりです。少し不安でしたが、皆さん

今まで通り温かく接してくださいます。

仕事ではいくつも思い出がありますが、

特 に 補 償 業 務 部 に 配 属された時、

ERCAの仕事の重要性を再認識させら

れました。今はどんどん進化していく

ERCAとともに自分も成長していきたい、

そう思っています。また、ERCA では、

仕事と家庭を両立されている先輩方が

たくさんいらっしゃるので、皆さんを見習っ

ていきたいなと思っているところです。

❶お菓子作り　❷果物　❸映画「グレイテスト・ショーマン」❹初心を忘れ
ない、感謝する気持ちを忘れないこと（両親）

笑
顔
を
大
切
に
し
た
い
。  山
崎 

英
理
子
（
予
防
事
業
部
）

子どもの頃の夢は、地図をよく見てい

たので、 地理や地図に関わる仕事に

就くことでした。懐かしい思い出です。

ERCA に入る前は民間企業で長い間、

環境関連の仕事を担当していました

が、もっと深く関わりたいということで

入職した次第です。5 部門で都合 7 年

近くやってきましたが、国会議員事務所

へのアポ 取りや利害関係者の皆さま

からのご叱責など、今ではよき思い出

となった苦労話もあります。多くの人

と出会う中で、自分とは違う考え方や

価値観を認められるようになったので

はないかと思います。それから、自分

のことは差し置いてでも相手の話に耳

を傾ける、 ERCA にはそんな優しい人

が多いですね。

❶マウンテンバイク　❷辛いもの以外　❸ CHAGE and ASKA「ロケットの樹の
下で」❹ The stupid neither forgive nor forget; the naïve forgive and forget; 
the wise forgive but do not forget.　ー Thomas Szasz

よ
く
遊
び
、

よ
く
働
く
。

佐
古 

勇
策
（
熱
中
症
対
策
部
）
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❶ 趣味　❷ 好きな食べもの　
❸ 好きな音楽・映画・本　

❹ 心に残る言葉
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環境研究総合推進部の有期雇用の専

門調査員として入職し、その後正職員

となってからも同部門一筋です。 独立

行政法人といえば融通の利かない組

織と思われがちですが、 そんなことは

ありません。 創意工夫を惜しまない、

柔軟で素早く対応する職場です。 突

発的に発生する業務や未知のことに対

しても、 必要な知識と情報を集めて

乗り切る術を身につけられたと思いま

す。現在も担当業務は増加の一途を

たどっていますが、 自らのエフォートも

上限 100 の壁を越え、キャパシティー

を増やすべく努力しています。 また、

日々の生活においても、 常に刺激を

受け、「やりたいことを持ち続けること」

が大事だと考えています。

❶旅行　❷寿司　❸ Schroeder-Headz「Blue Bird」 ❹会議をしてはなら
ない〜結論は話し合う前から既に決まっている〜

エ
フ
ォ
ー
ト
２
０
０
％
の
男
。

塩
家 

翔
太
（
環
境
研
究
総
合
推
進
部
）

大学時代に植物の環境適応について

学んでおり、「環境」というキーワード

は常に身近にありました。 もちろん、

入職もその流れです。 入職後の一番

の思い出は、 公害健康被害予防事

業部で、 医療従事者向けに実施した

研修会です。 約 1 年にわたる講義や

グループワークでしたが、参加者同士

のネットワークが構築され、 ぜん息患

者さんへの指導方法を熱心に相談し

合う姿をよく見かけるようになりまし

た。担当者として関われたことをうれ

しく思うし、その中で自分も成長でき

たと思います。入職して 10 年にも満

たないのですが、その間にも新しい

業務が増え、ERCAが担う役割が変化

している点が面白いなと感じています｡

❶パン作り　❷寿司　❸赤い鳥「翼をください」❹人事を尽して天命を
待つ（両親）

も
っ
と
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
こ
と
を
知
り
た
い
。 

寺
田 

早
紀
（
財
務
部
）

JAXA といえば “ 宇宙 ” というイメージ

があるように 、10 年後には ERCA と

いえば “ 環境 ” と皆さんに知ってもら

える 組 織 になればうれしいですね。

入職のきっかけは、 大学で環境保全

を学んでいたこと。 就職に際していろ

いろ調べましたが、 環境に関わる仕事

であり、働き方も自分の希望に合って

いたので ERCA に決めました。 JST（国

立研究開発法人科学技術振興機構）

への出向も経験させていただき、 大変

勉強になっています。これからの働き

方については、単に労働時間を減らす

のではなく、効率的に業務を行えるよ

う体制を整え、プライベートの時間も

確保したメリハリのある生活ができれ

ばと思っています。

❶漫画を読むこと　❷カステラ　❸星新一のショートショートシリーズ　
❹特になし

ワ
ク
ワ
ク
を
選
び
た
い
！

渡
邉 

恭
子
（
環
境
研
究
総
合
推
進
部
）

入職は、 就職情報サイトで ERCA の

ことを知ったのがきっかけ。環境問題

に興味があり、出産・子育てをしなが

ら長期的にキャリアが積めそうな就職

先を探していたので、見つけた時は体

中に電気が流れるような感じでした。

いろいろな部署を経験しましたが、 地

球環境基金課に所属していた頃の「地

球環境基金 20 周年あり方検討会」

の印象が強いですね。 地球環境基金

のこれまでの総括と将来の方向性を話

し合う検討会で、メンバーと熱く語り

合ったものです。その話し合った内容

を実際の業務（振興事業（研修等））

で形にできたときは、とても嬉しかった

です。こうした経験を生かし、今年度

からは総務課で機構全体の研修業務

も担当することになりました。 川崎駅

から徒歩 3 分！デッキがあるので雨に

濡れずに出社できるオフィスで頑張っ

ています。

❶お酒　❷ポテト　❸桑田佳祐「波乗りジョニー」❹あきらめたらそこで
試合終了ですよ（漫画『SLAM DUNK』安西先生の台詞）

伸
び
し
ろ
“
し
か
”な
い
！ 

石
上 

恵
梨
子
（
総
務
部
）小さい頃、 森林保全に関心がありま

したが、 虫全般が苦手で断念。 大学

では環境法を専攻し、 環境保全分野

に進みたいと思っていましたが、 理系

分野 の 求人が多くなかなか仕事が見

つかりませんでした。そんな中、求職

サイトで ERCAを見つけ入職。これま

で、石綿健康被害救済部と予防事業

部 で 約 10 年業務 に 携わっており、

セミナーや研修会を全国各地で開催。

参加者から「ありがとう」と声を掛けて

をいただくこともあり、実際に足を運ぶ

ことの重要性を実感しています。 個人

的には 、子どもが生れてから週 5 日

約 8 時間という勤務スタイルが難しく

なりましたが、テレワークなどの制度

が整備され助かっています。

❶旅行　❷チョコレート　❸映画「ミュウツーの逆襲」❹万物は流転する

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
事
に
。

（
石
綿
健
康
被
害
救
済
部
）
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事業スキーム

出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

公害健康被害補償業務

公害健康被害者を迅速かつ公
正に保護するため、民事責任
を踏まえて汚染原因者の費用
負担により、補償給付等を行う
業務（S49 年より）

出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

承継業務

旧環境事業団から承継した債権の管理・
回収（H16 年より）

出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

公害健康被害予防事業

大気汚染の原因者である事業者
等から拠出された拠出金と国か
らの出資金による基金の運用益
により、大気汚染の影響による
健康被害を予防するための事業
を実施（S63 年より）

国
機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

都
道
府
県
、
政
令
市

（
区
）

石綿健康被害救済業務

出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

石綿による健康被害の迅速な救済
を図るため、石綿により指定疾病に
かかった方及び石綿による疾患に起
因して死亡した方の遺族に対し、医
療 費、 特 別 遺 族 弔 慰 金 等を支 給

（H18 年より）
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出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

最終処分場維持管理積立金管理業務

特定廃棄物最終処分場の
設置者が、処分場の埋立
終了後、その維持管理に
必要となる費用を埋立期
間中に積み立て、機構が
これを管理（H10 年より）

出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

ＰＣＢ廃棄物処理助成業務 国、都道府県からの補助金等からなる PCB 廃棄物処理基金により、中小企業者
等が保管する PCB 廃棄物の処理に係る費用を軽減（H13 年より）

環境保全研究・
技術開発業務

出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

環境省の行政ニーズに基
づき、研究機関の能力を
活用して行う、環境の保全
に関する研究及び技術開
発等を実施（H28 年より）

熱中症対策業務

出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

2030 年までに熱中症による死亡者数を現状から半減
する政府目標を達成するため、情報の整理・分析等を
行うことや、地域における熱中症対策推進の支援、研修等
を実施（R６年より）

地球環境基金事業

出えん金

処理
委託国、都道府県

産業界等

助成

中間貯蔵・環境安全事業㈱
軽軽減減事事業業
ＰＣＢ廃棄物処理
振振興興事事業業

環境状況監視・測定・評価、安全性確保
に係る研修及び研究費用等
代代執執行行支支援援事事業業
都道府県が行う費用代執行に係る費用

中小企
業者等

補助金

助成

PCB廃棄物
処理基金

約225億円

埋立終了後、維持管理費用に充当

埋立期間中、維持管理積立金を積み立てる

維持管理積立金

都道府県知事

最終
処分場
設置者維持管理積立金の額を算定・通知する

約1,306億円

・運用益

・運営費
交付金

国

個人・

企業等

地

球

環

境

基

金

出

資

寄

付

助成事業
国内外の民間団体が行う環境保全活動への助成

振興事業
民間団体が行う環境保全活動の振興に必要な調
査研究、研修、情報提供等

約142億円

約6.1億円

約0.7億円

○旧環境事業団における建設譲渡事業等の債権回収

・令和6年3月末債権残高 約7億円

うち正常債権以外の債権残高 約3億円

・令和5年度債権回収額 約6億円

国

環
境
再
生
保
全
機
構

運営費
交付金

委委託託費費

- 環境問題対応型研究
- 戦略的研究開発

- 革新型研究開発
約48億円

競争的研究費

委委託託費費

サーキュラー
エコノミーシ

ステムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の研究推進法人業務を実施

（令和5年より）
SIP研究費

約14億円

補補助助金金

- 研究事業
- 次世代事業

＜環境研究総合推進業務＞

環境再生保全
機構

環境省

＜SIP推進業務＞

内閣府

移替 運営費交付金

令令和和５５年年度度期期末末
※R6.2月時点

国

熱熱中中症症警警戒戒情情報報等等のの前前提提ととななるる
情情報報(暑暑ささ指指数数ななどど)のの整整理理･･分分析析･･提提供供

地地域域モモデデルル事事業業

熱熱中中症症対対策策にに関関すするる研研修修事事業業

-地域対面研修
⁻オンライン研修
- eラーニング

運営費
交付金

環環
境境
再再
生生
保保
全全
機機
構構約2.3億円

（患者数：28,074人令和５年３月末）

ばい煙発生施設等設置者

国（自動車重量税収の一部）

特定施設等設置者

環
境
再
生
保
全
機
構

都
道
府
県
1
政
令
市

5
区
7

被

認

定

者

汚染負荷量
賦課金の納付

交 付

特定賦課金の納付

納 付
補償給付
の支給等

約315億円

（令和５年３
月）

医学的判定を要する
事項について

判定の通知判定の申出

特別拠出金
（特別事業主）

認定・給付

認定申請
・給付請求

交付金

意見を聴く

意見具申

環境大臣
中央環境
審議会

石綿健康被害
救済基金

石綿による健康被
害者及び遺族など

一般拠出金
（労災保険適用事業主） 事業主

労災システム
（厚生労働大臣）

認定累計数：19,181人

政府交付金
国

約750億円

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

国 環境再生保全機構 機構が実施、地方公共団
体が行う事業に対する助成

約２億円

補助金

○自立支援型公害健康被害予防事業

約2.0億円

・運用益

大気の汚染に関連のある事
業活動を行う者

国

公
害
健
康
被
害
予
防
基
金

機構が自ら行うもの
・調査研究

・知識の普及
・研修

地方公共団体が行うもの
・計画作成

・健康相談、健康診査、

機能訓練
・施設等整備

拠 出

出 資

約450億円

約0.9億円

約1.5億円

大気汚染の原因物質を排出
する施設を設置する事業者

国（公害保健福祉事業費の一部）
補 助

約2.0億円

（令和4年度期末残高）（令和6年3月31日現在）

国からの出資金と広く国民か
らの寄付金により基金を造成
し、この運用益と国からの運
営費交付金により、国内外
の民間団体（NGO・NPO）
の活動を支援（H5 年より）

環
境
再
生
保
全
機
構
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理事長

理事

理事

理事

監事

監事

（非常勤）

田中健次

2004.4.1～2008.3.31

大坪健雄

2004.4.1～2006.6.26

邊見敬三郎

2004.4.1～2006.7.21

田勢修也

2006.7.10～2008.9.30

斉藤照夫

2008.10.1～2010.3.31

諏訪　茂

2006.7.22～2009.6.30

太田　進

2010.4.1～2012.3.31

栗山俊勝

2012.4.1～
2014.3.31

田中勝英

2018.4.1～
2020.3.31

福山賢一

2024.4.1～

大下　正

2024.6.26～

武川明夫

2010.10.1～2014.9.30

今井辰三

2010.4.1～2014.3.31

佐野郁夫

2014.4.1～2018.3.31

廣木雅史

2018.4.1～2020.7.31

田中良典

2022.4.1～

川上　毅

2020.8.1～2022.3.31

笠井　洋

2014.10.1～2018.9.30

藏重徹雄

2014.4.1～2018.3.31

真下秀明

2020.4.1～2024.3.31

斎藤　仁

2016.4.1～2024.6.25

野口貴雄

2009.4.1～2016.3.31

沼野伸生

2010.4.1～2014.9.30

生田美弥子

2014.10.1～

伊藤一秀

2004.4.1～2009.3.31

浅野一麿

2004.4.1～2008.3.31

日置和弘

2008.4.1～2010.3.31

永見泰宏

2018.10.1～2022.9.30

渡辺昭司

2006.6.27～
2008.3.31

平井敏文

2004.7.6～2006.7.9

長尾
梅太郎

2004.4.1～
2004.6.30

坂井義章

2009.7.1～
2010.3.31

冨岡　悟

2008.4.1～
2010.3.31

坂田貴彦

2022.10.1～

湊　亮策

2008.4.1～2012.3.31

福井光彦

2012.4.1～2019.3.31

小辻智之

2019.4.1～2024.3.31

飯塚　智

2024.4.1～

2004年度

H16

2005年度

H17

2006年度

H18

2007年度

H19

2008年度

H20

2009年度

H21

2010年度

H22

2011年度

H23

2012年度

H24

2013年度

H25

2014年度

H26

2015年度

H27

2016年度

H28

2017年度

H29

2018年度

H30

2019年度

R1

2020年度

R2

2021年度

R3

2022年度

R4

2023年度

R5

2024年度

R6

事業収入額

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

Ⅰ

国民に対して提供するサー

ビスその他の業務の質の向

上に関する事項

A A A A A A A A A A A A B B B B B B B B B A A A A A

Ⅱ

業務運営の効率化に関する

事項

A A A B A A A A A A A A B B B B B B B B B B B B B B

Ⅲ

財務内容の改善に関する事

項

A A A A A A A A A A A A B B B B B B B B B B A A A A

Ⅳ

その他業務運営に関する重

要事項

A A A A A A A A A A A A B B B B B B B B B B A A A A

総合評価 A A A A A A A A A A A A B B B B B B B B B A A A A A

第１期中期計画 第２期中期計画 第４期中期計画第３期中期計画

第１期 第２期 第3期見込評価 見込評価 第4期

資料集　主要成果グラフ・統計

● 歴代役員名簿

● 大臣評価推移
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理事長

理事

理事

理事

監事

監事

（非常勤）

田中健次

2004.4.1～2008.3.31

大坪健雄

2004.4.1～2006.6.26

邊見敬三郎

2004.4.1～2006.7.21

田勢修也

2006.7.10～2008.9.30

斉藤照夫

2008.10.1～2010.3.31

諏訪　茂

2006.7.22～2009.6.30

太田　進

2010.4.1～2012.3.31

栗山俊勝

2012.4.1～
2014.3.31

田中勝英

2018.4.1～
2020.3.31

福山賢一

2024.4.1～

大下　正

2024.6.26～

武川明夫

2010.10.1～2014.9.30

今井辰三

2010.4.1～2014.3.31

佐野郁夫

2014.4.1～2018.3.31

廣木雅史

2018.4.1～2020.7.31

田中良典

2022.4.1～

川上　毅

2020.8.1～2022.3.31

笠井　洋

2014.10.1～2018.9.30

藏重徹雄

2014.4.1～2018.3.31

真下秀明

2020.4.1～2024.3.31

斎藤　仁

2016.4.1～2024.6.25

野口貴雄

2009.4.1～2016.3.31

沼野伸生

2010.4.1～2014.9.30

生田美弥子

2014.10.1～

伊藤一秀

2004.4.1～2009.3.31

浅野一麿

2004.4.1～2008.3.31

日置和弘

2008.4.1～2010.3.31

永見泰宏

2018.10.1～2022.9.30

渡辺昭司

2006.6.27～
2008.3.31

平井敏文

2004.7.6～2006.7.9

長尾
梅太郎

2004.4.1～
2004.6.30

坂井義章

2009.7.1～
2010.3.31

冨岡　悟

2008.4.1～
2010.3.31

坂田貴彦

2022.10.1～

湊　亮策

2008.4.1～2012.3.31

福井光彦

2012.4.1～2019.3.31

小辻智之

2019.4.1～2024.3.31

飯塚　智

2024.4.1～

2004年度

H16

2005年度

H17

2006年度

H18

2007年度

H19

2008年度

H20

2009年度

H21

2010年度

H22

2011年度

H23

2012年度

H24

2013年度

H25

2014年度

H26

2015年度

H27

2016年度

H28

2017年度

H29

2018年度

H30

2019年度

R1

2020年度

R2

2021年度

R3

2022年度

R4

2023年度

R5

2024年度

R6

事業収入額

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

Ⅰ

国民に対して提供するサー

ビスその他の業務の質の向

上に関する事項

A A A A A A A A A A A A B B B B B B B B B A A A A A

Ⅱ

業務運営の効率化に関する

事項

A A A B A A A A A A A A B B B B B B B B B B B B B B

Ⅲ

財務内容の改善に関する事

項

A A A A A A A A A A A A B B B B B B B B B B A A A A

Ⅳ

その他業務運営に関する重

要事項

A A A A A A A A A A A A B B B B B B B B B B A A A A

総合評価 A A A A A A A A A A A A B B B B B B B B B A A A A A

第１期中期計画 第２期中期計画 第４期中期計画第３期中期計画

第１期 第２期 第3期見込評価 見込評価 第4期

注：2014年度に評価制度が見直され、評価基準が変更された。
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第5期中期計画
2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
H16 H17 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

役員(非常勤含む） 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
職員 114 116 154 152 146 145 145 144 143 142 140 140 144 148 148 148 148 148 148 161 169

4.1　総務部
総務課

企画課

10.1　情報システム課
7.1　監査室

4.1　経理部 11.1　財務部 10.1　財務課 4.1　財務課
経理課 10.1　経理課

11.1　債権管理課 10.1　債権管理回収課
11.1　債権回収課

4.1　事業管理部
企画調整課

債権管理課 4.1　債権管理課
債権回収課

財務資金課 3.31廃止
4.1　環境緑地課 3.31廃止

4.1　環境緑地部
企画調整課　

緑地業務課

造園施設課

技術調査課

4.1　補償業務部

管理徴収課 4.1　調査管理課
調査課

4.1　予防事業部
管理課

事業課 7.1　環境保健課 8.1　事業課
助成課 7.1　環境改善課

4.1　地球環境基金部
企画振興課 4.1　基金管理課
廃棄物基金課

　　　　3.15　石綿健康被害救済部

4.1　資金管理課 7.1　情報業務課

10.1　環境研究総合推進部
研究管理課

研究推進課

4.1　熱中症対策部
熱中症情報管理課

地域熱中症対策課

4.1　大阪支部
6.30廃止

4.1　建設事務所
山形建設事務所 3.31廃止
富山建設事務所 3.31廃止
和歌山建設事務所 3.31廃止
富士建設事務所 3.31廃止

※作図の関係上、組織の順序は組織規程と一致しない。

会計課

業務課

第４期中期計画第１期中期計画 第３期中期計画

H18

第２期中期計画

4.1　SIP推進課

4.1　企画調整課

4.1　申請課
4.1　給付課

地球環境基金課

● 組織人員推移

※人員は期末時点の数値。2024年度についてのみ期初時点の数値。
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第5期中期計画
2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
H16 H17 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

役員(非常勤含む） 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
職員 114 116 154 152 146 145 145 144 143 142 140 140 144 148 148 148 148 148 148 161 169

4.1　総務部
総務課

企画課

10.1　情報システム課
7.1　監査室

4.1　経理部 11.1　財務部 10.1　財務課 4.1　財務課
経理課 10.1　経理課

11.1　債権管理課 10.1　債権管理回収課
11.1　債権回収課

4.1　事業管理部
企画調整課

債権管理課 4.1　債権管理課
債権回収課

財務資金課 3.31廃止
4.1　環境緑地課 3.31廃止

4.1　環境緑地部
企画調整課　

緑地業務課

造園施設課

技術調査課

4.1　補償業務部

管理徴収課 4.1　調査管理課
調査課

4.1　予防事業部
管理課

事業課 7.1　環境保健課 8.1　事業課
助成課 7.1　環境改善課

4.1　地球環境基金部
企画振興課 4.1　基金管理課
廃棄物基金課

　　　　3.15　石綿健康被害救済部

4.1　資金管理課 7.1　情報業務課

10.1　環境研究総合推進部
研究管理課

研究推進課

4.1　熱中症対策部
熱中症情報管理課

地域熱中症対策課

4.1　大阪支部
6.30廃止

4.1　建設事務所
山形建設事務所 3.31廃止
富山建設事務所 3.31廃止
和歌山建設事務所 3.31廃止
富士建設事務所 3.31廃止

※作図の関係上、組織の順序は組織規程と一致しない。

会計課

業務課

第４期中期計画第１期中期計画 第３期中期計画

H18

第２期中期計画

4.1　SIP推進課

4.1　企画調整課

4.1　申請課
4.1　給付課

地球環境基金課

第5期中期計画
2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
H16 H17 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

役員(非常勤含む） 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
職員 114 116 154 152 146 145 145 144 143 142 140 140 144 148 148 148 148 148 148 161 169

4.1　総務部
総務課

企画課

10.1　情報システム課
7.1　監査室

4.1　経理部 11.1　財務部 10.1　財務課 4.1　財務課
経理課 10.1　経理課

11.1　債権管理課 10.1　債権管理回収課
11.1　債権回収課

4.1　事業管理部
企画調整課

債権管理課 4.1　債権管理課
債権回収課

財務資金課 3.31廃止
4.1　環境緑地課 3.31廃止

4.1　環境緑地部
企画調整課　

緑地業務課

造園施設課

技術調査課

4.1　補償業務部

管理徴収課 4.1　調査管理課
調査課

4.1　予防事業部
管理課

事業課 7.1　環境保健課 8.1　事業課
助成課 7.1　環境改善課

4.1　地球環境基金部
企画振興課 4.1　基金管理課
廃棄物基金課

　　　　3.15　石綿健康被害救済部

4.1　資金管理課 7.1　情報業務課

10.1　環境研究総合推進部
研究管理課

研究推進課

4.1　熱中症対策部
熱中症情報管理課

地域熱中症対策課

4.1　大阪支部
6.30廃止

4.1　建設事務所
山形建設事務所 3.31廃止
富山建設事務所 3.31廃止
和歌山建設事務所 3.31廃止
富士建設事務所 3.31廃止

※作図の関係上、組織の順序は組織規程と一致しない。

会計課

業務課

第４期中期計画第１期中期計画 第３期中期計画

H18

第２期中期計画

4.1　SIP推進課

4.1　企画調整課

4.1　申請課
4.1　給付課

地球環境基金課
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第１期中期計画 第２期中期計画 第３期中期計画 第４期中期計画

2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

運営費交付金 31 27 24 24 22 21 20 19 18 15 17 17 18 67 66 71 68 67 69 83

国等からの補助金 110 84 83 80 79 79 73 63 32 31 16 16 16 18 17 3 2 5 5 5

その他の政府交付金 125 507 115 184 179 195 196 182 177 176 123 120 119 116 114 114 114 112 110 110

業務収入 960 923 733 718 667 601 568 546 521 505 453 453 400 385 359 340 326 297 278 252

環境再生保全機構債券 70 50 50 50 50 50 50 50 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

長期借入金 10 5 61 65 43 60 20 0 28 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の収入 28 35 43 49 25 23 23 19 18 18 17 15 15 14 14 13 13 13 14 15

収　入　合　計 1,335 1,630 1,109 1,170 1,066 1,030 950 879 794 745 625 621 567 600 571 542 523 493 477 464

第１期中期計画 第２期中期計画 第３期中期計画 第４期中期計画

2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

業務経費 693 631 659 608 652 581 551 540 536 515 494 486 473 516 509 501 481 520 465 451

　公害健康被害補償
予防業務 637 612 586 564 593 510 496 482 464 450 431 420 405 396 386 374 353 340 323 315

　基金業務 8 8 7 10 15 19 22 25 34 32 31 32 29 29 31 30 37 77 40 22

　承継業務 47 9 5 2 2 2 2 2 1 1 0 2 1 2 1 0 0 1 1 0

　石綿健康被害救済業
務 ー 1 60 31 41 51 31 32 38 33 30 35 36 39 43 44 39 51 50 50

　環境保全研究・技
術開発業務 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ― ― 1 49 48 53 52 51 52 64

人件費 15 14 16 16 15 13 12 12 12 10 11 13 12 13 13 13 12 13 12 14

一般管理費 7 6 6 6 6 5 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 6 6 7

借入金償還等 576 516 475 411 334 350 271 219 197 140 88 92 50 ― ― ― ― ― ― ―

その他支出 2 18 24 28 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 1 1

支　出　合　計 1,293 1,186 1,181 1,069 1,007 970 838 775 751 670 597 596 540 534 527 518 498 539 484 473

（注）端数処理の関係で合計が合わない場合がある

（注）端数処理の関係で合計が合わない場合がある

（単位：億円）

（単位：億円）

● ERCA20年間の事業費推移
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第１期中期計画 第２期中期計画 第３期中期計画 第４期中期計画

2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

運営費交付金 31 27 24 24 22 21 20 19 18 15 17 17 18 67 66 71 68 67 69 83

国等からの補助金 110 84 83 80 79 79 73 63 32 31 16 16 16 18 17 3 2 5 5 5

その他の政府交付金 125 507 115 184 179 195 196 182 177 176 123 120 119 116 114 114 114 112 110 110

業務収入 960 923 733 718 667 601 568 546 521 505 453 453 400 385 359 340 326 297 278 252

環境再生保全機構債券 70 50 50 50 50 50 50 50 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

長期借入金 10 5 61 65 43 60 20 0 28 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の収入 28 35 43 49 25 23 23 19 18 18 17 15 15 14 14 13 13 13 14 15

収　入　合　計 1,335 1,630 1,109 1,170 1,066 1,030 950 879 794 745 625 621 567 600 571 542 523 493 477 464

第１期中期計画 第２期中期計画 第３期中期計画 第４期中期計画

2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

業務経費 693 631 659 608 652 581 551 540 536 515 494 486 473 516 509 501 481 520 465 451

公害健康被害補償
予防業務 637 612 586 564 593 510 496 482 464 450 431 420 405 396 386 374 353 340 323 315

　基金業務 8 8 7 10 15 19 22 25 34 32 31 32 29 29 31 30 37 77 40 22

　承継業務 47 9 5 2 2 2 2 2 1 1 0 2 1 2 1 0 0 1 1 0

石綿健康被害救済
業務 ー 1 60 31 41 51 31 32 38 33 30 35 36 39 43 44 39 51 50 50

環境保全研究・技術
開発業務 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ― ― 1 49 48 53 52 51 52 64

人件費 15 14 16 16 15 13 12 12 12 10 11 13 12 13 13 13 12 13 12 14

一般管理費 7 6 6 6 6 5 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 6 6 7

借入金償還等 576 516 475 411 334 350 271 219 197 140 88 92 50 ― ― ― ― ― ― ―

その他支出 2 18 24 28 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 1 1

支　出　合　計 1,293 1,186 1,181 1,069 1,007 970 838 775 751 670 597 596 540 534 527 518 498 539 484 473

事業支出額

事業収入額
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● 環境研究総合推進費

２．予算規模別課題数

１．分野別予算額（事務経費を除く）

環境研究総合推進費 

１．分野別予算額（事務経費を除く） 

 

２．予算規模別課題数 

 

116,777 95,280 92,401 77,456 84,261 75,814 73,016 

67,529 
59,119 69,694 

63,952 58,040 55,038 55,051 

79,710 

52,482 52,250 
46,119 55,005 64,615 70,718 

88,116 

82,407 
106,032 

89,985 82,961 63,700 46,980 

27,100 

31,112 

49,155 
73,059 74,690 92,239 105,234 

26,676 

48,584 67,987 47,301 38,574 36,821 
111,061 

86,006 88,477 
89,088 88,466 92,388 94,726 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

安全確保領域 ⾃然共⽣領域 資源循環領域

気候変動領域（低炭素領域） 統合領域 戦略的研究開発プロジェクト（Ⅱ）

戦略的研究開発プロジェクト（Ⅰ） 戦略的研究開発

5 6 5 7 3 3 30 3 4 5 6 5 5
30 21 22 9 3 4 4

66
63

76
81 98

82 75

22
16

9 12
8

24 30

22

25

35 45 44 43 50

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

1億円以上 8千万円〜1億円未満 4千万円〜6千万円未満

2千万円〜4千万円未満 1千万円〜2千万円未満 1千万円未満

単位︓件 

単位︓万円 

環境研究総合推進費 

１．分野別予算額（事務経費を除く） 

 

２．予算規模別課題数 

 

116,777 95,280 92,401 77,456 84,261 75,814 73,016 

67,529 
59,119 69,694 

63,952 58,040 55,038 55,051 

79,710 

52,482 52,250 
46,119 55,005 64,615 70,718 

88,116 

82,407 
106,032 

89,985 82,961 63,700 46,980 

27,100 

31,112 

49,155 
73,059 74,690 92,239 105,234 

26,676 

48,584 67,987 47,301 38,574 36,821 
111,061 

86,006 88,477 
89,088 88,466 92,388 94,726 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

安全確保領域 ⾃然共⽣領域 資源循環領域

気候変動領域（低炭素領域） 統合領域 戦略的研究開発プロジェクト（Ⅱ）

戦略的研究開発プロジェクト（Ⅰ） 戦略的研究開発

5 6 5 7 3 3 30 3 4 5 6 5 5
30 21 22 9 3 4 4

66
63

76
81 98

82 75

22
16

9 12
8

24 30

22

25

35 45 44 43 50

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

1億円以上 8千万円〜1億円未満 4千万円〜6千万円未満

2千万円〜4千万円未満 1千万円〜2千万円未満 1千万円未満

単位︓件 

単位︓万円 

単位：万円
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４．応募件数

３．代表者所属機関数

 
３．代表者所属機関数 

 

４．応募件数 

 

6 4 4 3 3 8 8
5 6 7 7 6 4 5

91
79

97
111 116 109 112

43

45

43
38 37 40

42
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単位︓件 

 
３．代表者所属機関数 

 

４．応募件数 
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単位：件
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1.助成件数の推移

地球環境基金事業 

助成件数の推移 

 

助成金額の推移 

 

138 136 
115 125 

153 
136 126 

143 146 149 156
169 177 174

160 150 140
156

136 131

7 9 

7 
5 

8 

5 
6 

6 10 11 
11

6
9 11

15
17

16

15

13
11

58 57 

48 
44 

44 

27 
21 
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34 29 

30
31

34 36
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30
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19
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8

H1
9
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0
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1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0 R1 R2 R3 R4 R5

イ案件:国内⺠間団体による開発途上地域の環境保全のための活動

ロ案件:海外⺠間団体による開発途上地域の環境保全のための活動
ハ案件:国内⺠間団体による国内の環境保全のための活動

（件）

（年度）

446 438 
353 

402 
486 

396 
359 394 

450 430 464 473 476 449 427 434
352

409 398 377

22 31 

23 

16 

24 

14 
17 

17 

31 
34 

34 20 26
32 45 55

51

53 45
46

247 235 

203 
175 

168 

103 
88 

103 
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105 104 116
120 118 114
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82 104
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8
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イ案件:国内⺠間団体による開発途上地域の環境保全のための活動

ロ案件:海外⺠間団体による開発途上地域の環境保全のための活動
ハ案件:国内⺠間団体による国内の環境保全のための活動

（年度）

（百万円）

地球環境基金事業 

助成件数の推移 

 

助成金額の推移 

 

138 136 
115 125 

153 
136 126 

143 146 149 156
169 177 174

160 150 140
156

136 131

7 9 

7 
5 

8 

5 
6 

6 10 11 
11

6
9 11

15
17

16

15

13
11
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48 
44 

44 
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イ案件:国内⺠間団体による開発途上地域の環境保全のための活動

ロ案件:海外⺠間団体による開発途上地域の環境保全のための活動
ハ案件:国内⺠間団体による国内の環境保全のための活動

（件）

（年度）

446 438 
353 

402 
486 

396 
359 394 

450 430 464 473 476 449 427 434
352

409 398 377

22 31 

23 

16 

24 

14 
17 

17 

31 
34 
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イ案件:国内⺠間団体による開発途上地域の環境保全のための活動

ロ案件:海外⺠間団体による開発途上地域の環境保全のための活動
ハ案件:国内⺠間団体による国内の環境保全のための活動

（年度）

（百万円）

● 地球環境基金事業

2.助成金額の推移
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3.地球環境基金の造成状況地球環境基金の造成状況 

 

 

若手プロジェクトリーダー研修修了生実績 

 

※9期生及び 10 期生については令和 6年度現在において研修受講中 

 

全国ユース環境活動発表大会参加校実績 

 

94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94
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5.全国ユース環境活動発表大会参加校実績

地球環境基金の造成状況 

 

 

若手プロジェクトリーダー研修修了生実績 

 

※9期生及び 10 期生については令和 6年度現在において研修受講中 

 

全国ユース環境活動発表大会参加校実績 

 

94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94
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4.若手プロジェクトリーダー研修修了生実績

地球環境基金の造成状況 

 

 

若手プロジェクトリーダー研修修了生実績 

 

※9期生及び 10 期生については令和 6年度現在において研修受講中 

 

全国ユース環境活動発表大会参加校実績 

 

94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94
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※9期生及び10期生については令和6年度現在において研修受講中
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公害健康被害補償業務 

 

汚染負荷量賦課金申告件数及び申告額の年度別推移 

 

旧第一種地域 被認定者数の年度別推移 

 

● 公害健康被害補償業務

2.旧第一種地域 被認定者数の年度別推移

公害健康被害補償業務 

 

汚染負荷量賦課金申告件数及び申告額の年度別推移 

 

旧第一種地域 被認定者数の年度別推移 

 

1.汚染負荷量賦課金申告件数及び申告額の年度別推移
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旧第一種地域 補償給付費納付金の年度別推移 

 

 

旧第一種地域 公害保健福祉事業費納付金の年度別推移 

 

 

 
※ 公害保健福祉事業費納付金は、納付対象総事業費の 3/4 の額であり、残りの 1/4 の額は地方公共団体の負担である。  

3.旧第一種地域 補償給付費納付金の年度別推移

 

旧第一種地域 補償給付費納付金の年度別推移 

 

 

旧第一種地域 公害保健福祉事業費納付金の年度別推移 

 

 

 
※ 公害保健福祉事業費納付金は、納付対象総事業費の 3/4 の額であり、残りの 1/4 の額は地方公共団体の負担である。  

4.旧第一種地域 公害保健福祉事業費納付金の年度別推移

※公害保健福祉事業費納付金は、納付対象総事業費の3/4の額であり、残りの1/4の額は地方公共団体の負担である。 
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公害健康被害予防事業 

助成金交付額 

ソフト３事業参加人数

682,049 

521,187 
508,072 
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1.助成金交付額

2.ソフト３事業参加人数

● 公害健康被害予防事業
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予防事業研修受講者数 
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4.講演会・講習会参加者数（環境保健分野）
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● 石綿健康被害救済業務石綿健康被害救済業務 

 

（１）受付状況（平成 18 年度～令和 5年度）累計 
 

中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

療養者 12,630 3,598 541 626 284 17,679 

未申請死亡者遺族 2,142 813 157 110 62 3,284 

施行前死亡者遺族 3,767 711 68 16 77 4,639 

計 18,539 5,122 766 752 423 25,602 

 

（２）認定等状況（平成 18 年度～令和 5年度）累計 

① 療養者 

  中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

認定 10,823 2,244 43 229 - 13,339 

不認定＊1 793 1,003 432 440 114 2,782 

取下げ＊2 734 356 17 14 71 1,192 

判定保留により追加補足 

資料提出依頼中 

65 49 0 5 - 119 

環境省にて判定中  

(申出済) 

122 32 9 5 - 168 

計 12,537 3,684 501 693 185 17,600 

＊1 中皮腫、肺がん、石綿肺、びまん性胸膜肥厚に分類されているものは、環境大臣の判定に基づくもの。それ以外の理由（書類不備等）で不認定

としたものは、その他に分類。＊2 主な理由：労災保険等支給、医学的資料が整わない。      

 

② 未申請死亡者遺族 

  中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

認定 1,633 479 8 39 - 2,159 

不認定＊3 388 312 130 88 3 921 

取下げ＊4 55 36 4 1 2 98 

判定保留により追加補足 

資料提出依頼中 

32 24 0 0 - 56 

環境省にて判定中  

(申出済) 

20 5 4 0 - 29 

計 2,128 856 146 128 5 3,263 

＊3 中皮腫、肺がん、石綿肺、びまん性胸膜肥厚に分類されているものは、環境大臣の判定に基づくもの。 それ以外の理由(書類不備等)で不認定

としたものは、その他に分類。 ＊4  主な理由：労災保険等支給、優先請求順位者が別に存在、医学的資料が整わない。  

   

 

③ 施行前死亡者遺族 

（１）受付状況（平成18年度～令和5年度）累計

（２）認定等状況（平成18年度～令和5年度）累計
①　療養者

石綿健康被害救済業務 

 

（１）受付状況（平成 18 年度～令和 5年度）累計 
 

中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

療養者 12,630 3,598 541 626 284 17,679 

未申請死亡者遺族 2,142 813 157 110 62 3,284 

施行前死亡者遺族 3,767 711 68 16 77 4,639 

計 18,539 5,122 766 752 423 25,602 

 

（２）認定等状況（平成 18 年度～令和 5年度）累計 

① 療養者 

  中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

認定 10,823 2,244 43 229 - 13,339 

不認定＊1 793 1,003 432 440 114 2,782 

取下げ＊2 734 356 17 14 71 1,192 

判定保留により追加補足 

資料提出依頼中 

65 49 0 5 - 119 

環境省にて判定中  

(申出済) 

122 32 9 5 - 168 

計 12,537 3,684 501 693 185 17,600 

＊1 中皮腫、肺がん、石綿肺、びまん性胸膜肥厚に分類されているものは、環境大臣の判定に基づくもの。それ以外の理由（書類不備等）で不認定

としたものは、その他に分類。＊2 主な理由：労災保険等支給、医学的資料が整わない。      

 

② 未申請死亡者遺族 

  中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

認定 1,633 479 8 39 - 2,159 

不認定＊3 388 312 130 88 3 921 

取下げ＊4 55 36 4 1 2 98 

判定保留により追加補足 

資料提出依頼中 

32 24 0 0 - 56 

環境省にて判定中  

(申出済) 

20 5 4 0 - 29 

計 2,128 856 146 128 5 3,263 

＊3 中皮腫、肺がん、石綿肺、びまん性胸膜肥厚に分類されているものは、環境大臣の判定に基づくもの。 それ以外の理由(書類不備等)で不認定

としたものは、その他に分類。 ＊4  主な理由：労災保険等支給、優先請求順位者が別に存在、医学的資料が整わない。  

   

 

③ 施行前死亡者遺族 

＊1  中皮腫、肺がん、石綿肺、びまん性胸膜肥厚に分類されているものは、環境大臣の判定に基づくもの。それ以外の理由（書類不備等）で不認定としたものは、
その他に分類。

＊2  主な理由：労災保険等支給、医学的資料が整わない。 

石綿健康被害救済業務 

 

（１）受付状況（平成 18 年度～令和 5年度）累計 
 

中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

療養者 12,630 3,598 541 626 284 17,679 

未申請死亡者遺族 2,142 813 157 110 62 3,284 

施行前死亡者遺族 3,767 711 68 16 77 4,639 

計 18,539 5,122 766 752 423 25,602 

 

（２）認定等状況（平成 18 年度～令和 5年度）累計 

① 療養者 

  中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

認定 10,823 2,244 43 229 - 13,339 

不認定＊1 793 1,003 432 440 114 2,782 

取下げ＊2 734 356 17 14 71 1,192 

判定保留により追加補足 

資料提出依頼中 

65 49 0 5 - 119 

環境省にて判定中  

(申出済) 

122 32 9 5 - 168 

計 12,537 3,684 501 693 185 17,600 

＊1 中皮腫、肺がん、石綿肺、びまん性胸膜肥厚に分類されているものは、環境大臣の判定に基づくもの。それ以外の理由（書類不備等）で不認定

としたものは、その他に分類。＊2 主な理由：労災保険等支給、医学的資料が整わない。      

 

② 未申請死亡者遺族 

  中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

認定 1,633 479 8 39 - 2,159 

不認定＊3 388 312 130 88 3 921 

取下げ＊4 55 36 4 1 2 98 

判定保留により追加補足 

資料提出依頼中 

32 24 0 0 - 56 

環境省にて判定中  

(申出済) 

20 5 4 0 - 29 

計 2,128 856 146 128 5 3,263 

＊3 中皮腫、肺がん、石綿肺、びまん性胸膜肥厚に分類されているものは、環境大臣の判定に基づくもの。 それ以外の理由(書類不備等)で不認定

としたものは、その他に分類。 ＊4  主な理由：労災保険等支給、優先請求順位者が別に存在、医学的資料が整わない。  

   

 

③ 施行前死亡者遺族 

＊3  中皮腫、肺がん、石綿肺、びまん性胸膜肥厚に分類されているものは、環境大臣の判定に基づくもの。 それ以外の理由(書類不備等)で不認定としたものは、
その他に分類。

＊4 主な理由：労災保険等支給、優先請求順位者が別に存在、医学的資料が整わない。

②　未申請死亡者遺族
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  中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

認定 3,477 154 41 11 - 3,683 

不認定 57 434 19 8 10 528 

取下げ＊5 247 153 9 1 16 426 

判定保留により追加補足 

資料提出依頼中 

0 0 0 0 - 0 

環境省にて判定中  

(申出済) 

0 0 0 0 - 0 

計 3,781 741 69 20 26 4,637 

＊5 主な理由：労災保険等支給、優先請求順位者が別に存在、医学的資料が整わない。 

 

④ 総計 

  中皮腫 肺がん 石綿肺 びまん性 

胸膜肥厚 

その他 計 

認定 15,933 2,877 92 279 - 19,181 

不認定 1,238 1,749 581 536 127 4,231 

取下げ 1,036 545 30 16 89 1,716 

計 18,207 5,171 703 831 216 25,128 

 

 

（３）救済給付の支給件数・金額（経年変化） 

（平成 18 年度～令和 5年度） 
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● PCB廃棄物処理助成業務

● 維持管理積立金管理業務
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建設譲渡事業 

事業区分 事業名 譲渡先 事業年度 譲渡契約日 確定契約日 事業費（千円） 事業面積 

共同福利施設 和歌山地区（第3期） 和歌山県 H12～H16 H12.7.1 H17.3.31 6,643,892  55,802 ㎡ 

地球温暖化対

策緑地 

山形地区 山形市 H12～H16 H12.10.6 

H16.3.31 3,651,201  

156,000 ㎡ H17.3.31 2,236,762  

計 5,887,963  

富山地区 富山市 H13～H16 H13.11.1 H17.3.31 1,859,429  59,000 ㎡ 

大気汚染対策

緑地 
静岡（富士）地区 富士市 H10～H18 H10.7.1 

H14.7.1 1,717,483  

55,665 ㎡ 

H15.7.1 3,457,619  

H16.10.1 585,736  

H17.10.1 203,923  

H18.10.1 1,711,659  

H19.3.28 348,079  

計 8,024,499  
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地球温暖化対

策緑地 
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東松江緑地
和歌山地区（第３期）
共同福利施設

西公園
山形地区

地球温暖化
対策緑地

富士西公園
静岡（富士）地区

大気汚染対策緑地

整備整備したした緑地緑地のの今今

ERCAでは、旧公害防止事業団・環境事業団の時代から40年以上にわたり、地方公共団体からの要請を受け、オーダーメード
方式で環境を守る緑地整備を進めました。事業終了の2006年度までにERCAで実施した4事業をご紹介致します。
今では地域のみなさんに利活用される施設となっています。

北代緑地
富山地区
地球温暖化
対策緑地
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編
集
後
記

制作の様子

　

今
回
の
20
周

年
誌
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に

載
っ
て
い
る
よ

う
な
業
務
紹

介
で
は
な
く
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
を
中
心
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
経
営
資
源
の
本
質
は

「
人
」
で
あ
り
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
業
務

に
関
わ
る
人
が
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
や
考
え
を
も
っ
て
日
頃
の
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
数
字
や

業
務
実
績
報
告
に
は
現
れ
な
い
部

分
を
記
録
す
る
こ
と
が
、「
人
」
に

支
え
ら
れ
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
20
周
年

を
記
念
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
ま
し
た
。
実
際
、
座
談
会
、
職

員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
企
画
し
ま
し

た
が
、
改
め
て
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
を
支
え
て
い
る
こ

と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
今
回
ま
と
め
た

記
録
が
、
現
在
そ
し
て
未
来
の
職

員
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
に

少
し
で
も
意
義
の
あ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
本
城
）

　

こ
の
20
周

年
誌
で
は
、
20

周
年
記
念
座
談

会
と
し
て
産
官

学
の
有
識
者

を
お
招
き
し

て
今
後
の
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
果
た
す
べ

き
役
割
に
つ
い
て
お
示
し
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
新
規
事
業
の
立
ち
上

げ
に
直
接
携
わ
っ
た
機
構
職
員
及

び
関
係
者
の
方
々
に
よ
る
３
本
の

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
座
談
会
記
事
と
、

職
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
現
役

職
員
10
名
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
現
場
で
働
く
職
員

が
、
ど
の
よ
う
に
思
い
考
え
な
が

ら
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ

の
事
業
の
関
係
者
の
皆
様
に
お
伝

え
で
き
る
と
幸
い
で
す
。
ま
た
、

座
談
会
の
場
で
は
、
以
前
に
機
構

で
勤
務
さ
れ
て
い
た
方
々
と
久
し

ぶ
り
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
も
と

て
も
う
れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
20
周
年
誌
作
成
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
米
原
）

　

今
年
は
、
春

先
か
ら
暑
い

日
々
が
続
き
10

月
に
入
っ
て
も

秋
の
気
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
20
周
年
誌
の
制
作
作

業
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
カ
タ
チ
で
、

Ｈ
Ｏ
Ｔ
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
お
顔
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

未
来
の
た
め
に
過
去
を
語
る
今

が
あ
り
ま
し
た
。

　

素
敵
な
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

過
去
を
た
ぐ
り
寄
せ
パ
ー
ツ
を

合
わ
せ
て
未
来
の
フ
レ
ー
ム
を
つ

く
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
な
業
務
が
加
わ

り
、
次
年
度
も
新
た
な
取
組
が
始

ま
り
ま
す
。

　

未
来
へ
の
期
待
と
責
任
、
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ａ
の
20
周
年
（
現
在
）
は
新
た

な
輝
き
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

20
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に

係
わ
る
こ
と
が
で
き
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。（
篠
原
）

　

本
誌
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
Ｅ

Ｒ
Ｃ
Ａ
の
歩
み

に
つ
い
て
臨
場

感
を
持
っ
て
お

伝
え
し
た
い
と

考
え
、
４
つ
の
座
談
会
記
事
を
掲

載
し
ま
し
た
。
記
事
を
作
成
し
て

い
く
中
で
、
職
員
で
あ
る
私
自
身

も
知
ら
な
か
っ
た
多
く
の
苦
労
話

や
、
気
付
か
な
か
っ
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ

の
可
能
性
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
職
員

の
あ
た
た
か
く
真
面
目
な
人
柄
が

伝
わ
れ
ば
と
思
い
、
職
員
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
行
い
ま
し
た
。
本
誌
を

お
読
み
頂
い
た
皆
様
に
も
、
新
し

い
発
見
や
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
を
身
近
に
感

じ
る
何
か
が
あ
れ
ば
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

日
々
業
務
に
ご
支
援
と
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
関
係
各
所
の
皆
様
、

本
誌
の
作
成
に
あ
た
り
取
材
等
の

ご
協
力
を
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
30
周
年
で

は
よ
り
成
長
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
姿

を
お
見
せ
で
き
る
よ
う
、
一
職
員

と
し
て
真
摯
に
業
務
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。（
鎌
田
）
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